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第七回那覇市議會（臨時會）

亊務顛末

招集　　　　一九五五．一〇．二九

開催年月日　一九五五．一一．自 二　至 二二

會期　　　　二十一日間

――― ○ ―――

一、本會議第一日目　一九五五．一一．二　午前 時 分　午後 時 分

本日の會議亊件並びにその顛末左の通り
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――― ○ ―――

一九五五．一一．三．（木）議案研究のため休會

――― ○ ―――

二、本會議第二日目　一九五五．一一．四　午前 時 分　午後 時 分

本日の會議亊件並びにその顛末左の通り
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――― ○ ―――

一九五五．一一．五（土）

總務財政委員會 付託亊件の審査 午前十時

建設委員會 付託亊件の審査 同右

一九五五．一一．六（日）休日

一九五五．一一．七（月）

總財委員會 付託亊件の審査 午前十時

文厚労委員會 施設の視察 午後二時

建設委員會 付託亊件の審査 午後二時

委員會終了後 會社関係者と競輪亊業について協議會

――― ○ ―――

三　本會議第三日目　一九五五．一一．八 午前 時 分 午後 時 分

本日の會議亊件並びにその顛末左の通り
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一九五五．一一．八

本會議終了後　總務財政委員會開催し公聽會開催についての審議

――― ○ ―――

一九五五．一一．九（水）休會

――― ○ ―――

一九五五．一一．一〇（木）

總務財政委員會　公聽會

招致團体　二二ヶ團体

参加團体　一五ヶ團体

内

否　　　一〇ヶ團体

賛　　　五ヶ團体

一九五五．一一．一〇（木）

文教厚生労務委員會

所管各種施設の視察

――― ○ ―――

一九五五．一一．一一（金）　午後二時

總務財政委員會

公聽會の意見斟酌、付託亊件の審査

一九五五．一一．一一（金）　午後二時

文教厚生労務委員會

所管各種施設の視察

――― ○ ―――

四、本會議第四日目　一九五五．一一．一二（土）午前　時　分　午後　時　分

本日の會議亊件並びにその顛末左の通り
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――― ○ ―――

一九五五．一一．一三（日）休日

一九五五．一一．一四（月）一五（火）休會

一九五五．一一．一六（水）

總務財政委員會

付託案件　競輪亊業施行について

財政論の検討審査

一九五五．一一．一八（金）

總務財政委員會

付託案件　競輪事業施行について

立退補償問題の審査検討

一九五五．一一．二一（月）

總務財政委員會

付託案件審査

最終決定

――― ○ ―――

一、本會議第五日目　一九五五．一一．二二（火）午前 時 分　午後 時 分

本日の會議亊件並びにその顛末左の通り
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一、亊務處理

１、議會の議決を得た案件送付

一九五五．一一．九　那議第六一号にて市長宛

註、

議案第三七號　決議案第九・十號（選任委員名簿添付）

２、市町村自治法第六十五条の規定による左記陳情書の亊務處理

銀座通り鋪装方について

一九五五．一一．九　那議第六六号にて市長宛

一九五五．一一．一八　那発第五、二二六号にて市長から處理結果報告

一九五五．一一．二二　本會議において右の旨議長から報告

３、議會の議決を得た豫算書並びその他議案送付について（自治法第百七十条）

一九五五年十一月二十三日　那議第六二號にて市長宛

註、

議案第三八号　三九號、四〇號、四一號、四二號、四三號

４、陳情採択決定通知

一九五五．一一．二三　那議第七四號にて代表者宛

註、

奥武山公園内立退者からの移轉費恵與方の陳情について

５、市町村自治法第六十三條の規定による會議結果報告

一九五五　起案

一九五　　決裁

一九五　　発送

那議第　号にて　市長　主席　宛





別表１　那覇市議會議員名簿　定数三〇名
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別表２　那覇市議会機構面
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別表３　那覇市議會特別委員會委員名簿
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第七回那覇市議會（臨時會）日程計画表

[image: 画像]


[image: 画像]


[image: 画像]


那覇第一五號

一九五六年二月　日

那覇市議会議長

泉正重

行政主席　那覇主席　宛

議会の結果報告について

一九五五年十一月二日開催の第七回那覇市議会（臨時会）の結果は別紙の通りであります。

右、市町村自治法第六十三條第三項の規定に基き報告致します。





第七回那覇市議会（臨時会）会議録

一九五五年十一月二日

午前十時三十二分開会





議事日程第十二號

一九五五年十一月二日

午前十時開議

第一　　議長選挙

第二　　議席の決定

第三　　今期議会の会議録署名人選挙

第四　　副議長選挙

第五　　各常任委員会委員数の決定並に委員の選任

第六　　今期議会の会期を定めること

第七　　上水道資材の購入に関する契約の専決処分の報告及び承認について

（市長提出議案第三十七號）

第八　　那覇市営自転車競技亊業を施行することについて

（市長提出議案第三十八號）

第九　　自転車競技場設置について

（市長提出議案第三十九號）

第十　　市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十號）

第十一　那覇市自転車競技亊業特別会計設置について

（市長提出議案第四十一號）

第十二　市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二號）

第十三　一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別会計歳入歳出豫算案

（市長提出議案第四十三號）

――― ○ ―――





本日の会議に付した事件

日程第一　　議長選挙

日程第二　　議席の決定

日程第三　　今期議会の会議録署名人選挙

日程第四　　副議長選挙

日程第五　　各常任委員会委員数の決定並に委員の選任

日程第六　　今期議会の会期を定めること

日程第七　　上水道資材の購入に関する契約の専決処分の報告及び承認について

（市長提出議案第三十七號）

日程第八　　那覇市営自転車競技亊業を施行することについて

（市長提出議案第三十八號）

日程第九　　自転車競技場設置について

（市長提出議案第三十九號）

日程第十　　市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十號）

日程第十一　那覇市自転車競技亊業特別会計設置について

（市長提出議案第四十一號）

日程第十二　市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二號）

日程第十三　一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別会計歳入歳出豫算案

（市長提出議案第四十三號）

――― ○ ―――





○市長（当間重剛君）

開会に先立ちまして一言御挨拶申上げます。

去る十月十六日の市議会議員選挙に依りまして各位が目出度く御当選の栄誉を獲得せられた事に対しまして改めて祝辞を申上げます。

この議会は形式的に云えばつまり去年の選挙が無効となりました爲に合併後の第一回議員選挙と同じ形を持っているものであります。幸いに当選せられた諸君は夫々市政に参画せらるるに当り市の復興に協力する御理解と御熱意をもっておられることを充分存じておりまして市民と共に心から喜ぶものであります。

私から申上げる迄もなく那覇市の復興はまだまだその前途は遠いのであります。

今後は議決機関たる議会と執行機関たる我々と相共に市復興の為全力を尽さなければならないと思うのであります。更にそういう亊に依りまして全市民の協力が茲に望まれる次第であります。

何れ本日の議会に於きまして議長以下各常任委員会の委員の選任があると思いますので夫々適材適所の御配置あるものと固く信じております。

尚本日の議案と致しましては上水道資材購入に関する契約関係議案外六件となっておりますが議会の不成立中の過去二ヶ月間に於きまして市長が専決しなければならない急施事件がありましたので、それの御報告と御承認を御願い致します。更に多年の懸案でありました処の那覇市営競輸亊業につきましては議会の不成立中に相当話が進捗致しておりまして議会の御承認が戴ければ直ちに着工して市の戝政を潤すことができると思うのであります。尚夫々の議案に就きましては各部課長並びに私からも充分御説明を申上げ度いと思うのでありますが格別の御審議を特にお願い申上げる次第であります。

以上簡単に御挨拶申上げます。

――― ○ ―――

○事務局長（新垣良正君）

開会に先立ちまして念の爲に申上げます。

本臨時議会は過般の選挙後の初議会でございまして現在議長及び副議長共に御座居ませんので議長選挙が終了致します迄、市町村自治法第四十七条の規定に基きまして出席議員中の年長者が議長の職務を臨時に行うことになっております。

年長議員の御紹介を申上げます。

○事務局長（新垣良正君）

年長議員儀武息睦氏を御紹介致します。

○臨時議長（儀武息睦君）

只今御紹介に預りました儀武息睦であります。

自治法の第四十七条に依りまして議長選挙が終了致します迄、臨時議長の職務を勤めさせて頂きます。

――― ○ ―――

○臨時議長（儀武息睦君）

開会致します。本日の出席二十九名欠席一名でありまして議会は成立致します。

これから第七回那覇市議会臨時会を開会致します直ちに会議を開きます。

――― ○ ―――

○臨時議長（儀武息睦君）

只今から議事日程により議長選挙を行いたいと思いますが選挙をする前に皆さんにお諮り致したい亊があります。

從来投票致しますと云うと投票後は非常にシコリが生じますので成丈協議会でやり度いと思いますが、これに対して御意見がありますなら御発表を願います。

（「賛成」「一応協議会に移って頂き度いと思います」と呼ぶ者あり。）

○臨時議長（儀武息睦君）

一応休会致しまして協議会に入ります。

（十時四十分休会）

――― ○ ―――

（十時五十分再開）

○臨時議長（儀武息睦君）

開会致します。御承知の通り一人でありましても投票を主張する議員がおりましたら投票ということになっておりますので直ぐ投票によることと致します。

○真栄田義晃君

投票に入る前に二、三分休憩をお願い致します

○臨時議長（儀武息睦君）

休憩致します。

（島袋、真栄田、宮城議員退場）

（休憩十時五十三分）

――― ○ ―――

（再開十一時一分）

○臨時議長（儀武息睦君）

開会致します。書記をして投票用紙を配付致させます。

（書記投票用紙配付）

○臨時議長（儀武息睦君）

投票用紙の配付洩れはありませんか。配付洩ないものと認めます。投票箱の空虚であることを示します。

（書記持廻り投票箱の空虚であることを示す）

○臨時議長（儀武息睦君）

投票に当りまして、御注意申上げます。選挙は市町村自治法第五十八条の規定に基きまして單記無記名投票となっておりますので投票用紙の被選挙人氏名欄に投票せんとする者一人の氏名を御記載なりましたら順次御投票願うことに致しますが、議場が狭隘でありますので一人一人投票致しますと非常に時間を要しますので書記をして投票箱を持ち廻り致させますから自席において御投票願います。

（書記「新垣襄二君」投票箱持ち廻り投票）

○臨時議長（儀武息睦君）

只今上原光男議員出席致しております。

○臨時議長（儀武息睦君）

投票洩れはありませんか。

（「無し」と呼ぶ者あり）

○臨時議長（儀武息睦君）

投票洩れないと認めます。

○臨時議長（儀武息睦君）

それでは投票箱を閉鎖致します。

○臨時議長（儀武息睦君）

ではこれから開票に移りますが、開票に際しては会議規則第四十六条第二項の規定に依り開票立会人二名の立会を必要と致します。立会人二名の選挙について如何なる方法で致しますか。お諮り致します。

（「議長指名に一任」と呼ぶ者あり）

○臨時議長（儀武息睦君）

議長指名に一任という御意見がある様であります。左様に決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○臨時議長（儀武息睦君）

御異議ない様でありますから議長から指名致します

○臨時議長（儀武息睦君）

比嘉朝四郎君、比嘉佑直君お二人にお願い致します。

開票立会人に決定致しまして、御両君の御立会を求めます。

（開票立会人立会）

○臨時議長（儀武息睦君）

これから開票に移ります。

（投票の点検、計算）

○臨時議長（儀武息睦君）

投票の結果を御報告申上げます。出席議員三十名投票総数三〇票有効票数二十九票。

十六票泉正重君

（拍手）

十票高良一君、三票島袋嘉順君、無効投票白票一票となっております。

これをもちまして最高得票数の泉正重君が、議長に当選致しました。

（拍手）

――― ○ ―――

○臨時議長（儀武息睦君）

以上をもちまして臨時議長としての職責を果しましたので新しく当選致しました泉議長と交替致します。

○臨時議長（儀武息睦君）

只今当選致しました新議長泉正重君を御紹介致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

御紹介下さいました泉であります。

相当相伯仲した選挙の結果が皆さんの御同情に依りまして当選させて頂きました亊は感謝に堪えません。

尚、私手前味噌を申上げると甚だ失礼ではありますが、過去十一ヶ月間に於ける自分のやってきた議長振りが良いとは考えておりません。就中自分の性格が非常に短気っぽいと云う事を自分乍ら呆れる程後悔することが屡々あるのであります。

既に今六十に垂として未だ若気の至りか癪を起す。これを努めて修養致し度いと思いますと同時に特に皆さんにお願い申上げ度いことは去る議会に於ける議長就任の挨拶にも申上げました通り私は先程赤嶺議員からも御説がありました通り和やかな話合いの議会である。こういう考えは毛頭変えておりません。

從いまして私身そういう心算でおるのでありますが、何分議長席に就きまして各位の顔を見ている間に大分疲れて参りますし、從って抜かりがあったり或は行き過ぎがあったりすることが屡々あろうかと思うのであります。

その一つ御遠慮なく御注意を願い度いと思います。尚それに就きましてもう一つ私老婆心乍ら申上げたいのは議亊運営に就きまして特に御協力願い度いのであります。貭疑と討論を截然区別して議事を運営しなければ時間及びその他意見を尽すべき場合に時間が足りなかったと云った様なチグハグな運営に陥る場合が屡々ございますので貭疑は貭疑として討論は討論として何処迄も截然たる運営をやって行きたい。この点について各位が充分御協力をして頂きます亊を特にお願い申上げる次第であります。

皆様多数の御支援に依り当選させて頂きました亊は良心より感謝致します。目頭が熱くなる感じが致します。誠に有難うございました。

（議長降壇高良一、島袋嘉順両議員と握手）

（拍手）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二、議席の決定でありますが那覇市議会々議規則第二条「議員の議席は改選毎に籖でこれを定める」と云う規定されておりますので只今から議席の抽籖を行います。

（書記「新垣襄二君」持廻り抽籖）

○議長（泉正重君）

それでは抽籖の結果を事務局長をして報告致させます。

○事務局長（新垣良正君）

それでは私から抽籖の結果を報告致します。

敬稱を畧させて頂きます。

（議席の報告）


 
  	島袋嘉順　
  	十二番、
  	玉那覇有義
  	十三番
 

 
  	泉正重君
  	一番、
  	渡口麗秀
  	八番
 

 
  	比嘉佑直
  	二十一番、
  	嘉数ツル
  	十八番
 

 
  	照屋正徳
  	二十六番、
  	辺野喜英興
  	十五番
 

 
  	大山盛幸
  	二十八番、
  	糸数昌剛
  	二十三番
 

 
  	備瀬知良
  	二十九番、
  	上原光男
  	十番
 

 
  	長嶺将真
  	二十番、
  	高良一
  	二十二番
 

 
  	宮里敏慶
  	六番、
  	新垣善太郎
  	五番  
 

 
  	喜瀬康一
  	九番、
  	赤嶺慎英
  	三十番
 

 
  	上間長和
  	二番、
  	渡口政行
  	二十七番
 

 
  	森田孟真
  	四番、
  	崎山喜達
  	十一番
 

 
  	比嘉朝四郎
  	十四番、
  	久高友敏
  	二十四番
 

 
  	仲井真元楷
  	三番、
  	宮城清三郎
  	十七番
 

 
  	高良清二
  	二十五番、
  	真栄田義晃
  	十六番
 

 
  	儀武息睦
  	十九番、
  	喜久山朝重
  	七番
 




――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

只今決定されました議席に各位着席を願います。

（各議員決定議席に着席）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

時間がございませんので少し、急がせて頂きます。

次日程第三、今期議会の会議録署名人選挙についてでありますが市議会々議規則第五十六条に「会議録に署名すべき議員数は二人とし、毎会期これを選挙する」と規定されていますが、その選挙の方法についてお諮り致し度いと思います。

（「議長一任」と呼ぶ者あり）

○辺野喜英興君

議長の指名に一任する動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今の動議に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議はないと認めます。依って左様に決し恒例によりまして議長から指名致します。今期議会の会議録署名人は二番議員（上間長和君）十六番議員（真栄田義晃君）お二人を指名致します。以上お二人に会議録署名人をお願いすることに致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第四副議長選挙を行い度いと思います。その選挙の方法についてお諮り致します。

○議長（泉正重君）

御意見ありませんか。

○議長（泉正重君）

議長選挙をやった様に投票で行きますか、それとも他に方法がございますか伺い度いと思います。

○儀武息睦君

副議長は議長の補佐役でありますので本員は議長指名で決し度いと思います。御賛成願います。

（笑声）

○議長（泉正重君）

先程各位の御意見にございました通り各議員の胸中には理想的な候補者がいらっしゃるのだとこう考えるのが普通なのでありまして、これも矢張り投票にもっていって最多数を得た候補者が当選された場合には矢張りスムースに協力して頂くこういうお気持で一つ簡単に投票でやり度いと思います。

○赤嶺慎英君

議長の御意見に賛成します。

○照屋正徳君

副議長は議長の女房役とも云うべきものでありますので私は高潔な人格の持主であります所の長嶺将真君を副議長に推薦致します。各位の御賛同をお願い致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今二十六番議員の動議で長嶺将真君を副議長に全会一致で推し度いとこういう動議でありますが、御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依て長嶺将真君を副議長に当選決定致します。

（拍手）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

只今和やかに全会一致をもって推選頂きました長嶺将真君を御紹介申上げます。

○副議長（長嶺将真君）

全員でもって推選頂きまして本当に感銘致しております。先程御要望もありました通り私達は絶対に派閥は持たない心算であります。

又持たずして努力したいという事をお誓い致します。その意味に於きまして私は全力を挙げて議長を充分補佐したいと思います。何卒皆様の御支援を御願い致します。有難うございました。

（拍手）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第五各常任委員会委員数の決定並びに委員の選任を議題としてお諮り致します。

市議会委員会条例第二条の規定に依りますると各常任委員会の委員の選任とその数は議長が議会に諮ってこれを定めると謳われております。それで本会議を一時休憩致しまして協議に移り一応の成案を得てから本会議に持ってきたいと思いますが左様に取計らって御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では本会議を休憩致しまして協議会に入ります

（十一時三十分　　休憩）

――― ○ ―――

（十一時三十七分　再開）

○議長（泉正重君）

本会議を再開致します。お諮り致します各常任委員会の委員数は総務財政委員会九名、文教厚生労務委員会八名、建設委員会十一名、それから懲罰委員会はどの程度に致したら宜うございますか。

（「六名」「前会通り」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

前会通りという希望もございますので懲罰委員会を六名とし各委員会委員数は先程申上げました通りに決定して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めまして左様決定致します

尚選衡委員の選任につきましては議長の推薦に依って決め度いと思いますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

休憩致します

（十一時三十八分　休憩）

――― ○ ―――

（十一時五十分　　再開）

○議長（泉正重君）

開会致します。第一希望、第二希望を全員洩れなくお書き下さいましたか。

○喜久山朝重君

委員会の構成は二ヶ年毎に更正したら怎うかと思います。

○議長（泉正重君）

そういう様になっております、条例には委員会は二年毎に更正するという事になっております　では先刻指名申上げました七名の方と正副議長が後刻集りまして、これを選衡したいと思います。

お晝に近いので食事の爲に休憩致しまして午後一時開会致します。

（十一時五十二分　休憩）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

午前に引続き本会議を再開致します。

○議長（泉正重君）

休憩致しまして、直ちに協議会に入ります。

（午後一時三十五分　休憩　協議会）

――― ○ ―――

（午後一時三十八分　再開）

○議長（泉正重君）

選衡委員が選衡致しました結果を御報告申上げ、且つ、その御承認方お願い致します。総務財政委員会委員に、

赤嶺慎英、玉那覇有義、高良一　島袋嘉順、仲井真元楷、喜久山朝重　渡口麗秀、久高友敏、上原光男

以上九名。建設委員会委員は

新垣善太郎、上間長和、比嘉朝四郎、宮城清三郎、儀武息睦、比嘉佑直、備瀬知良、照屋正徳、高良清二、崎山喜達、渡口政行、以上十一名。

文教厚生労務委員会委員は

大山盛幸、嘉数ツル、真栄田義晃、糸数昌剛、喜瀬康一、森田孟真、宮里敏慶、辺野喜英興、

以上の通りであります。

尚お断り申上げますが、委員の任期は二ヵ年であります。從って、二ヵ年後には、この委員会のメンバーは出来る丈、変って頂く、つまり、四ヵ年間同一委員会には留まらない。今回第二希望で我慢しなければならない方々もあったと思いますが、これは一つ、御承認お願い致します。

この通り選任して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。よって左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本会議を休憩致しまして、各委員会委員お集りになって、正副委員長の互選をやって頂き、その結果を本会議で夫々御報告願います。

（午後一時四十分　休憩）

――― ○ ―――

（午後二時　再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。各委員会に於ける、正副委員長の互選結果を御報告願い度いと思います。

総務財政委員会の誰方か互選結果を御報告願います。

○久高友敏君

総務財政委員会委員を代表致しまして正副委員長の互選結果を御報告申上げます。総務財政委員長には、高良一氏を推選致しまして、副委員長には、赤嶺慎英氏を推選致しました。以上御報告致します

○議長（泉正重君）

総務財政委員会の委員長に高良一、副委員長には赤嶺慎英。

○議長（泉正重君）

建設委員会の御報告を願います

○比嘉朝四郎

選挙の結果を申上げます

委員長に儀武息睦、副委員長に照屋正徳、以上であります。

○議長（泉正重君）

建設委員会の委員長、儀武息睦氏、副委員長に照屋正徳氏。

○議長（泉正重君）

次に文教厚生労務委員会の御報告願います。

○辺野喜英興君

御報告申上げます。委員長に大山盛幸、副委員長に嘉数ツルさんを推選致しました。

○議長（泉正重君）

委員長に大山盛幸、副委員長に嘉数ツルさん。

○議長（泉正重君）

次、懲罰委員会の御報告を願います。

○嘉数ツル君

委員長に比嘉佑直氏、副委員長に玉那覇有義氏。

○議長（泉正重君）

懲罰委員会の委員長に比嘉佑直、副委員長に玉那覇有義、以上各常任委員会、正副委員長互選結果の報告を終ります。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

御報告の件が御座居ます。議案送付について市長から議長宛に公文が参っておりますので書記をして、朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――

那発第四、九六〇号

一九五五年十一月二日

那覇市長　当間重剛

那覇市議会議長殿

議案送付について

十一月二日提出招集の議会臨時会に付議すべき左記事件別紙の通り送付致します。

記

一、上水道資材の購入に関する契約の専決處分の報告及び承認について。

二、那覇市営自転車競技事業を施行することについて。

三、自転車競技場設置について。

四、市有地を賃貸することについて。

五、那覇市自転車競技亊業特別会計設置について。

六、市債を起すことについて。

七、一九五六年度那覇市自転車競技事業特別会計予算案。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

那覇市土地区画整理事業特別会計一九五五年度繰越計算書について、市長から議長宛報告書が参っておりますので、その写を印刷の上各位に配付致しましたから、それによって御了承願います

――― ○ ―――





那発第四九三八号

一九五五年十一月二日

那覇市長　当間重剛

那覇市議會議長殿

那覇市土地區画整理事業特別會計一九五五年度繰越計算について（報告）

首題のことについて市町村自治法施行規則第七十三条に基き報告致します
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那覇市土地區画整理事業特別会計一九五五年度繰越計算に関する説明書

一九五四年六月二九日の定例議会に於て五ヶ年継続事業として議決を得た本事業は旧市内十九ヶ町の區画整理を都市計画に基いて行い一日も早く市民を受入れると同時に近代都市としての形態を整える爲行はれる事業でありまして都市復興の根底をなす重大事業であります。

施行に際しましては御承知の様に各地主より提供して戴いた約三〇％の土地の内約二五％を公共用地、残りの五％を替費地と致しましてこれが売拂代金を事業財源とするものであります。

然しながら替費地を処分し事業費を捻出する場合整理後売却した方が予定財源確保のためには良策であることは理の当然であります

この爲本事業は所謂「つなぎ融資」として事業費の八〇％復金部より融資を仰いだのであります

前に美栄橋地區の如く替費地処分代金のみを財源とした場合事業計画に無理を生じ事業の施行が著しく遅延したのであります。

かかる理由により他より財源をもとめたのであります。同財源は第一次計画起債收入一六、四七四、〇〇〇円自己財源（替費地処分收入）四、一一九、三八五円総工事費二〇、五九三、三八五円で若狭工事區、辻工事區、泊港前島工事區、潟原工事區の四工事區の内辻工事區の一部を残し完成しております。

第二次計画起債收入六七、〇〇〇、〇〇〇円自己財源（替費地処分收入）一六、九六八、三八四円、総工事費八三、九六八、三八四が那覇商港工事區、辻工事區、天妃工事區、東工事區、上下泉工事區、久米工事區、若狭工事區、松山工事區、松下工事區、久茂地工事區、前島工事區、崇元寺工事區、高橋工事區、潟原工事區で内前島工事區、若狭工事區の整地工事を施行中でありまして残部工事も今年度内には完成すべく計画しております

尚核工事充当の爲借入れた資金の償還財源は地主より提供して戴きました土地約三〇％の内二五％は道路等公共用地となり残の五％を替費地として処分をなし償還財源に充当するのであります

次に繰越計算について款を追うて説明致します

歳入の方では

一、繰越金は　　　起債として銀行より借入れた現金の残額であります

一、替費地收入は　工事費償還財源等に充てるため地主が提供した土地を金額に換算して計上してありますが、現金としてはまだ收入してない分であります

一、市債は　　　　銀行より貸付認可になっておりますが未借入の分であります

一、繰入金は　　　人件費として一般会計より補助して支出する分であります

一、使用料は　　　ブルトーザーの使用料であります

歳出の方では

一、職員費は　　　事業の未執行に伴う人件費、需要費の繰越であります

一、事業費は　　　事業の未執行に伴う繰越であります

一、公債費は　　　銀行より借入遲延に伴う償還期日の変更による繰越であります

以上で繰越計算書についての説明と致します





那覇市土地區画整理亊業工亊區別施行状況表
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○議長（泉正重君）

今期議会において、提出議案その他説明のため議長は市町村自治法第六十一条の規定により、市長、助役、收入役、総務部の各部課長、財政部の各部課長、社会部の各部課長、建設部の各部課長、首里、小禄の両支所長、泊港務所長、消防隊長、以上の方々の出席を求めます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

助役から申出でありますので、各部課長、その他の紹介をやって戴くことに致します。

○助役（嘉手納並水君）

私から收入役各部課長及び各支所長の御紹介を申上げます。

（各部課長紹介）

○助役（嘉手納並水君）

尚、本日茲に出席してない課長でありますが、社会課長平識善徳君が上京の爲居りません。都計課長の花城直政君、これも上京中であります。それから宮平建築課長でありますが、これも一寸用件で不在であります。それから区画整理課長の金城君でありますが、これも出張中であります。

消防隊長の登川正太郎君でありますが、これも燈火管制の打合せがありまして、政府の方に出掛けておりまして不在であります。以上で收入役、各部課長、支所長なんかの御紹介を申上げました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次、今期議会の会期を定めることを議題と致しお諮り致したいが、その前に計画表案を御覧になって検討して頂きたいと思います

○議長（泉正重君）

本日は引き続き議案上程致しまして、提案理由の説明を聴取する。先程協議会でお諮り致しました通り明日は議案研究の爲に休会、金曜日は本会議を開きまして議案上程、貭疑を続行の形で委員会付託する。土曜、月曜の二日間は委員会付託事件の審査を行う。八日の火曜日に本会議を開き委員会における審査結果の報告聽取、討論表決して、閉会するこう云う風に会期を一週間と云う予定の案で御座居ますが、刷物にして、お手許に配付致しました。計画表六日間の計画を三日の明日は議案研究の爲に休会すると云う。一日はこれに挾みまして、從って一日宛ずれるとして、行って、八日の火曜日に本会議を開き、表決まで持って行って、閉会する。こう云う風に会期を七日間に致し度いと思います。これについて御意見御座居ませんか。

（「異議なし」「良いでしょうな」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では本臨時議会の会期を十一月二日から十一月八日迄の七日間と決定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

では日程第七、八、九、十、十一、十二、十三を一括議題と致しまして順次提案趣旨を聽取することに致します。





議案第三十七号

上水道資材の購入に関する契約の専決処分の報告及び承認について

上水道資材の購入について専決処分により別紙契約書のとおり契約を締結しましたので報告すると共に議会の承認を求めます。

一九五五年十一月二日提出

那覇市長　当間重剛

（説明）

一九五五年三月三十一日那覇市条例第三号「議会の議決又は住民の投票に付すべき財産営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例」に基づき本案を提出します。





寫

上水道工事用資材の購入に関する契約を左記に依り締結する

記

契約書

那覇市上水道給水工事用資材鉛管購入するため那覇市長　当間重剛と萬辨舎　真玉橋景福と左の條項の通り契約する

第一条　品目、規格、数量は別紙明細書の通りとする

第二条　契約金額　一、金壱百貳萬八阡八百六拾円也

契約保証金　一、金拾萬参阡円也

第三条　製品は日本水道協会制定の水道用規格に適合して納品の際監督官庁の純度証明書と水道協会の検査合格証を提出のこと

第四条　製品は木村鉛鉄機械工業所製品とす

第五条　現品は契約後四十五日以内に那覇市上水道資材集積所に於て引渡すこと

第六条　検收の際係員に於て不適当と認める物品に対しては取替を命ずる。その場合納入者は之を拒むことは出来ない

第七条　前条の規定に依り取替を命ぜられた品物に対しては更に納入期日を指定する

第八条　天災事変其の他の正当な事由に依り納入期限を遅延した場合は其の事由を詳記して延期を請求する事が出来る、此の場合市長は相当と認める日数を与える

　　　　前条の理由なくして期限内に納入ない場合は契約を解除する場合の外延滯日数一日に契約金額の壱阡分の五を延滯料として那覇市長当間重剛に支拂はなければならない

第九条　代金支拂は現品受渡終了後十五日間以内に全額を支拂ふものとする

第十条　本契約に記載されてない事が起った場合は那覇市条例市有財産取得管理及処分条例に依って処理する　

右条項を双方承諾の上本契約書を貳通作り記名捺印し各々その壱通を所持するものとする

一九五五年九月二十九日

買主　那覇市長　当間重剛

賣主　那覇市美栄橋区Ｃノ十四

萬辨舎　真玉橋景福





購入資材明細書

[image: 画像]


寫

契約書

那覇市上水道配水管資材鉛塊及鉛線購入するため那覇市長　当間重剛と萬辨舎貿易部真玉橋景福と左の条項の通り契約する

第一条　品目、規格、数量は別紙明細書の通りとする

第二条　契約金額　一、金壱百四拾九萬四阡九百円也

　　　　契約保証金　一、金拾四萬九阡五百円也

第三条　製品は納品の際監督官庁の純度証明書を提出すること

第四条　製品は木村鉛鉄機械工業所製品とする

第五条　現品は契約後四十五日以内に那覇市上水道資材集積所に於て引渡すものとする

第六条　検收の際係員に於て不適当と認める品物に対しては取替を命ずる　その場合納入者は之を拒むことは出来ない

第七条　前条の規定に依り取替を命ぜられた品物に対しては更に納入期日を指定するものとす

第八条　天災事変其の他の正当な事由に依り納入期限を遅延した場合は其の事由を詳記して延期を請求する事が出来る。此の場合市長は相当と認める日数を与へる。

　　　　前条の理由なしで期限内に納入ない場合は、契約を解除する場合の外延滯日数一日に契約金額の壱阡分の五を延滯料として那覇市長当間重剛に支拂はなければならない

第九条　代金支拂は現品受渡終了後十五日間以内に全額を支拂ふものとする

第十条　本契約に記載されてない事が起った場合は那覇市条例市有財産取得管理及処分条例に依って処理するものとす

右条項を双方承諾の上本契約書を貳通作り記名捺印し各々その壱通を所持するものとする

一九五五年十月六日

買主　那覇市長　当間重剛

賣主　那覇市美栄橋区Ｃノ十四

萬辨舎　貿易部　真玉橋景福





購入資材明細書

[image: 画像]


契約書

那覇市上水道配管工事用資材鋳鉄管、異形管、辨類購入するため那覇市長　当間重剛と沖縄工業商事株式會社　前田義次と左の条項の通り契約する。

第一条　品目、規格、数量は別紙明細書の通りとする

第二条　契約金額　一、金参百九拾壱萬八阡六百圓也

　　　　契約保証金　一、金拾九萬六阡圓也但し入札保証金で充当する

第三条　製品は日本水道協會制定の水道用規格に適合するものとし但し納品の際は日本水道協會合格証を添付するものとする

第四条　製品は栗本鉄工所製品とす

第五条　現品は契約後九十日以内に那覇市上水道資材集積所に於て引渡するものとす

第六条　檢收の際係員に於て不適当と認める品物に対しては取替を命ずる　その場合納入者は之を拒むことは出来ない

第七条　前条の規定に依り取替を命ぜられた品物に対しては更に納入期日を指定するものとす

第八条　天災事変其の他の正当な事由に依り納入期限を遅延した場合は其の事由を詳記して延期を請求する事が出来る　此の場合市長は相当と認める日数を与へる

　　　　前条の理由なしで期限内に納入なき場合は契約を解除する場合の外延滯日数一日に契約金額の壱阡分の五を延滯料として那覇市長当間重剛に支拂はなければならない

第九条　代金支拂は現品受渡終了後十五日間以内に全額を支拂ふものとする

第十条　本契約に記載されてない事が起った場合は那覇市条例市有財産取得管理及処分条例に依って処理するものとす

右条項を双方承諾の上本契約書を貳通作り記名捺印し各々その壱通を所持するものとす

一九五五年十月十日

買主　那覇市長　当間重剛

賣主　那覇市美栄橋町

沖縄工業商事株式會社

前田義次





購入資材明細書

[image: 画像]


寫

契約書

那覇市上水道配管工事用資材鋳鉄直管（三吋×十呎）購入するため、那覇市長　当間重剛と萬辨舎貿易部　真玉橋景福と左の条項の通り契約する

第一条　品目、規格、数量は別紙明細書の通りとする

第二条　契約金額　一、金参百参拾五萬五阡九百円也

　　　　契約保証金　一、金参拾参萬五阡六百円也

第三条　製品は日本水道協会制定の水道用規格に適合するものとし且つ納品の際は水道協会の検査合格証を提出すること

第四条　製品は東洋精工株式会社の製品とする

第五条　現品は契約後九十日以内に那覇市上水道資材集積所に於て引渡すものとする

第六条　検收の際係員に於て不適当と認める品物に対しては取替を命ずる。その場合納入者は之を拒むことは出来ない

第七条　前条の規定に依り取替を命ぜられた品物に対しては更に納入期日を指定するものとす

第八条　天災事変其の他の正当な事由に依り納入期限を遅延した場合は其の事由を詳記して延期を請求する事が出来る

此の場合市長は相当と認める日数を与える

　　　　前条の理由なしで期限内に納入ない場合は契約を解除する場合の外、延滯日数一日に契約金額の壱阡分の五を延滯料として那覇市長当間重剛に支拂はなければならない

第九条　代金支拂は現品受渡終了後十五日間以内に全額を支拂ふものとする

第十条　本契約に記載されてない亊が起った場合は那覇市条例市有財産取得管理及処分条例に依って処理する

右条項を双方承諾の上本契約書を貳通作り記名捺印し、各々その壱通を所持するものとする

一九五五年十月八日

買主　那覇市長　当間重剛

賣主　那覇市美栄橋区Ｃノ十四

萬辨舎　貿易部　真玉橋景福





購入資材明細書

[image: 画像]


参考資料

専決処分に付した理由

一、入札実施後議會が成立せず早急に議決を得ることが出来ない

　　一九五五年九月一日議會が選挙無効となり直ちに両選挙の告示がなされている

一、配管工事用資材の購入價格について現在鉄鋼類並びに鉛塊等は価格の変動が激しく、逐日高騰の傾向で早急に本契約の上購入手続きをしないと時期を失し且つ落札價格での購入不可能になり契約者双方損失を蒙る虞れがある

一、鉛管の場合

　　在庫量なく至急本契約を締結して納入せしめる必要あり且給水工事は夏季が最も需要の多い時期であり、在庫なきために時期を失する場合收入欠損を生ずる。





上水道配管資材鋳鉄直管三吋（甲）購入に関する入札結果表

上水道配管資材鉛塊及鉛線購入に関する入札結果表

上水道給水資材鉛管購入に関する入札結果表

上水道配管資材鋳鉄管及異形管類購入に関する入札結果表

[image: 画像]


鉛管１３ｍ／ｍ在庫状況

[image: 画像]


鉛管２０ｍ／ｍ在庫状況

鉛管２５ｍ／ｍ在庫状況

[image: 画像]


議案第三十八号

那覇市営自転車競技事業を施行することについて

復興途上にある那覇市の財政需要は年々増大しつつあるに鑑み出来得る限り税外收入の増加を計るべく自転車競技事業実施を新に計画し一九五五年八月三日前議会全員協議会に諮り賛同を得たのでありますが、その後愼重に檢討した結果別紙の通り一九五五年九月八日該事業受託者と契約締結し那覇市営自転車競技事業を施行することに致しましたので報告します

この件については議会の議決を要するのでありましたが議会不成立中であり急を要しましたので止むを得ず市町村自治法第百十四條に基き処理したのであります

右承認を求めます

一九五五年十一月二日提出

那覇市長　当間重剛





写

契約書

沖縄那覇市長　当間重剛（以下甲と稱す）は那覇市営競輪事業に関し其の事業受託権を第一次委任契約者として那覇市一區一九組　宮良永昌（以下乙と稱す）に第二次委任契約者として福井市佐佳枝下町三三番地、堀江耕治、東京都葛飾區本田立石町一九五番地、桑原慶治（以下丙と稱す）に決定をなし競輪場の建設並に其の競技運営及び維持管理について左記の契約を締結する

本契約書は四通を作成して甲、乙、丙、四者に於て連署の上各自其の一通を領置して後日の証とする

記

一　甲は乙に那覇市営競輪場の建設並びに競輪競技の運営及び事業の收支計算と施設の維持管理の一切を委任する

二　乙は前項に基ずき第二次委任契約者の丙と提携して日本資本及び資材技術を以て競輪場を建設し競技の運営を担当し甲の監督下に別項に定める收支計算を行ない且つ競輪場施設の維持管理に当る

三　競輪場の建設並びに施設に必要とする第一次の工事諸費及び工事規格は甲、乙、丙三者協議の上之れを定める

　第二次以降の競輪場の拡充整備は競輪事業收益の一部より遂次是れに当てる

四　乙、丙は甲に対し税金及び運営諸経費を総收入より差引いた残額の二分の一を納付する

五　運営諸経費（地料費、宣伝費、競技費、選手費、人件費、厚生費、需要費、調査研究費、旅費、営繕費、会議費、雑費）は優先的に之れを車券総売上金の二五％の内より支出するが、其の計算は常に公正妥当であって甲の監督下に乙、丙の責任を以って行はれる

六　競輪事業の收支計算は次の通りとする

　１　払戻金　七五％（勝者投票券の的中者に対する払戻額）

　２　税金　　三％（琉球中央政府納金）

　３　運営諸経費　　　第五項に示す控除費を優先支出する

　４　甲に納入する額　二五％より前項（２）、（３）を差引いた残額の二分の一相当額

競技の実施回数二十六回以降は（４）を五分の三相当額に改訂をする

　５　乙、丙の所得額　二五％より前項（２）、（３）、（４）を差引いた残額の全部

七　　乙、丙は本契約に基ずく競輪施設を全部完成して競技の開始後十年間に建設費其の他を償却し其の施設及び附属施設を甲に無償譲渡する。

八　　甲は年間七十二日以内を競輪の開催に使用する

但し甲、乙、丙三者協議の上使用日数の伸縮はする事が出来る

九　　競輪場及び附属施設の用地は甲、乙、丙三者間に有償賃貸借契約を結び其の賃貸借は現行の最低料金とする

一〇　細部に亘る問題については丙に於て会社の設立後に甲、乙、丙三者協議の上良識ある細目の協定処置をとるものとする

附記

　　１　本契約は沖縄軍政府の認可により締結する

　　２　特別の事情により本契約を改訂する必要を認める場合は甲、乙、丙三者の協議を以って之れを行なう

　　３　本契約に基ずき設立する新会社に本契約に関する一切の権限を甲は乙、丙の両者に附與する事を承諾する。

一九五五年九月八日

那覇市長

甲　当間重剛　印

乙　宮良永昌　印

丙　堀江耕治　印

桑原慶治　印





写

委任状

一九五五年九月　日沖縄那覇市長　当間重剛との間に締結した本契約書に基ずく那覇市営競輪事業に関する契約記載事項の権限の一切竝に本事業会社設立の件を委任致します

一九五五年九月八日

沖縄那覇市一區一九組

宮良永昌　印

堀江耕治殿

桑原慶治殿





競輪事業経過概要

一、一九五五年八月三日

競輪事業に関する議会全員協議会に於て賛同を得る

二、一九五五年九月八日

競輪事業施行について事業受託者と契約締結す。

三、一九五五年十月十四日

奥武山市有地（競輪場）移転計画

移転戸数　六三戸　七七世帶

四、一九五五年十月二十二日

奥武山市有地居住者に対し移転予告書配付

五、一九五五年十月二十五日より

移転計画説明及び移転協議

六、一九五五年十一月　日

競輪事業に関し議会へ報告

競輪事業施行の趣旨

自転車競技法第一條に明示されている通り競輪による收益は市町村の緊急なる公共施設整備充実の経費にあてるためであって戦後日本に於いても該事業の收益は政府はもとより地方公共団体の有力な財源として戦災復興に貢献しているのであります。

当市に於いても戦災復興途上にあってその財政需要は巨額でありその大半は琉球銀行復金部よりの起債により諸土木事業を旋行して来たのでありますが、今後尚幾多の社会福祉面の公共施設及び事業が残されて居り、かかる事業の財源に充てるために競輪事業を施行し税外收入の拡充を計り以って復興事業を強力に促進したいのであります。





事業計画概要

一、競輪場建設は契約に基ずき事業受託者負担により四阡万円を投じ計画（会社提出計画書参照）

二、事業場所　奥武山市有地約一万二阡坪

但し有償で受託者に貸與する

三、運営方法　受託者に委任する

四、收支の概算（専業開始一年目）

１、車券売上額　六〇〇、〇〇〇円（一日）

但し入場者数　三、〇〇〇人　一人車券購入額　二〇〇円として

月額（六日）　三、六〇〇、〇〇〇円

年額　　　　　四三、二〇〇、〇〇〇円

２、拂戻金（七五％）三二、四〇〇、〇〇〇円（年額）

３、競輪收益（二五％）一〇、八〇〇、〇〇〇円（年額）

内訳（イ）政府納入金（三％）一、二九六、〇〇〇円

（ロ）競輪諸経費（一二％）五、一八四、〇〇〇円

（ハ）那覇市收入（五％）二、一六〇、〇〇〇円

（ニ）競輪会社收入（五％）二、一六〇、〇〇〇円

運営開始一年目の收支の概算を樹てることは経済状態及び入場人員の多寡によって左右されるのであるが、一応最小限度の見込みを算出してみた

五、收支の使途

社会福祉事業及び都市計画事業費に充当する





議案第三十九号

自転車競技場設置について

那覇市営自転車競技事業施行のため該事業受託者との契約に基き左記の通り自転車競技場を設置したい

記

一、名稱　那覇競輪場

二、場所及び坪数

那覇市通堂町三丁目四五番市有地（奥武山旧運動場）　一〇、〇七〇坪

同市同町三丁目四四番市有地（拜所の一部）　一、二九三坪

同市同町三丁目四三番（個人有地）　六三七坪

計　一二、〇〇〇坪

三、施設内容

１、走路　　三三〇米（巾一〇米曲線部半径三七米、高さ四・二三米）


 
  	２、投票所　車券売場
  	一八八坪
 

 
  	　　車券拂戻場
  	五〇坪
 

 
  	３、スタンド　鉄骨屋根スレート葺
  	一八〇坪
 

 
  	４、本部事務所
  	一〇五坪
 

 
  	５、選手棟
  	一三一坪
 

 
  	６、警備棟
  	七・五坪
 

 
  	７、審判所
  	三〇坪
 

 
  	８、便所
  	二棟四〇坪
 




９、正門其の他

右議決を求めます

一九五五年十一月二日提出

那覇市長　当間重剛





那覇市営競輪場配置圖

[image: 画像]


議案第四十号

市有地を賃貸することについて

通堂町三丁目四五番（旧奥武山運動場一〇、〇七〇坪及び同町三丁目四四番（拜所の一部）一、二九三坪計一一、三六三坪の市有地を自転車競技事業契約に基ずき該事業受託者宮良永昌（那覇競輪株式会社）に対し自転車競技場用地として賃貸したい。

右議決を求めます

一九五五年十一月二日提出

那覇市長　当間重剛





那覇市営競輪場地積圖

[image: 画像]


議案第四十一号

那覇市自転車競技事業特別会計設置について

自転車競技事業は公共施設の経費にあてるための收益事業であって一般行政費とは別途に経理さるべき性質のものであり、且つその收支を明確にするため那覇市自転車競技事業特別会計を設置したい

右議決を求めます

一九五五年十一月二日提出

那覇市長　当間重剛





議案第四十二号

市債を起すことについて

自転車競技事業費（競輪場設置準備資金）に充当するため別紙の通り起債致したい

　理由　競輪場用地となっている奥武山市有地の居住者移転補償費並びに事業施行当初の諸経費は、一般財源で充当するのは困難であり起債に財源を求め該事業を早急に施行致したい

右議決を求めます

一九五五年十一月二日提出

那覇市長　当間重剛





那覇市々債及び償還方法

一、起債金額　　壹百萬圓以内

一、起債の目的　競輪場設置準備資金へ充当の爲

一、借入利率　　年四分以内

一、借入先　　　那覇市壱區拾九組

宮良永昌（那覇競輪株式会社）

一、借入時期　　一九五六年度、但し期日は借入先と協定する

一、償還期限　　借入の日より壱ヶ年以内に償還する

一、償還財源　　競輪事業收入





那発第五二三五号

一九五五年十一月二十一日

那覇市長　当間重剛

那覇市議会議長

泉正重殿

提出議案の内容変更について

今期議会に提案致しました議案第四十三号については左記理由により別紙の通りその内容を変更致したく議会の同意を得たいので左様御取計い下さる様お願い致します。

理由

　一、当初補償費計上は第一次調査に基き七〇万円を計上したのでありますが、第二次細部調査及び生活補償費の追加により一一五万円を算定することができた。

　二、宮良永昌（那覇競輪株式会社）よりの指定寄附（補償費充当）四十五万円により前項補償費不足額に充当する。





議案第４３号　１９５６年度那覇市自転車競技事業特別会計歳入歳出豫算案

[image: 画像]


歳出

[image: 画像]


○議長（泉正重君）

日程第七上水道資材の購入に関する契約の専決處分の報告及び承認について、市長提出議案第三十七号の提案趣旨説明を求めます。

○水道課長（東江誠忠君）

議案第三十七号の提案理由に就いて、説明申上げます。上水道配管資材を八月二十九日に入札致しましたが、その結果四社が参加致しまして、万弁舎真玉橋景福氏が最低価格でもって落札しております。メーカーは栗本、久保田製作所、東洋精工株式会社以上の三者が参加になっております。その金額が三、三五五、九〇〇円それから同じく八月二十九日鉛塊及び鉛線の公入札を行っております。それの落札者が同じく万弁舎で落札価格が一、四九四、九〇〇円に相成っております。参加メーカーが木村鉛鉄、吉沢バルブ、そういう風に相成っております。それ以前の七月二十六日の給水用資材鉛管の公入札を行っておりますが、この分も万弁舎が落札しておりますが、これは入荷済であります。この分の落札価格、一、〇二八、八六〇円であります。それから九月五日の上水道配管資材の鑄鉄管及び異形管類の公入札を行っております。これは沖縄工業商事、真栄田義次が落札になっておりまして参加メーカーが栗本、久保田二社であります。落札価格が三、九一八、六〇〇円で以上の資材の購入を落札したのでありますが、当時議会が成立しておりません関係でこれを直ちに那覇市の条例によりまして本会議に持出して、可決を得て、購入するという手続きが踏めなかったのであります。水道は御承知の様に夏場が急激に資材を必要としますので止むを得ず専決処分にしまして、これらの資材の入荷契約をして目下鉛管類については既に入荷しておりますし、それから鑄鉄管及び異形管については一部が近く入荷する予定になっております。更にもう一つの理由は該資材を入札に付す時分にどんどん鉄鋼類の値上りが予想されまして、当時本契約を締結しないというと購入者であります　市も又、落札をしております。商事会社も両方とも当時の値段をもって、ＬＣを組まないと契約の履行が出来ない様な状態を予想されておったのであります。

以上三つの理由に依りまして、専決処分に付した訳であります。どうぞ御審議の程宜しくお願致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第八から十三まで関連致しますので一括致しまして、提案理由の説明を聽取致します。

○財政部長（長嶺良松君）

議案第三十八号について、御説明致します。

那覇市営競輪事業については数年来の計画で、故当間重民市長時代からの懸案でありましたが当時の該事業受託者でありましたアジア興産株式会社が例の保全経済会のため潰れたので該事業は一時足踏みの状態となっていたのであります。今回新しい条件即ち前議会全員協議会にもお諮り致しましたのでありますが、競輪場建設並びに事業運営施設の維持管理に関しては市は出資せずに、一切を委任する方法で、第一次委任契約者として、沖縄側より宮良永昌氏、第二次委任契約者として日本側より堀江耕治、桑原慶治の両氏と定め、別紙の通り契約を締束し競輪事業を施行することに致しました。受託者と契約締結後の経過を説明致しますと、去る九月八日契約締結後、早速競輪用地となっている奥武山市有地居住者の移転計画を樹てたのであります。先ず移転の時期は十二月中旬を目標にし移転先は若狭町の市有地を充て移転補償七〇万円を計上し実際移転に際しては、各人、各人協議の上確定する計画で十月二十二日に移転予告書を配達し、現在その準備を進めているのであります。

尚競輪場建設工事の着工を早急に施行するため移転に際して、臨時的に仮住宅として、松山町旧那覇国民学校跡の市有地に建設し、移転の便を図る計画であります。競輪事業を施行することについての契約は議会の議決を経るべきものでありましたが、当時議会が成立せず、且つ急を要しましたので、市町村自治法第百十四条によりまして、専決処分に付したのであります。宜敷く御審議の上御承認下さる様お願いします。

議案第三十九号及び議案第四十号は「議会の議決又は住民投票に付すべき財産営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例に規定されているもので競輪場の設置と千坪以上の市有地賃貸で何れも競輪事業施行に伴うものであります。

議案第四十一号から議案第四十三号迄の議案は競輪事業施行に関する予算関係議案となっております。即ち競輪事業施行に当っては特別会計を設置し、事業受託者より、百万円を借入れ、競輪場用地となっている市有地居住者の移転補償費並びに事業施行当初の諸経費に充てるべく、当初予算を編成したのでありますが、該予算は競輪事業施行によって逐次予算を追加していく方針であります。以上で簡單に説明を終ります。宜しく御審議下さる様お願いします。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

上程議案の提案理由の説明を聽取致しましたので、明日は議案研究の爲、休会致しまして明後四日、金曜日午前十時、本会議を開く事に致します。

本日はこれをもって、散会致します。

（午後二時三十分散会）

――― ○ ―――





一、本日の会議を行った場所

市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	泉正重
  	議員
  	辺野喜英興
 

 
  	副議長
  	長嶺将真
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	議員
  	上間長和
  	同
  	宮城清三郎
 

 
  	同
  	仲井真元楷
  	同
  	嘉数ツル
 

 
  	同
  	森田孟真
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	新垣善太郎
  	同
  	比嘉佑直
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	高良一
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	渡口麗秀
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	喜瀬康一
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	上原光男
  	同
  	照屋正徳
 

 
  	同
  	崎山喜達
  	同
  	渡口政行
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	玉那覇有義
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	比嘉朝四郎
  	同
  	赤嶺慎英
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	当間重剛
  	戸籍課長
  	饒平名知謙
 

 
  	助役
  	嘉手納並水
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	收入役
  	大湾政順
  	税務課長
  	城田清才
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
  	徴税課長
  	島袋完栄
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
  	労務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	首里支所長
  	与儀清三
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	小禄支所長
  	赤嶺一男
  	水道課長
  	東江誠忠
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	泊港務所長
  	山里永達
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
  	
  	
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆次郎
  	書記
  	湧川朝興
 

 
  	書記
  	新垣繁
  	書記
  	翁長武栄
 








一、会議録署名人

一九五六年二月二八日

二番議員　　　上間長和

一九五六年三月二日

十六番議員　　真栄田義晃

一九五六年三月二日

那覇市議会議長　泉正重





一九五五年十一月四日（金曜日）午前十時二十一分開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十九名欠席一人でありまして議会は成立致しております　本日の会議を開きます

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します

銀座通り会長船越清輝外八名から提出に係る銀座通り鋪装方に関する陳情及び那覇市一区二二組豊里善次　安里松蔵外二十名から提出に係る公設市場内食堂並びに衣料品雑貨品店の使用料軽減方の陳情以上二件の陳情書に関しては前議会関係委員会の審査を経たのでありますが議員再選挙のため、その処理が未了と相成っておるのであります　それで今回成立を見た議会において処理しなければなりませんので会議規則第五十九条の規定に基き各位に通知すると共に夫々関係常任委員会にその審査を付託致しましたから左様御了承願います。

　本月一日付で奥武山の移転住民儀間真喜外四十九名から立退移動補償費について陳情書の提出がありましたので議長は会議規則第五十九条の規定に基き各位に通告すると共に總務財政委員会にその審査を付託致しましたから報告致します。

曩に市の方から政府へ申請中の所属未定地（泊埋立地）の那覇市行政区域への編入方に関する件につきその経過を報告致し度い旨助役から申出がありますのでこれを許します。

○助役（嘉手納並水君）

泊の埋立地でありますがこれを那覇市の行政区域に編入することについては去年の六月二十二日の議会で議決になりまして七月六日に市から政府に申請したのでありますが去った十月十九日の立法院議会で可決されまして正式に市行政区域に編入になっております。近い中にこれが告示になる筈でございますが今迄の経緯を一言御報告申上げます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上お手元に配布致してありますからそれによって御報告に代えます。





議事日程第十三號

一九五五年十一月四日

午前十時開議

第一、上水道資材の購入に関する契約の専決處分の報告及び承認について

（市長提出議案第三十七號）

第二、那覇市営自転車競技事業を施行することについて

（市長提出議案第三十八號）

第三、自転車競技場設置について

（市長提出議案第三十九號）

第四、市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十號）

第五、那覇市自転車競技事業特別会計設置について

（市長提出議案第四十一號）

第六、市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二號）

第七、一九五六年度那覇市自転車競技事業特別会計歳入歳出予算案

（市長提出議案第四十三號）

――― ○ ―――





本日の会議に付した事件

日程第一、上水道資材の購入に関する契約の専決處分の報告及び承認について

（市長提出議案第三十七號）

日程第二、那覇市営自転車競技事業を施行することについて

（市長提出議案第三十八號）

日程第三、自転車競技場設置について

（市長提出議案第三十九號）

日程第四、市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十號）

日程第五、那覇市自転車競技事業特別会計設置について

（市長提出議案第四十一號）

日程第六、市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二號）

日程第七、一九五六年度那覇市自転車競技事業特別会計歳入歳出予算案

（市長提出議案第四十三號）

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今から議事に入ります。

日程第一上水道資材の購入に関する契約の専決処分の報告及び承認について市長提出議案第三十七号を議題と致しまして貭疑に入ります

○比嘉朝四郎君

水道課長にお訊ねしたいのですが契約保証金というのは入札額の一定率がありまして一割だったと思うのでありますが　この契約書によりますと区々になっているようでありますがそれは何か特別の理由がありますか

○水道課長（東江誠忠君）

お答え申上げます。

上水道の資材、九月五日の鑄鉄管の入札及び異形管類の入札については入札保証金を取っておりますがこの分は最初公入札をして落札に至らなかったのであります。それで二回目に指名入札をして落札致しましたので指名入札の場合には公入札の半額だと記憶しておりますのでその分の契約保証金をとっております

○赤嶺慎英君

契約の内容を見ました場合に各メーカーが指定されておるようでありますが契約メーカーを指定しなければなかった理由と今迄の経過をお知らせ願いたいと思います

○水道課長（東江誠忠君）

御答弁申上げます

水道資材は御承知のように沖縄にこの製品がありますのは僅かに量水器の鉄蓋丈であります　一応は全部日本から購入をしなければならないのでありますがその際にサプライヤーが中間におりまして工業商事、万弁舎こういった方々はすべてサプライヤーでありますがこの方々は各メーカーを通じて物資を購入するのであります　我々としては鑄鉄管の結果表のところにございますが八月二十九日に参加致しましたサプライヤーは四社でございます　この中沖縄工業商事が栗本のサプライヤーをしております　それから福山商事が久保田であります　落札致しました万弁舎が東洋精工で沖縄岩谷商会が矢張り久保田であります　それでこの三メーカーでサプライヤーは四社になっておりますが落札した真玉橋氏の指定する東洋精工を契約に入れた訳であります　第二回　第三回も全部このような理由でそのメーカーを指定してあります

（「進行」と呼ぶ者あり）

○辺野喜英興君

これは貭疑を打切って委員会付託にしたいと思っております　お諮りを願います

○長嶺将真君

この議案は専決処分でありまして専決処分の理由を納得すればこれはこの侭委員会にもって行かなくても済むのじゃないかと思いますが――

○議長（泉正重君）

只今の二十番議員の動議に御賛成の方は――

○上間長和君

只今の二十番議員（長嶺将真君）と同じでありますが　この専決処分をしなければならない根本的な理由を当局から御説明願います

○議長（泉正重君）

動議が二つ出ておりますが十五番（辺野喜英興君）は貭疑を打ち切って建設委員会に付託しようという案と二十番並びに二番（上間長和君）は専決処分にしたものの承認を得ることなので専決処分にした理由をもっと詳しく聽いて本会議で直ちに討論に入って表決すべきだ　こういう二つの動議でございます

○高良一君

一つ専決処分のことについてお伺いしたいと思う　この専決処分というのは緊急な場合　例えば天災地変に際し議会を招集する遑がない場合、こういう時に専決処分が出来るのであって競輪事業というものの性格からしても何も急いで――

○議長（泉正重君）

御注意申上げます　水道資材のことであります

○高良一君

所謂緊急な場合に限ると思う。それで市長のそれに対する御説明を聽きたい。

○市長（当間重剛君）

只今の水道資材の件につきましては一昨日の議案説明の時にも課長から御説明申上げましたが丁度議員選挙無効の判決の前に大体その話は決っておりまして当時議会の再選挙がないという建前で直ちに契約をする予定であったのですが御承知の通り九月三十日から議会成立迄五十一日以上のはっきりした議会が成立しないという事情にあるのと同時に鉄材、鉛類そういった水道用材の価格の変動の恐れがあったということ更に議案にあります通りに金額がかなり大きな額でありまして契約当時者としましてはつまりサプライヤーとしては多額の保証金を頂く　更にＬＣを組むについての期間が相当長くなる。つまり議会が成立してからであれば再契約をしなければならない状態に置かれる　そういった切端詰った事情がありましたので　こういった専決処分をした訳であります　議会成立中であって尚且つという場合には仰せの通りでありますが議会が少くとも五十日以上成立しないというのが明らかな事実でありましたので専決処分にした訳であります

○高良一君

今の市長の御説明は納得が行きます　急を要する或は相場の変動　それは尤もだと思いますのでこういう急を要するという事が妥当だと思いますので　この専決処分に対しては私も賛成であります

○上間長和君

只今の市長の御答弁によりまして専決処分をした理由が分りましたので先程の十五番議員の動議をもちまして委員会付託にして頂きたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では十五番議員の動議、委員会付託ということについて異議がないようでありますので本議案第三十七号は建設委員會にその審査を付託致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第二那覇市営自転車競技亊業を施行することについて市長提出議案第三十八号を議題と致しまして貭疑に入ります

○仲井真元楷君

公営の企業である処の競輪事業がその收益によって市民の福祉向上に奉仕する限りその経営は許してもよいといった様な思想が恐らく市当局の支配的な考え方であると思います　那覇市の財政需要が年々増大致しましてその負荷された多くの復興建設事業の達成のために財源の探究に寧日ないことも　これも無理からんことであると思われます　その競輪亊業が一般市民の生活に流す処の弊害との比較検討は市当局では十分になされておると思いますが　亊実世論はこの事業に対しまして極めて批判的であるがこれに対して公営企業の根本問題としての競輪をどう見ておられるかお伺い致したいと思います

○財政部長（長嶺良松君）

お答え申上げます

今三番議員（仲井真元楷君）が云われたように競輪亊業は日本に於きましても当初或は賭博的なものであるというようなこともありましたが、然し日本に於きましては六十三ヶ所も出来ている。終戦以来非常に錯綜したあの当時に起ったことでありますのでそれも要するに社会的な弊害とそれから復興事業に寄与するものを天秤に掛けました場合未だ復興途上にある吾が那覇市に於きましてはどうしても復興事業逐行上資金が必要となってくるのであります　そういう面から考えまして日本もそうでありましたし又現在も行われております　そういうような点から考えました場合には当局と致しましては復興事業面に振向ける処の收入が遙かによくはないかというような考えをもっている訳であります　又日本の事情もよく研究してみましたが要するに日本の方でも非常に研究されて今でも盛に行われているような実情であります　又もう一つにはこの競輪場を奥武山公園に計画しておりますが公園のこのスポーツセンターというような都市計画の線にも沿うて立派な施設じゃないかという考え方をもっております

○仲井真元楷君

もう一度重ねてお伺い申上げますが経営の結果の齎らす処の経済的な意味とその結果により生ずる社会悪の面を天秤に掛けた場合にはどうなるのでございますか

○助役（嘉手納並水君）

競輪が日本に於て盛になっているということは即ちそれによる益の方が多いとこう見られている関係だと私なんかは見ております　今政府の方でも宝くじなんかやっておりますが　これも一つの賭というようになっておりますがそれによって受けた利益　これも色々社会方面の発展に貢献しているのでありまして　これをやったからといってそう普通に行われております博打とは大分趣が違うようであります　その五％が社会的に貢献するということになっておりまして各個人でやっております処の本当の博打のような感じで一般がこれを見るということはなかろうと思います。これによって幾分でも社会がよくなりますことは我々も他府県の例に見ましてこの弊害と利益とを勘案しました場合、利益の方が弊害の方よりか多いのじゃないか　こう確信をもちましてこの競輪を実施しようと考えている次第であります

○仲井真元楷君

競輪事業は一九五一年九月の初め頃から前当間重民市長との契約によって又又吉市長を経て現市長に継承された問題でありますが当初と今日では社会的にも経済的にも非常に激しい変動がありましてその間に二変三変致しまして競輪事業の計画がなされて沖縄競輪株式会社から今日の那覇競輪株式会社に移っていっているようでありますがその事業の計画の経過につきまして今迄のあらましをお伺いしたいと思います

○市長（当間重剛君）

議案の説明の処にも簡単には書いてございますが当初亜細亜興産海老沢という人が計画を樹てまして海老沢氏の計画が大体は東南亜細亜方面にタイ、ビルマといった方面に足を伸ばし、第一歩を沖縄に進出するというような考えであったようであります　当時の市の理事者としましては勿論只今の三番議員の云われます様に社会的な情勢も又経済的な情勢も現在と違っておりまして例えば市としても事業は沢山持っておる　処が市債を起すようなことが非常に難しいような状況にある　それで財源をそういう方面つまり他府県でもって非常に盛に行われ、そして地方自治体が都道府県若しくは市町村に於きまして大きな財源として価値を見出しましたのでこれに幾らか財源を求めようとしたのであります

処がその後不幸にしてこの亜細亜興産の出資者であった処の経済保全会、これが御存知のような状况に陥りまして亜細亜興産は結局この事業ができなくなりその他色々の都合で亜細亜興産を打切って他の計画でもって話を進めてきたのであります　然し乍ら一面当時の計画は現地つまり那覇市でもって或る程度の出資の下に会社を組織してそれに外資を導入して経営する予定であったのでありますが、その後保全経済会の破綻を見たことも亦一つの理由であったかも知れませんが当時に於ける出資者の方達が危惧の念をもって、つまり競輪事業そのものに対する危惧の念を当時の方達がお持ちになっていた様であります　その後私達と致しましても、つまり市当局と致しましても市には勿論一文の財政的な損はないのであるから進めれば進めていいようなものであるが経営そのものが良くいかない場合には出資者諸君に対してお氣の毒だ、そういったものの考え方もありまして今迄進行しなかったのであります　昨年の夏以来現在の堀江氏が非常に熱心に自分達が全部出資して決して損はさせないからという熱心さで来たのであります　然しそれも昨年夏話がありましたがその後暫く色々文通があった様でありますが市としては昨年夏以来今年の初め迄その話を一応打切ったような形になっておったのでありますが突然去る八月に東京から見えまして全資本を日本から持ってきてこれを経営したい　そして経営そのものにつきましても決して我々が考えておる様な不安は絶対にないというようなことで話が進みまして前議会に於きまして議会じゃなしに前議会の議員の全員懇談会を開きまして一応御承認を得ることになった訳であります　尤も会社自体でもっている亊業計画につきましては我々はその侭鵜呑みにする氣持をもっておりません　もう少しこれを内輪に見ることによってこの確実性を持たして行き度い　こういう風な物の考え方をしております

○仲井真元楷君

あと二つ位お聽きしたい八月三日の全員協議会に於って市長は次のことを明言しております。「神奈川県の競輪場やその周辺の東京その他の競輪場では相変らず黒字で非常に景氣がよいのでありますが全国的な傾向としては段々下火になっているということは否めない事実でありまして私自身としてもまだなふんぎりがつかないということははっきり申上げます」　二番目「私が今迄足踏みしていることは云々・・・・それから出資者の方に迷惑をかける様なことはなかろうかとおったような懸念もありまして今日に至っている」　三番目「二、三年は大丈夫と思いますがその後が続くかどうかということが問題だと思います」　四番目「我々としても足踏みする云々・・・向うは絶対大丈夫と云っている」というようなことを申しておりますが八月三日にこのような誠に心細い弱氣の御意見であるに拘らずその日から三十六日目の九月八日には俄然強氣になって市町村自治法第百十四条の規定に基く専決処分という誠に都合の良いものでもって亊業受託者と契約締結の処理をしておるのでありますが今迄申上げました様なことは私が見ては非常に弱氣の発言である様に見受けられたことが強氣になった　その裏付け或は市長としてここに心境の大転換を与えたものは何であるかこれについて出来る丈具体的に御説明願い度いと思います

○市長（当間重剛君）

只今の三番議員の云われたことは去る八月に起ったことでありましてそれは勿論その通りであります　先刻から私が申上げたのもその意味を申上げた積りであります　出資者ということは私の考えとしては沖縄からの出資者であります　先刻申しましたように沖縄の出資者が二の足を踏んでいる方々が多いという風に私は見受けておりますので積極的に出る氣持になれない　処が県外からの出資者は絶対的な自信を持っている訳であります　そこでこういうことを云っては悪いが沖縄の人に損をかけなければ他府県の人には損をかけてもいいんじゃないかという風に或る意味に於てはそういう意味にとられても止むを得ませんが然し乍ら実際に企業をやる人が自信をもって色々の経験をもっている人がこれ丈の自信をもっておるならばこれを信頼するより外ないのであります

亊実一頃のような旺盛さはなくても兎に角現在経営している方々の自信たっぷりな話であればその人達の危険に於てそれをすることは私は市として差支えない。こういう物の考え方であります

○仲井真元楷君

「八月三日前議会の全員協議会に諮り賛同を得たのでありますが」こうございますが賛同を得たというその会議録の個所を指摘して頂きたい

○市長（当間重剛君）

只今三番議員の云われましたように賛同を得たという言葉は或は当らないかも知れませんが大体堀江氏の説明があって最後に議長が大体契約書につきましては皆さんも十分貭問をされたことと思いますので根本的な点については堀江さんの回答によって御諒承されたと思います　このものを本物にすることは市長に一任致しましてその後にもう一辺御出席願って具体案を協議したいと思います　こういったことであります　大体賛同を得たというような形式はとられておりません

只その場合の貭疑応答から見まして異議がない勿論契約の内容につきましてはこれにもあります通りに市会の承認を得なければならないのであります　従ってこの会社との契約は未だ本物の契約じゃありませんと申しますのは会社自体がまだ出来ておりません　そこで一応そういう形式をとりまして市会の御承認を得て本当の契約が出来る訳であります　その会社自体も所謂外資導入による会社でありますのでこの外資導入の手続きも踏まねばならないし、その後になって始めて本契約になってくるのでありましてそういった意味でこの契約は市長と乙丙両者との間に締結したのであります

○仲井真元楷君

競輪亊業を行うことについては議会の議決を要するのでありますが議会不成立中であり急を要しましたので止むを得ず処理したとなっておりますが新議会が発足してその新しい議会にこの専決処分の件を提出したならば新議会でこれは相当に問題になるということは或は予想されていたことと思いますが敢て専決処分で処理する程に急であった点を十分納得が出来る様に御説明願います　競輪は競輪法立法の当初に於きましても問題になったものであって若し今議会で承認されない場合でもその効力は失わない筈でありますが然し乍ら万一承認されない場合は市長の德義と或は政治との問題をして専決処分に対する政治上の責任を負わなければならない亊態に立至る場合も必ずしもなきにしも非ずと思われますがそれ程迄にして急にやったその理由丈を概畧お話し願いたいと思います

○市長（当間重剛君）

勿論この競輪亊業の本貭的な問題から考えます場合に競輪法を立法院で通過させる時にもそういった議論があったことは御存じのことと思います　従ってそうしたものを所謂天秤にかけた場合にどちらが軽いか重いかはやってみなければ分らんじゃ困る　結局我々は我々の祖国の各府県市に於きましての總ての経営の状况を考えました場合にそこに重い比重が一応分ると思うのであります　從って私達はその意味で市の財政を潤す。私が常に申します通りに那覇市のこの際やらねばならない多数の事業、それは莫大な費用を要します　その場合に今我々がとっている方針は片方では亊業で財産を作りつつ、片方では金を生まない様な亊業もやらなければならない　そういった平行線でやっていく方針をとっておるのでありますがその一歩として埋立事業をする　或は水道亊業を拡大するとか色々そういった財産を生む、財源を生む亊業を片方に持つ。その一つにつまり競輪亊業を持つことによって市の財政を潤すといった物の考え方であります　從って若し議会でそういう必要がないというならばこれは止むを得ないことであります　又契約証書もその危険は負担しております　これが議会の承認なくしてこれが成立することはないということは勿論分るのでありますからその点は決して御心配なく御審議願いたいと思います。

○嘉数ツル君

日本の競輪亊業につきまして御視察もし又御研究の上でこういう問題をお出しになったと思いますが、私はこれに対しこれから御貭問申上げますので、お答え願いたいと思います。この競輪問題というのはこれは基地沖縄として外人相手に重点を置かれておるのか、それから土建業の日本人が相手であるか、それとも一般沖縄人相手であるか、その重点を何処に置いておるか、と云う事を私はお聞きしたいと思います。それから私達の生活状態が未だ経済的に充実していない今日、こういう亊業をやります時に私達婦人側としては一番、家庭悲劇を生まないかという亊を多くの人が考えている次第でございます。それを一番懸念するのはこの家庭悲劇そういう面が婦人側と男の一部分の方にもこういう事は大変案じられているのじゃないかと思うのであります。この競輪事業によって得られた收入で福祉面或は色々な復興面にお使いになると云う事は大変よいことと思いますけれども、私達の腹を痛めずにお金が転げ込んで来る。その金で福祉事業に充てるとおっしゃる事は大変いい事だと思いますが、果して私達の人心を動揺させるのとこの福祉事業に貢献するのと、どちらがどういう程度かと云う事をお伺いしたいのでございます。それから議案にあります車券の二百円というのはどういう面から割出して、これをお出しになったかお聽きしたいと思います。

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。家庭爭議を起すという様な意味のお話のようでありますが、これは勿論或る場合には日本の例もございますが、全然ないとは申上げません。然し乍ら今迄の日本の場合を考えますというと先も申しましたように本事業の弊害と益を天秤に掛けます場合、益の方が多い。その福祉面に貢献する度合は一部の人が家庭爭議を起すということと比較しました場合、一面は今迄の経験から見ました場合に非常に有効に使われている様であります。それを見まして私達も、これは競輪をやってもいいと云う結論を生み出した訳であります。それから外人か、日本土建業者か、若しくは沖縄の方々か、どっちを目標にするかという御話でありますが、これは先ず競輪方面に興味を持って居るのは所謂、日本の土建業者が一番競輪に趣味を持っているのじゃないかと考えておりますが然しその方法によりましては外人を吸い付けるということも方法があるのであります。それから沖縄の人々が、この競輪に相当、関心を持って来ますというと矢張り沖縄の人も車券を買うという方は今後相当出て来るのじゃないか。この三つのどっちに重点を置くかと申しました場合には勿論眞先に土建業者とか外人が考えられますが自然この競輪事業が発展して来ますというと沖縄人も来るものと考えております。それから車券の二百円でありますが、これは会社の計算によるというと小田原の場合の例を取っておりますが、Ｂ円一人当りの車券購入が七百円から千二百円となっております。これを一番最低の七百円、これの約三分の一程度を市は予算として計上してある訳であります。

○高良一君

非常に貭問が多い様ですから、百十四条によるこの専決処分で契約をしておるということは今先第三十七号の専決処分の場合は所謂資材購入の場合は物価の変動があるので急を要したという事で市長は専決處分した。處が今度の競輪事業の契約について果してこれが専決処分によってなさるべきものであるか、この事業がどうして急を要しなければならないかと云う問題も一つ、それからこれは本員が考えるに、この契約は第百十四条に基づく契約は市長の越権行爲であると断定する。それから市の税外收入を殖やすためにやったということは理論的にも成立つ。然しこれは杜撰極まりない数字という事になる。条項の第四「乙丙は甲に対し税金及運営諸経費を総收入より差引いた残額の二分の一を納付する」と云う契約をしておるか、こんな馬鹿な話はない。この総收入から諸経費を引いて赤字があった場合どうなるか。例えばここに一千万円の総收入があった場合、そこにこの事業の不振によって一千二百万円の欠損をした場合誰が負うかということ、この事業の本貭からして、これは非常に素人の契約であって、権威ある市当局が、こんな幼稚な契約をしたということは大きな反省を要するものである。事業というものはもっと眞剣にやって貰いたい。我々も市の收入が多くなることについては全員協力、賛成するものであります。然し事業の性格からしても余り健全性はない数字の所謂基本の出し方からしても根本からこれは零である。ここの收入の基本というものを出鱈目にでっち上げているのですが、例えば、ここに一千万円の收入を予定した場合收入の二割ということならば判然（ハッキリ）分る。それは二百万円という確收がある。然しその残った八百万円、諸経費が千二百万円かかろうが、これは経営者の所謂欠損ということになるのであって諸経費を引いて残りということは、全然残らないのであります。こういう愼重にやるべきことを、急を要しない事業を議会にかけずして専決処分でやったということは、市当局としてはもっと考えて貰いたいことであります。それから第三の方に「競輪場の建設並びに施設に必要とする第一次の工事諸費及び工事規格は甲、乙、丙三者協議の上これを定める」となっているが何も関係のないもがこの協議に参加する必要もない。こういった様な杜撰な契約をやっておいて、これを専決処分でやったから承認して呉れということは非常に拙いことだと思います。それに対する市長の御答弁を願います。

○市長（当間重剛君）

競輪法の第十五条を御覧になれば分ると思いますが、ちょっと十五条を読みますから。

第十五条、競輪施行者は、車券の売上金の額から第一条の規定による払戻金の額を控除した残額を自己の收入とするものとする

　２、競輪施行者は、前項の金額の中から車券の売上金の百分の三に相当する金額を政府に納入しなければならない。

　３、競輪施行者が第一条第四項の規定により競輪の実施をした場合は車券の売上金の額の百分の六以内の金額を受託者に交付しなければならない。

　４、競輪施行者は前項に定める金額の外受託者の競輪の運営の費用として車券の売上金の額の百分の十二以内の金額を受託者に交付することが出来る

○高良一君

だからその説明を要求している訳です。

○市長（当間重剛君）

只今の御貭問は契約書の一、二、三、四の分と第六の分を合せて御覧願いたいと思います。つまり自転車競技法の第十五条の規定によりまして結局こうした契約が成立つ訳であります。

○高良一君

もう一遍聽かせて下さい意味が分りません。

○市長（当間重剛君）

競輪事業の收支計算は次の通りとする。つまり百万円売上げすれば七十五万円を車券購入者に払戻される。それから三％は中央政府に税金として納付する。それから運営諸経費、これも十五条によりまして十二％以内のものを諸経費に充てる。十二％以上のものは引けない。それから十五条によりまして六の４甲に納入する金額は払戻して、残りの二十五％の中三％が政府に納める。十二％が諸経費に充てる。この二つを引いた残りの半分宛が受託者と委託の両方で分ける。こういう事が法十五条による規定に基いて、こういう契約内容が出来る訳であります。

○高良一君

４の二五％より前項（２）（３）を差引いた残額の二分の一相当額、そこをいうのです

これは残りませんよ。

○市長（当間重剛君）

それは仕様がないのです。これは契約の内容であって契約そのものは法律による契約であります。

○高良一君

利益の出し方が・・・所謂総額から諸経費を引いてとなった場合は残らない。確実な收入の方法は総売上げ高の二割とか・・・

○市長（当間重剛君）

それでは法律に違反するのです。

○高良一君

それはそれとして、これは專決処分として百十四条を適用されるものであるかという事を御説明願いたいと思います。

○市長（当間重剛君）

それは確かにそうであります。然し只受託者として競輪会社が先ずスタートするのも旧の正月を目当にしたのであります。それから日本の通産省その他の連絡が矢張りそれ迄にやった方が会社の経営上いいといった様なものの考え方で、市自体の物の考え方よりは受託会社の経営上の利益を見たことから出たものであります。

○高良一君

今立退を要求している處があります。それが完全に空地になっておれば今の説明は通りますが既にここに陳情書も出ておりまして、こういうものを片付けずにこういう專決処分が出来るかということは良識に訴えます

○市長（当間重剛君）

契約を実施するのは何時になるか分りませんが、結局今の立退云々は私就任以来、公園の居住者の方々には要求しております。それは競輪事業でなく公園としての必要から立退いて貰いたいということは一昨年就任当初から私は向うの居住者の方には強く要求しております。

出来れば自発的に撤去して貰いたいということは既に一年半以上前に私の方から直接通告しております。

○高良一君

然しこれは専決処分としては成立たないと思いますが結論を聽かして下さい。

○市長（当間重剛君）

結局議会の承認を得なければいけないということです。

○高良一君

私が貭問しているのは百十四条によってやったか、何處が緊急であったかと云う亊です。

○市長（当間重剛君）

市の財政のためになるならば出来る丈早くやらなければならないというのが建前です。

○上間長和君

この競輪事業の経過を明らかにするために新いし議員の方もおられますので先程三番議員と市長との承認を得たという事が何処にその文句があったかと云う事も指摘されておるし又前議員が全体協議会では大体各議員がこの問題に対して消極的であったという様に思はれますので又新しい議員が十二名も加わっておりますので八月三日の全体協議会の議事録を読上げて頂きたいと思います。

○議長（泉正重君）

では二番議員の上間長和君の御要求によりまして去る八月三日の全員協議会の議事録を一応朗読致します。休憩致します。

（午前十一時二十八分　休憩）

――― ○ ―――

（午後零時十五分　再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。二番議員の御要求によりまして只今、八月三日の全体協議会議事録を朗読報告致しました。時間も過ぎておりますので食事のため休憩いたしまして午後は一時から再開致します。

（午後零時十六分休憩）

――― ○ ―――

午後一時二分再開

○議長（泉正重君）

会議を再開致します　午前に引続き日程第二那覇市営自転車競技亊業を施行することについての貭疑を継続致します

○赤嶺慎英君

契約の第五項の末に「甲の監督の下に乙、丙の責任を以て行われる」と書かれております

更に第二項にも甲の監督という字句が謳われております　そして四項で乙、丙は甲に対し税金及び運営諸経費を総收入より差引いた残額の二分の一を納付すると謳われておりますが　その場合の監督の意義何処迄監督が行き届くかという問題をできる丈具体的に御説明をお願いし度いのであります

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します

市の監督と申しますと私この間上京致しました時に川崎の競輪場を見学致して車券売場全部回って見ましたが川崎の場合は收入役が直接車券売場に頑張っております　そして一々状况が全部其処に報告されて来る様になっておりましてそれによってその收入から利益を取っている様な状況であります　それで市と致しましてもこれをやる場合に一応は收入役が行って貰って実際に向うの亊務的な処理を研究させてそして監督をやる予定であります

○宮里敏慶君

那覇市が競輪亊業をやるということは最も重要な問題であると思っております　当局は相当調査研究をなされておるものと思っておりますが　受託者の堀江耕治氏　桑原慶治氏の身分調査をしたことがあるか。例えば興信所といった様な処に照会したことがあるか　若しございましたらその結果を発表して貰いたい。

それから資金は五大学から出るということを堀江さんはおっしゃっておりますが五大学の自治會にも照會したことがあるか又堀江さんのおっしゃるには莫大な一億二千万円の経費を投じてやってもそれが赤字になっても差支えないということでありますが　その自治會の金がそんなに莫大な金をなくしても経営が赤字になっても構わないということに疑問をもっております　その照會した結果について御説明をお願い致します

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します　この堀江さんなんかの身分調査をやったかというお話でありますが直接向うのは興信所あたりに調査して貰ったことはありません　然し乍ら履歴書とかそれから自分を名刺なんかに刷ってありますが　これは恐らく偽りのないものと信じております　履歴書も持っておりますが先ず堀江さんの場合には学歴は廣東大学の政経科を卒業されております　それから戦前台湾におりまして株式會社福大公司の取締り役　それから華南銀行の取締役　それから台湾油脂株式會社の取締役　それから日本アルミ株式會社の取締役、台湾書籍出版會社の取締役、日僑管理委員會渉外委員、株式會社日本工営社取締役、東京の日緬開発興業株式會社相談役という経歴をもっております　それから桑原さんの方は学歴は東京都の上平井高等小学校でありますが職歴において株式會社大林組の建設部、富山出張所長、桑原組の代表者　それから葛飾区の区會議員、菅原建設の社長　葛飾土木建築組合の副會長をやっております　経歴はまあ以上のようでありますが兎に角この會社が成立致しましたならば向うから資材も追々運んでくる訳であります　所謂鉄骨とかセメント總ゆる物資が、資材が外資導入によって沖縄に入ってくる　それ丈でも相当の保証力はあると思います　資材は全部日本から来ますので主としてその品物を見て信用しても良いではないかと、こう考えております

○大山盛幸君

契約書の項について五つ丈お伺い致します　第一は第四項に總收入とありますが、總收入は勿論入場料と車券の売上げだと思います　それと入場料の料金は法の第七条に入場者から入場料を取らなければならないとはっきり謳われておりますが　その料金は幾らになるかもう一つ車券は第八条に一口二十円以下の額面から出てはならないという風になっておりますが一口の金としては車券を二十円以下の内どれ丈にする御予定であるか、これが第四項に対する貭問。第五項の二行目の下の方の車券總売上金の二五％と書いてありますが車券總売上金丈じゃなくて入場料もそれに含むかどうか所謂總收入であるか車券總売上金丈の二五％であるか　これが二番目、第三問は第八項は年間七十二日以内を云々と書いてありますが、この競輪の範囲を今少し具体的に説明して貰いたい。他に記録もあると思いますがもう少し具体的な説明をお願い致します　第四番目第九項に有償賃貸借契約を結び　その賃貸借は、現行の最低料金とするとありますがその額は幾らを予定しておりますか　第五番目はこれは法の第十七条の秩序維持とその措置に関する問題でありますが　その具体的な問題について検討したことがあるか。あるならばその具体案をはっきりして貰いたい。一般未成年者の問題、その他社会的な悪影響が第十七条の秩序維持の方面から、もっと研究しなければ競輪問題が相当社会的に悪影響を及ぼすという点からもこれは十分に検討されていると思いますが、この五つについて御答弁願い度いと思います

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します　總経費とは入場料は別であります　それから車券の額面は二十円であります　大体日本の場合でも百円という風になっております　それから未成年の問題ですが未成年はできないようになっております　競輪の範囲これは月六回であります　それで年七十二回以内という風になっております　月一回となっておりますが一回というのは月六日間という意味であります　一日の競争回数は十二回以内であります　賃貸料はこれは契約書によりますれば賃貸料金の条文で決められた年五十銭であります

次に秩序維持の問題でありますがこれは未成年者は入れないようになっております

○島袋嘉順君

貭問に入ります前に私の立場をはっきり申上げまして更に二、三点当局に要望致し、貭疑に移り度いと思います　先ず立場につきましては私達は那覇市民から選ばれまして現在市會に関与しております　そういう観点から私達は那覇市の復興のために那覇市の繁栄のために那覇市民の生活をより良くするために最善の努力を払い度いとこう思っております

そういう立場に立ちまして市政を検討し、市政の円滑な運営を望んで行き度いと思っております　次に要望と致しまして私達はこれ迄の二、三の議員から貭疑がなされておりますがそれに対する当局の回答につきまして非常に不満を感じております　と申上げますのは議員の貭疑に対する当局側の回答が非常に不明確であり更に貭疑の要点をはっきり掴んでおられないことであります　その点につきまして議員の貭疑があれば納得の行く迄説明して貰って当局は確信をもって回答をして頂き度いと思います

貭問に移ります　先ず第一番目は法的な立場から現在提案されております　三十八号議案を眺めて見ます場合にこの三十八号議案の趣旨は一九五五年九月八日那覇市長が該亊業受託者と契約締結し、那覇市営自転車競技亊業を施行することに致しましたので報告致します　というこの契約につきまして市長は市町村自治法に基く議會が不成立中である爲に而も亊業の内容が緊急を要する爲に市町村自治法第百十四条に基いて専決処分をなしております　処が三番議員（仲井真元楷君）の貭問に答えました那覇市長の答弁の中に該受託者である那覇競輪會社との契約は未だ正式にできておらん更に競輪會社も未だ正式にできとっておらんという風なことを答弁しております　そうしますと三十八号議案には該受託者と九月八日に契約締結したことを議會に対してその承認を求めるようになりますけれども市長の答弁には三番議員（仲井真元楷君）に対してまだ正式に契約が結ばれておらんという答弁をしておりますがそこに矛盾があります　若しこの点私の聽き違いでありますれば速記者の記録を見て頂きたいと思います　そうしました場合　このことにつきまして私は市長の答弁とここに出ております三十八号議案のうちに今迄申上げましたような経緯から非常に矛盾を来しております　そこで市町村自治法第百十四条を検討して見ますとこの市町村自治法第百十四条の専決処分の判例が現在見当りませんので日本法の地方自治法第百七十九条の判例をもってこれに対する見解を述べて見たいと思います　これによりますと、市町村自治法第百七十九条によりますと町村長の専決処分と次期議會に報告、これを読んでみますと臨時、急施を要する亊件につき町村會不成立のため町村長において本条に依り専決処分し、次回の市町村會に報告したるに市町村會においてこれを否決したる時と雖も市町村長は唯市町村会に報告すれば足るものなり　こう述べております　更に長の専決処分が議會の承認を得られなかった場合の法的な効力につきましてこう述べております　問答の形式になっております　問、市町村長の専決処分の結果の報告が議会の承認を得られなかった場合、その処分の効力はどうなるか　答、専決処分の効力に影響はない　市町村長の政治的責任が残る丈である、こうなっております　そこで現在の沖縄の市町村自治法の第百十四条の判例が見当りませんので只今申上げましたように日本法の判例を取上げましてその判例から現在の沖縄の市町村自治法第百十四条を解釈し、更に此の度の市長の専決処分の態度を考えて見ますと所謂八月三日の前議会の全員協議会に諮り、賛同を得た、その後慎重に検討しまして今迄申上げました専決処分にしたという風な結果になっておると私は解しております　処が市長は今迄の御答弁にもありました通り、又八月三日の議亊録を読んだ中にもありました通り、前議会の賛同は正式には得ておりません　更に契約を結んだとこの議案の中には書かれております　処が市長の答弁は正式な契約ではない　こう云っておられます　そうしますと私はこの議案三十八号に関して大きな疑問をもち、この三十八号議案は議会の不承認に遇う前にこれはその提案自体がここでは成立しないと見ておりますがそれに対する市長の見解を述べて頂きたいと思います

これが一番目、更に只今亊務局長の全員協議会の議亊録の朗読によりましてこの三十八号議案には八月三日の全員協議會に諮って賛同を得たという風になっておりますが議亊録には賛同を得た様な結果にはなっておらんのであります　私はこの議亊録を信頼しております　そうしますとその提案理由の中にあります全員協議會の賛同を得たということにつきまして議亊録と相反する点がありますけれどもこれは更にこの議會を全体協議會に移しましてその当時議員であられた方々が実際にその議亊録の通りであるか　どうか　更に全員協議會は市当局が提案されたことを賛同したのであるかどうか　この点は一応全体協議会に移して諮ってみても私は差支えないし、又そうして頂きたいと思いますが一応この本会議場におきましてこの提案理由の中にあります点と全員協議会の議亊録が喰い違っておりますが　この点について市長はどういう風に考えるか、更に誤りがあればこの点についてどういう風な政治的な責任をとるか先ず以上二点の基本的な問題について市長の責任ある回答を得たいと思います

○市長（当間重剛君）

先刻三番議員（仲井真元楷君）の御質問に対してつまりこの九月八日に作成した契約書はつまり協議会の内容を私は賛同を得たものだと解釈しております　併し議亊録を見ますとそういう空氣は見られますが　はっきり賛同したという記録がありませんのでこれは私の方の誤りでありますが　然し空氣全体からは先刻朗読されました通りに経営との不安というものに対する考えは相当もっておりましたが　その受託者が欠損しないという絶対的な自信の下にやっておるという以上は差支えないではないかということが当時の空氣だと思っております　そういう意味におきましてこういう提案になっている訳であります　尚この契約はつまり競輪会社ができなければ結局契約そのものが効力が発しないことになります　これはこの契約書の末尾にもあります通りに所謂外資導入の認可があって始めて競輪會社が成立し、それによって改めてこの契約の効力が出てくる訳であります　従ってこの契約は競輪会社との直接の又市自体の競輪亊業というものも亦議会の議決に俟つことであるし、それがなければ亊業の経営ができないのであります　市が経営するならばこうした契約をするという契約でありまして本当の競輪亊業の施行という場合に那覇市営の競輪亊業が現実に施行されるという場合に初めて契約の効力が発効するという風になっております　或る意味においては仮契約的な効力はありますが　只先刻説明がありました通りに所謂市長専決処分による一応の契約をしては成立つと思います　然し亊業の執行から見た場合には議会の議決を経た市営競輪場の執行に移るその場合に正式の契約が成立つ訳であります　従って乙、丙というものもそれ迄の過程的な、つまり過程というよりは前提的な契約になる訳であります

○島袋嘉順君

只今の市長の答弁で分らないことがありますのでお伺いします　処でこの市長の答弁の中に八月三日の前議会の全員協議會の結果は賛同を得たと解釈しておりますというのはその空氣全体が経営の不安はあったが所謂結果は賛同を得た様な形になっている　これは私は希望的な観測だと思っております　確かにそのことにつきましては前議院の中には競輪亊業をやりたい方もおったかも知れない　反対であったが態度を表明し得ない方もおったと思いますがその会議の議亊録を見ましてもその會期の始まる前に今度の臨時議會が招集される迄に市当局の責任をして第三回の八月三日の全員協議會の議亊録は要点丈を記録してでも新議員の方々には責任をもたせて読ますべきではなかったかと思います　今日こちらで読まれましてはっきり分りましたが確かに市長の観測通り若しこれが万一賛同は得たと解釈したことがその会議全体の結果或は空氣から市長自身が若し万一希望的な観測でそう取られたにしても私達はこれは正式にはこの議會の賛同を得たものでないと解しております　私現在の立場はそういう風に取っておりますのでその点につきまして更に市長のはっきりとした二十八号議案に関係しますので　はっきりした責任ある答弁をお願い致します　次に改めて追加致しますがこの市町村自治法第百十四条に基いて市長が中々使われない専決処分の例をとっておりますがその例が先程提案されました三十七号議案の上水道資料の購入の承認に対する所謂三十七号議案の中にもありました市長の専決処分の理由説明の中にも割合具体的に書かれておりますので　私達は専門的な立場からではないにしても一応納得しております　処が三十八号議案に対して市長の専決処分が議會不成立中であったにしてもこの議案が急を要したので止むを得ず専決処分に付したとおっしゃっておりますけれども　この急を要したという理由の説明に対する議員の貭問に対して旧正並に三月目標にしてやった。更に重要な問題は市の財政の爲に必要であればできる丈早い方がいいと思ったからこの専決処分の方法をとったのだという風になっておる様でありますけれども　市の財政の爲に必要であればできる丈早い方がよい　そういう趣旨でこの専決処分が果して取られるべきであるかどうか私達はそうでないと見ておりますが市長はそういう風におっしゃっております　その他に急を要する理由がありましたら他に述べて頂きたいと思います　以上一つ追加致しまして　二点丈更にお伺い致します

○市長（当間重剛）

つけ加えてお答え致します。先刻も申し上げました通りに八月三日の全員協議会の空気を、勿論、希望的な見方であったかも知れませんが、それは結局、その当時の私の心境でありますが、多数の御質問並びに御所見等を当時拝聽致しました私としては、つまり先刻二十二番議員（高良一君）からありました通りに経営の不安ということは協議会の真先にも申し上げました通りに踏切りがつかなかったというのは其處にありました。處が実際この運営する会社としては絶対の自信をもっております。四千数百万円の金を投げてそれが失敗に終るようなものに手を出す筈がないといった、そういった意味で経営面につきましては今迄我々が不安をもっておりましたことが、つまり市自体としてはどんなことがあっても五％の收入がある。併し、実際の施行する会社が赤字續きでは誠に気の毒だというので遠慮した譯でありますが、この受託会社としては絶対的な自信をもってやるというようなことでありますので、つまり会議の空気はそうした不安があってもその危険は受託会社がこれを負担するということは初めから分っての仕事でありますからつまり不安がないというのが受託者の考え方であります。そうするならば、残る問題は契約條項の問題であるということになる譯であります。勿論十二番議員（島袋嘉順君）の言われたような、私の希望的観測であったかも知れませんが、あの先程朗讀した協議会の記録の内容から見ましても結局はそういうところに落着くのではないか。そうすれば結局あの協議会の空気は契約案を一部修正し　そして不安がなければ差支えないというのが、あの協議会の全体から綜合した結論が出るのではないかというような気持で、これは即ち島袋君が言われるような希望的な見方という風に言われても止むを得ませんが、そういった意味での提案であります。それからほんとの急施亊件には当らないかも分りませんが　それは先刻も高良議員の場合にも申しました通り、そういった風に考えられないとも限りませんが、問題は市から委託を受ける会社が非常に急いでおりまして殊に通産省との関係においての物の配給又送り出し、それに相当の期間を要するという心配があります。例えば九月に契約しても結局これが来るのは年内にどうなるかというような心配もあり、向うを信頼するために、そういう風になったのであります。そうしないと次々に時間的に延々になって行く。そうなると年度内には事業の開始ができないのではないかというような不安もあったのであります。そこで結局　今の御質問のような財政の都合上早い方がいいからやったということになるのでありまして、つまり事業を早くすれば、それ丈、早く市の財政を潤すところがあるといったような物の考え方から結局この五十日乃至六十日間をただ徒過するよりはそれ丈早い方がいいんじゃないかというのが私のこういうふうにした譯であります。

○島袋嘉順君

只今市長の答弁で一應答弁の要旨は納得したのでありますが、處で、これ迄の議員各位の質問に対する答弁並びに私の質問に対する答弁によりましてはっきりしましたことは或る程度のこの競輪事業の施行に関して或る程度の社会的な不安はあるにしても　それが齎らす財政的な影響が大きいようだから　そういう面は目をつぶっても金儲けのためにやる。これは結論としてはそうなって来ます。處で、私が考えます場合に亜細亜興産と今度いらっしゃる方の目的を見ますと、先ず沖縄にこの競輪事業をもって来たのは東南亜細亜に競輪事業を擴げる前提として沖縄にもって来た。この競輪事業は他の文明諸國、ヨーロッパ方面ではこの競輪事業の話は聽いておりません。これが戰後健全娯樂を誇る新興スポーツといふ最上級の賛辞を浴びて今、日本で行われております。處が現在の日本の状態はアメリカの半占領的な立場にありますし、日本自身が未だ未だ不安定で独立迄には程遠い過程にあります。それにかてて加えて　これが沖縄にやって来ると沖縄はどうなるのであるか。沖縄は今アメリカの占領統治下にあります。このことは植民地的な状態になっております。これは如何なる事実をもってしても否定することはできないのであります。更にこの会社の狙う處は、日本、沖縄を通って東南亜細亜の所謂資本主義の植民地を対象にしておるということから見てもこの競輪事業そのものが実に植民地の虐げられた　苦しんでいる民衆を対象とした單なるばくちに過ぎないという風に解釋しております。そこで那覇市当局がそういう風な状態を知っておられるか知らないか分りませんけれども、都市計画のために、或は財政確立のために、そういう風な競輪事業を施行するこの前提として八月三日の全員協議会が其處迄考えて一應協議を進められたのか或いは事情を調査したのか、それは後の問題だと思いますが、これはこの競輪事業が金儲けを目的として、更に、非常に困難になっております。那覇市の財政を立直すために、この競輪事業をもって来たという風に解釋しております。そうしますと、この競輪事業の齎らす影響につきましては既に新聞紙上でも報道されております。又、世間一般の人も　これは悪の温床だという風に極め付けております。こういう風なことを既に市当局でもお聽きになったと思いますが　それでも尚市当局は財政補填のために飽く迄、この競輪事業を施行する積りであるかどうか　この点につきまして市長の責任ある答弁を求めます。

○市長（当間重剛君）

先刻私から説明致しました競輪事業の経過の中に南方に伸びるためのワンステップとしてということは、これは私、直接きいたことでなしに当時の話であります。併し、現在我々が契約しました處は亜細亜興産とは違うのであります。全然そうした意圖はきいておりません。從って植民地的な物の考え方ということは私の知っている範囲においては当らないとはっきりいえると思います。なお競輪法につきましても、これは制定当時色々論議されたことであります。尚この競輪事業で一番成功しております處の川崎市でさえも当初は非常な反対があったのであります。それが現在日本では六十数個所に経営されておりまして夫々その都道府縣、若しくは市町村の財政に寄與する處は極めて大きなものがあります。私達は勿論そうした、おっしゃるようなことに対しましての懸念も必ずしもないとはいえないのでありますが所謂、比重の問題から見た場合に結局今迄数年間やっている處の都道府縣若しくは、市町村におけるその実際の実情から考える場合に例えば今年の初め頃河野農林大臣がこれについての、要するに競輪の経営方法についての或る提案をした爲めに全國の知事、若しくは縣会議長、市町村長が集まってこれに反対の狼烟を上げたということも即ち、その証左であると思いますが、多少の弊害はあっても大きな立場に立っての考え方も又取入れていいんではないかと思うのであります。尚、所謂、先進國と稱する國に競輪がないということは御存知の通り競輪は從来ある競輪とは違って現在の競輪は日本が最初であると聽いております。今後各國に伸びるであらうということはきいておりますが、その先は分りませんが現在迄は日本は先鞭をつけた競輪事業でありますので、そういった意味で他の國との関係の植民地政策的という物の考え方はそこに含まれていないという風に考えております。

○島袋嘉順君

只今の御答弁の中に大きな立場から見ればこれをやってもいいという風な御説明でございますが色々取沙汰されております通り　那覇市は國際都市と言われております。パチンコ、ビンゴ、バー、カフェーこういったものが入っている。こういったものは、現在の不安定な社會の状態の中で苦しんでいる若い青年層、更に低賃金で悩んでいる労働階級、失業に惱んでいる一般労働者階級、そういったような方々が現在那覇市に充満しております。殆んどの市民が生活には不安をもっております。將来に対する希望を失いかけようとしている。そこえもって来てこの那覇市の財政を補うために大きな立場から他の大きな立場を忘れて、こういう風な國際都市としての那覇市にこれをもって来ようとしております。私は那覇市を即ち、國際賭博場であるモナコにはしたくないと思います。

そういう立場からした場合にはこの競輪事業をここでやることによって惹起される大きな社会的な影響、これを、案外、市当局は小さいことだと見ておられるようでありますが、現在の沖縄の政治的な状態、社会的な状態、更に犯罪の面から考えまして再び市長の責任ある回答を、意見を、お願いすると同時に、助役、並びに財政部長に対しても　その意味から責任ある御答弁をお願い致します

○市長（当間重剛君）

結局、同じことを申上げることになりますが私達はこうした事業が現在日本各地でも轡を並べてこれを推進しております。從って多少の不安はあるとはいうものの大体において前例に鑑みて、我々はそうした経験によってそれを遂行したいと思っております。

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。私は先程から市長から答弁されましたが矢張り同じような気持ちを持っております。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します　私も市長、助役と同じ気持ちであります。この法が出来る場合にも　こういう問題があったと思いますので　それを天秤に掛けるというようなところまで問題は来ましたが我々としては当局案がいいという風に思ってやっております。

○島袋嘉順君

もう一度財政部長にお聽きしますが、この競輪事業を那覇市が予定しておる通り議会に承認を求める。更に三十九号議案以下の諸議案に対しても、これら当局から出されているその議案が審議され結論的に如何なる亊態になっても那覇市当局は財政部長並びに市長、助役は、この問題に関して惹き起されて来る社会的な影響、これは立退き問題も入っておりますが、そういうものにつきましても財政部長は助役並びに市長と同じような考え方でおられるか。更に、これに責任をもって当られるか

○助役（嘉手納並水君）

御説の通りであります。

○財政部長（長嶺良松君）

御説の通りであります。

○大山盛幸君

動議を提出致します。午前中に三番議員（仲井真元楷君）からも専決處分に対する色々な問題について質疑があり、二番議員（上間長和君）からは前議会の協議會における議亊録の朗讀の要望があって　只今、又十二番議員（島袋嘉順）から前の三番議員（仲井真元楷君）の質疑に関連するお話しがあって、大体この根本的な問題は分ったと思います。それで残るのは具体的な問題でありますので質疑を継続の侭、委員会に付託をして貰いたいと思います。委員会においては先程具体的な五つの箇條を私、質問致しましたが積極的な答弁が幾らか欠いておりますが、どうせ委員会で問題として取上げるべき問題だから再質問致しますから十分に検討して貰うためにこれを打切りまして、すぐ委員会に付託をして貰うよう動議を提出致します

○島袋嘉順君

まだ質問は終りません。三十八号議案で、配られておりますその説明書の末尾の方に競輪亊業経過概要というのがありますがその四項にこういうのがあります。一九五五年十月二十二日極く最近であります。奥武山市有地居住者に対し移轉予告書配付ということになっております。これが実際に配られておるかどうか。それから、それ以前にもこの競輪亊業につきまして奥武山の市有地に居住する方々は四ヵ年前から競輪亊業計画のために或いは、市のスポーツセンター計画のために色々と立退き騒ぎになっておりますが、その時にも既に通知はいっておるというし、市当局に呼び出されて承認を受けさせられたということをきいておりますが亊實十月二十二日にその移轉予告書を配付されたか、それ以前にもそういう風な予告書を現地の各個人個人に配付されているかどうか、この回答を市長からききたいと思います。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します。殆んどはこの二十二日にやっております。残りの分は二十三日、二十四日に亘って配付してあります。

○島袋嘉順君

それ以前にも配付されたことはありませんか

○財政部長（長嶺良松君）

いいえ、ありません

○島袋嘉順君

申し渡したことはありませんか

○市長（当間重剛君）

それは先刻申上げました通りに昨年の初めか一昨年の暮かと思いますが私、市長に就任間もなく奥武山の住民の方々が見えまして　向うからの質問でありましたが、競輪亊業のために移動を考えているが、これは所謂競輪亊業をやるかも知れませんが　奥武山は元々公園であって公園として生かしたいから出来る丈け早く明け渡して貰いたい。これは確か旧正前だと存じますが旧の十月か十一月じゃなかったかと思います。旧正前であるからできれば旧正でも済ましてから明け渡して貰いたいということは、その席で私からいったことはありますがその後正式にいったことはないと思います。

○久高友敏君

この議案三十八号につきましては、市長は急を要するという意味で専決處分を行われたと思います　又法においても然りでありますが、併しこの亊業をなす場合においては飽く迄も議案三十九号、議案四十号、議案四十一号、議案四十二号とは不離一体の議案だと本員は思うのであります。たとい　この会社との契約は専決處分で行われたにしろ、飽く迄も議会の議決を経てでなければこれは法的にできない問題でありますが如何なる故をもって他の議案もまだ可決されない前に三十八号議案を専決處分されたか、その根據ある御答弁をお願いしたいのであります。もう一つはこの内容につきまして公園地帶における世帶は六十何世帶と、こうあるようでありますが、これは競輪亊業をする、せんに拘らず市長としてはそこをグラウンドにするという予定である。又目下市の都市計画の中にも織り込まれておるところ言われておりますが、これを移動せしめる場合にこの案から見ました場合には七十万円を予想されております。この七十万円で果してあれ丈の施設を移動させることが出来るか、どうか、あれには小さい世帶が相当ございますし、入口には國場組という大きなものがありますが、あれ迄であるか、又専ら小さい庶民階級丈の移動を計画されているかどうか、この二点お伺い致します。

○助役（嘉手納並水）

お答え致します。これを急に契約を締結したということは先程來、色々お話が出ておりますが、先ず資金の問題であります。これは他に使われる虞れがあるということが一つ、それからもう一つは何事にしましても亊業をやる場合には先ず最初が肝腎であります。それで会社と致しましても旧正を目標にしてやるというような計画になっておりますが、亊業をやる場合に一番最初の仕亊に調子が良く出ましたならば後が非常によくなることは普通の状態であります。それから、もう一つは上水道の資材の関係のときに水道課長から話しがありましたが、この契約をやって仕舞わんことには会社は日本から資材を買えない。そうした場合に鉄材がどんどん上っている。これを上っているときに四千万円の金で買いましても安いときと、上ったときとでは、その数量から質から違って来るのであります。從いまして、若し上ってから買って造ったならば粗末な競輪場しかできません。そうなった場合、ひいては市が悪い施設を十年後には貰うというような結果になるのであります。従いまして全員協議會の場合の空気を察しまして、これを早くやった方が賢明だという結論から、専決處分になったという譯であります。左様御了承願いたいと思います。

○久高友敏君

只今の助役のお話しは利益を早く生むために契約をされたと、こういっておりますが私の質問はこの契約を早くすることにおいて、この事業自体が早くなると思ったか、どうか、どうしても土地の賃貸の契約は議會の承認を得なければならんということは常識であります。又資金の借入も議會を通過しなければならんということは当り前の話でありますが、只、契約丈けを早くしたから、この事業が早くなるかどうかこれを私は今質問したのであります。又旧正月と三月を目当てにして早目にやったということでありますが、十年間の長い事業の契約を結ぶという重大な問題をただ單なる旧正月と三月を目当にして早く契約をしていいか、どうかということを疑うのでありますがその辺を具体的に御説明願います。

○助役（嘉手納並水君）

先刻申上げました旧正月ということは仕事をやる上に最初の出足が良ければ後も良く行くような感じでありますが先ず第一の原因は先程も申上げましたように相場がどんどん上って行くということが一番重要な問題でありまして、それと、その資金が他に流れた場合にも又できなくなるという焦りもありますので早くこれを片づけないとこの競輪事業はどうも思うように行かないという見通しでやったのであります。それから先刻申し遲れましたが國場組、あれも立退くようにはっきり文書で申し渡してあります。

○高良一君

これは財政部長さんにお聽き致します。この七十万円の立退料というような問題になりますが、その立退については既に立退がされる該当者とこの七十万円で處理できるような話合いがついているかどうか。今日も公園関係者の立退者からの陳情書を見ますと一世帶当り五万円を要求しております。それでこれは市の判断で七十万円という予算を組んだと思いますが肝腎のこの該当者は五万円を要求しているのでありますが、若しこれが仮に七十万円の起債を承認した場合に旧正月に間に合わすようにこの立退が果してできるか関係者は五万円を要求しております。その場合七十万円で当局は責任をもってこれを移動させることができるかどうか。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します。國場組の方は市との賃貸契約によってやっておりますので　この七十万円の中には含まれておりません。それから七十万円の予算を編みましたのは市の技術屋に計算せしめて見積ったのであります。

○高良一君

結局これは公園内に住居をもっておられる方々の移轉費用でしょう。本人は承諾しておりますか。

○財政部長（長嶺良松君）

やりつつあります。

○高良一君

その場合どこから出て来ますか、向うが嫌だといったらどうなりますか、これは人権問題ですが、あなたの方はできますか。

○財政部長（長嶺良松君）

これから是非努力してやりたいと思います。

○高良一君

これは向うとの話合いが先ではないか、一應は関係者同士打合せて納得の上で一つの基本的な数字ができて、これを議会に掛けるべきであって一方的な案を作ったら議会も非常に困りますよ。この点、考えて貰いたい。それで結局五万円の陳情が出ておりますが、これは認めて案を作り換えますか。これは関係者との間で納得の行くような線を決めて貰いたい。自信のあるような案を作って貰いたい。数字は自信のあるような数字を出して貰いたい。どうですかやり換えませんか。

○財政部長（長嶺良松君）

市としては・・・・・・。

○高良一君

市としては・・・・ブルトーザーで敷きたおすつもりですか。

（笑聲）

そうでないでしょう。

○財政部長（長嶺良松君）

これはこれから相談してやるということであります。

○高良一君

相談して一つの線がでるでしょう、それから案ができる、直すべきものは直すように・・・・。

○大山盛幸君

那覇市議会の議亊のけじめを持たせ今少し議会の議事進行をスムースにさせた方がいいと思いますので再び動議を提出致しますから御賛同をお願い致します。只今の移轉問題は、四十二号議案にちょっと関係もありますので、この三十八号議案はこれで質疑を打切って委員会に付託し、これに関連する問題が議案三十九、四十、四十一、四十二に出て来ますからその場合に一番関係のある案をここで論議するという点において、三十八号議案の質疑を打切って　すぐ委員会に付託して貰うよう動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

二十八番議員（大山盛幸君）の御説は尤もでありますが、確かに提出されて今審議されておりますが、三十八号議案についてはその議案以外の質疑應答はどうかと思います。これは併し附則の中に競輪事業経過概要、或は施行の趣旨とかありますし、三十八号議案が、それから三十九号以下の基本的な問題になっておりますのでその点について他の議員もつい関連させて御質問なさったと思います。私の善意な解釋であります。處で三十八号議案につきましては、質問が残っておりますので一應もう暫く質疑を許して戴きたいと思います。

（「動議は成立しているよ」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

今二十八番（大山盛幸君）議員の動議は成立しておりますので、これをお諮りして、それからまだ質疑を続行するなり、委員会に付託するなり致しますから、一應、議亊法によって處理致します。動議が前後致しました場合には先の動議を採用して致します。二十八番議員（大山盛幸君）の動議は成立致しておりますからお諮り致します。この日程第二議案第三十八号については質疑続行の侭に総務財政委員会に付託する　こういふ動議であります。御賛成の方擧手をお願い致します。

○議長（泉正重君）

挙手十二名であり、少数と認めまして質疑を続行致します。

○島袋嘉順君

これ迄の大体の質疑に対しまして市長から答弁されておりますので、更に重要な問題として、この本会議場で質疑したいと思いますが、市長の御答弁をお願い致します。先程の問題と関連しますが、特に現在の市政を担当する当間市長の沖縄の政治問題、社会問題に対する、なお最近激増の一途を辿って警察当局でも手を上げております。犯罪の増加の問題につきまして沖縄の現在の状態といいますか、これを一つ当間市長の方から、特にこの競輪亊業の施行によりまして、この競輪亊業の札を買う人がどういった階層が買うか、例えば洋服にネクタイをしめているインテリ、ブルジョア層から入って来るか、或いは今日、明日のめしが喰えないで二百円の券に命を掛けている人がやるのか日本の例を見ればよく分ります。そういう風な競輪亊業によって惹起される社会的な大きな影響を考えて見ました場合に当間市長はそれを押切ってでも日本の例から見て財政を立て直すためにやるのであるか、日本のいい例を見て、そういう風な判断をされたのであるか或いは悪い点丈を見て判断されたのかは別と致しましても、とに角現在の沖縄の状態におきまして、これから当局の計画した通り施行する観点から沖縄の特に労働亊情、社会、犯罪の状態に対する市長の見解を求めます。次に、これは次の議案の四十号議案で更に再検討されますが、一應こちらで、この三十八号議案のもつ意味が非常に重要な基本的な問題でありますので四十号議案の方でも検討されると思いますので一應こちらで基本的な態度を表明して市長の責任ある答弁を求めます。現在アメリカの軍隊が軍亊基地設定のために盛んに沖縄の土地を取り上げております。現在五万エーカー取られている。これからも五千万坪の土地を我々農民から、住民の手から取上げようとしている。このアメリカの土地取り上げに対して沖縄の全住民が住民大會をもちまして沖縄の土地取り上げ反対更に適正補償の要求を出しております。ところがそういう沖縄の全住民の十一万市民を含めて全住民の立場が現在アメリカのやっております土地取り上げに対して反対しております。處が今沖縄のど真ん中で那覇市営競輪場設置のために市有地から立退きをさせようとしている。これには六百坪の私有地もございます。私有地の所有者が誰々であるかは四十号議案で質問致しますけれども一應被害者がこちらに出て参ります。陳情書も出ております。私達は、競輪亊業をやるという基本的な立場から考えて見ますと、そういう風に軍が現在土地を取り上げる非常に悲惨なやり方でやっているものですから反対して適正補償を要求しております。處が那覇市の方が今度競輪場設置のために市有地から或いは私有地から現在の居住者を立退かせようとされております。そういうような状態になっておりますが、那覇市長は現在のアメリカのやっております土地取り上げ、それに引続いて起る立退き、これについてアメリカのやっておりますことにつきましてどういう風な見解をもっているか、いいと思っているか、拙いと思っているか、この点重要な問題でございますので、三十八号議案の基本的な問題になっておりますのでこの二点丈を市長から御答弁願いたいと思います。

○市長（当間重剛君）

第一の質問につきましては私は余り多くいいません、と申しますのは大体申上げます通りに日本における各都市、各府縣の在り方によって、そのまま例にして差支えないという見地からであります。それから第二の問題、沖縄の全体の問題につきましては触れません。市有地若しくは私有地から立退く者に対しては、適正なる方法をもって引越して貰いたいと思います。即ち引越し先は、これも從前から本人達に傳えております通り、市有地に移轉させる、又移轉費等につきましても適正なる額において、これを補償して、そして、その人達に無理のないようなことをしたいと思います。

○島袋嘉順君

軍の土地取り上げに対する市長の見解はない譯ですか。

○市長（当間重剛君）

必要がありません。

○島袋嘉順君

そうすると今後引続き起って来る公園の市有地からの立退きによって若し軍の立退かせ方と那覇市当局のやり方が那覇市民は勿論全沖縄住民の非難の対象になった場合は責任を取られますか。

○市長（当間重剛君）

那覇市の場合はすべて法規によってやっております。

○宮城清三郎君

私たち各議員の質疑に対する市当局の曖昧な御答弁はほんとに那覇市十一万市民を代表としての物の考え方じゃないと思っております。私達は、議員と致しまして、このような曖昧な回答を那覇市民にどう訴え今後の那覇市議會を立派に運営し、そして、那覇市民の福祉増進のためにやるかということに大きな責任を持っております。そういう意味におきまして、このようなほんとに腑に落ちないようなこの競輪亊業をやるということは私達那覇市民に取ってはほんとに悪い亊業計画でありますので、この議案は私たち・・・・・・

○議長（泉正重君）

討論ではありません。質疑であります。只今は質疑であります。

○宮城清三郎君

では質疑致します。この亊業の趣旨が私達は納得できません、只今の質疑、只亊業を早くやることは正月に間に合せてやるとかという風なことではなしにあそこの立退きの問題もはっきりと具体的にどういう方法でもって、立退かせるか、又五万円の要求があるがこれをどういう方法で市当局はやるか、そしてこの亊業に対しては専決處分ということも、もっと具体的に私達、議員がほんとに納得の行くように御説明をして貰いたいと思います。一つ一つ申上げますが立退きの問題を具体的に御説明願いたいと思います。それから専決處分というのももっと具体的に説明をして貰いたい。この二つを詳しく御説明願います。

○議長（泉正重君）

十七番さん（宮城清三郎君）の只今の御質疑につきましては専決處分に関する質問、先程の議員からもありましたが立退きに関する基本的な問題については先程十二番（島袋嘉順君）議員に対する答弁、これは後程又市債を起すことについての日程第六で詳しく取上げられる問題でありますので同時に前の答弁しか得られません。

○宮里敏慶君

先程市長さんは、適正補償をやるとおっしゃいましたが、私は大変喜んでおります。併し市当局の適正補償が奥武山区民に対して適正補償ではないといった場合は立退かないということになります。そういう場合は、法規に基いてなされるといいましたがその法規を説明して貰いたいと思います。最悪の場合は法規に基いてやるということでありますが、その法規はどんなものでありますか。

○市長（当間重剛君）

法規はありますが、現在どれでやるかということは考えておりません。

○宮城清三郎君

大体、該当するものがありますか。

○市長（当間重剛君）

法規はありますが、現在は考えておりません。

○島袋嘉順君

私も只今の六番議員（宮里敏慶君）と同じような質問をやる積りでありましたが、その法規についてであります。法規は現在考えておられないと市長が答弁しておりますが、現在考えておられないというのは、議案が違うから四十号議案があるから、その時に説明するという意味ですか、それとも今議会で答弁する必要はないということでありますか、その点をはっきり説明して貰いたい。

○市長（当間重剛君）

それは最悪の場合でありますので、私は最悪の場合を考えておりません。

○議長（泉正重君）

一應議案の處理について、お諮りしたいと思いますが、暫らく休憩致します。

（午後二時三〇分休憩）

（午後二時四十三分再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。

○大山盛幸君

先程も動議を提出しましたが今迄の質疑が提案された議案の第三十八号を外れて次の議案の問題に相当突込んでおります。それで一応三十八号議案は委員会付託にして後三十九号から最後の四十号までを一括上程して熱烈なる審議をして貰った方がいいと思いますので、そういう風にして貰うよう動議を提出致します。御賛同願います。

○真栄田義晃君

この三十八号の議案はこれは競輪亊業に関するものでありまして、その基礎になるものであります。今後は三十九号、四十号を審議する場合にも総べて相関連して来る問題でありますから三十八号の方を除けてやる場合には、それと関連する場合、それができなくなるのであります。そのためすべて三十一号を含めて、一括上程して質疑して貰いたいとこう思うのであります。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

十六番議員（真栄田義晃君）の動議をお諮り致します。つまり三十八号は質疑は大方済んでおりますが、これが基本になるので三十九、四十号と相関連するであろう。從ってこれを一括上程して、審議致しまして、全体の質疑に入る、こういう動議でありますが御賛成の方の挙手をお願い致します。

（全員挙手）

○議長（泉正重君）

挙手全員であります。それを決定致しまして議案三十八号、三十九号、四十号、四十一号、四十二号、四十三号これを一括上程致しまして質疑に入ります。

○宮里敏慶君

先程助役さんが私の質問に対してお答え洩れになったのがございますがもう一ペンお答え願います。五大学の自治会から一億二千万円金が出るということでありますが、五大学の自治会に、そういう照会をしたことがあるかどうかということにつきましてはお答えがなかったのでありますが信用調査につきましては、五大学自治会から一億二千万円の金が出るということでありますが、その質問に対して御回答がなかったのでありますので、その回答をお願い致します。

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。前の全員協議会の場合に天野という人が五大学の資金もあるという話しもあったのでありますが、あれは、あの当時の場合には、天野さんが入っておりますが、その後、天野さんの代りにこの亊業計画書の中に入っております。掘江耕治、それから東京都議会議員、長瀬建太郎、桑原慶治　青木晟、宗村幸彦、福井祐造というメンバーが入っております。この資金の問題でありますが、これは先にお話し申上げましたように、興信所の調査なんかはやっておりません。併し乍らこの資材が日本からこっちに入って来ましたならば、それで十分証明できると思います。強いて信用状態を調査する必要もないと思います。以上であります。

○島袋嘉順君

只今の六番議員（宮里敏慶君）の質問に関連致しまして助役にお答えをお願い致します。現在の市当局の契約者は五大学と関係ないとおしゃいましたが、現在ないのですか。

○助役（嘉手納並水君）

今ありません。

○島袋嘉順君

そうすると赤字を出しても、どうしても沖縄の学生の寮ですか、そういったものを建設するためにやる亊業の目的が、そうなっているから、五大学から援助を受けているから、心配ないという風なことは、あれは現在の契約とは関係ない訳ですか。

○助役（嘉手納並水君）

関係はありません。先申上げました日本のメンバーが全責任を負う訳であります。

○島袋嘉順君

前の契約者との問題でありますが所謂海老沢さんとの問題でありますが、現在の一億二千万円を入れるという人とは関係ないのでありますか。

○助役（嘉手納並水君）

関係ありません。

○仲井真元楷君

再び市長にお伺いしたいと思いますが、競輪亊業を施行することについての決意は全員協議会に諮ってその賛同を得たということが根本的な決意の重点であるか、それは別にして単に諸般の情勢を見て締結しなければならないので慎重に検討した結果ということが市長の決意の根本であったかどうか、その点お聴したいのであります。

○市長（当間重剛君）

その通りであります。大体御説明申上げましたが八月三日の協議会の空気を総合判断致しまして、私自身は大体二の足を踏んでいたのが、それでいいだろう、契約内容もそういったような皆様の御意思に副うようなことであればいいだろうというような意味で決定したのであります。

○仲井真元楷君

私がお伺いしましたことと、少し市長の只今の答えはポイントがはずれているように思います。私が申上げますことは全員協議会に諮って賛同を得たという、その空気でもって市長はこれを締結した根拠になっているかということと、それは別個であって、それとは別に諸般の情勢でもって、その全員協議会のことは別にして、諸般の情勢がこの決意をさせたのであるかどうかということでございます。

○市長（当間重剛君）

一般の情勢とは関係なくして、当然協議会の空気を察して市会でも承認をして頂いたという意味であります。

○仲井真元楷君

そうであるならば若し仮に先程の市長の言葉を借りて、賛同の空気はあったが、賛同したという結論は見出されなかった。これは私の誤りであるとおっしゃいましたが根本的に、これが誤りであった場合において、この自転車競技亊業を施行するといったような、この提案の根本的なものが崩れて来るように私は思いますが、それに対してはどうお考えであるか、議会の承認を得なくてもいいというお考でありますか。

○市長（当間重剛君）

それではありません。議会の承認を得なければならないので、勿論、その他の理由もありますが、市議会の御承認がなければこの契約の有効、無効に拘らず私は亊業を施行致しません。

○比嘉朝四郎君

補償費の問題でありますが、補償費が向うの住民の納得の行くような適正なる補償をすれば、住民は、市の亊業に対して協力するということを私はきいておりますが、その補償費が百万そこらでは、どうしても足らないのであります。その足りない分を競輪会社から出して貰えるかどうか、市はそういったところを研究したことがあるか質疑致します。

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。先ず市と致しましては、この補償費は各戸毎に調査致しまして、その評価を大体の基準においたのであります。それで大体七十万円で、足りるという見込みの下にこれを計上したのでありますが若し実際今後の調査の結果によりまして、これでは足りないという場合には又他に方法を講じなければいかんと思います。

○高良一君

助役さんにお伺い致します。そのままでいいですから、今先の相手側の方の資力関係これは、資材が来たら大丈夫と思うというお話しでありましたが、そういったような軽い問題ではなしに、もっとこの裏付を確認する爲のはっきりした資料をもち合せているか。ただ資材が来たら分るというようなことでは、こういったような契約は裏付が薄いように思います。只これが沖縄内の資本でこれを投資するということならば分りますが日本資本をここに導入するという場合において、これは外資導入委員会の関係もあります。非常な重要な問題点であります。この問題は、どの程度外資導入委員会が、この点に対し、分っているか、或いは承認を前提としてやっているのか、問題はただここに会社をもって来るということをいっておりますが、日本側の資本をもって来るのは、簡單にできないと思います。こういったようなところをどの程度調査し、資料をもち、我々市会に納得させる丈の確認させる資料をもっているか、それを一つお伺い致します。

○助役（嘉手納並水君）

これは勿論、外資導入委員会の方で検討する筈でありますが、外資導入委員会に対しては既に文書でもって申請してあります。だからこれは、できるできないは委員会の決定に待つ外ありません。それから市と致しましては勿論、金を出さんで、向うから資材をもって来る訳でありますから、何も心配することはないと思っております。

○高良一君

心配することはないのでありますが、もう少し、ほんとに我々に確認させるような裏付がないといかんと思います。外資導入委員会にも書類をもって照会しておりますか。外資導入委員会には外資導入に対する申請の書類を出してあるわけでありますか。向う側の御意向はおききにならなかったのですか。

○助役（嘉手納並水君）

まだ聴いておりません。

○高良一君

そういう重大な市会に迄、提出する案件に対してこれをきかなかったのか。

○助役（嘉手納並水君）

その結果がまだ分らないのであります。

○高良一君

結果が分らないとすれば、その提出はまだ早いんじゃないかと思います。とに角総括的に当局側の分までのも致しますと非常に無理をしているような気が致します。何とかして、この競論亊業を進めて行きたいという一方的な当局の考えが深くしみ込んでいるような感が致します。それで各議員の質問、それに対するところの当局の答弁は矛盾だらけでありますので、一応この案に対しては当局はもう一応、真剣にやり直して貰うことは考えられないか。この侭で推進めて行けばこの会期は一ヵ月も或いは一ヵ年も続く状態であるかも知れないので、皆ぴんとのはずれた答弁であります。その侭では、議会は承認することはできないわびるものはわびる、やるべきものはやらない限りこの会期は十年続くか分らないということを提言致します。

○助役（嘉手納並水君）

議会の承認が得られなければ、色々な仕亊の進め方がぜんぜんできない訳であります。

○高良一君

納得があればやる、やらんは分ると思いますが、答弁が的はずれでありますので、この答弁では一年も掛ります。お互いの時間も大切ですから、そこを的が当るようにお願い致します。

○市長（当間重剛君）

この問題は結局本質的な問題として競論亊業がいいか、悪いかの問題でありまして、那覇市の財政面に利益することがあるか、ないか、これ丈だと思いますが、そうした場合に問題点は、本質的な問題はありますが、今一つは市の問題としては、この契約によっての双務契約的ではありますが、後はプラス丈であります。でありますから、あの金がある、なし、ということは、できるか、できないかの問題でしかない訳です。できなければその契約そのものが、成立たないということになります。

○高良一君

今おしゃることはよく分ります。亊業の性格はよく掴み得る處がその裏打する資本、系統、それから、あなた方が議会に提出された専決処分に対する、あなた方の本質、そういったところが、我々議会に承認できないところが、あるのです。亊業の本態は掴めます。處があなた方の、ここに提出されたそれ迄の間には、この計画の資料の裏付をもって貰いたい。その裏付がないので不渡り手形ならば議会は承認できないということであります。

○市長（当間重剛君）

これは向うに資金がなければ契約は成立たないのであります。

○高良一君

いやしくも、議会に案を出すなら、そういった確認される資料を全部持合せて貰わんと議会がこれをやった、或いは單に議会が承認した場合に向うの資本、関係或いは外資導入委員会の承諾ができなかった場合議会は市民に対して申訳がないことになるのであります。

○市長（当間重剛君）

この契約にもあります通り外資導入委員会の認可があって、初めてできるのであります。

○高良一君

それはそのときに初めてやるべきであって、なるかならんかも分らんのです。

○市長（当間重剛君）

それとは別に関係ないのであります。

○島袋嘉順君

私は只今の二十二番議員（高良一君）の質問とは異なりますが、と申しますのは、只今市長がおしゃいました通り、亊業が本質的にいいか悪いか、私はそれにあると思います。私達はそれに反対しております。儲かるか儲からないかということは二十二番の御説の通りやって見なければ、海のものか山のものか分らないと思うのですけれども、こういうふうに考えて見ますと、市長が今おっしゃったように、亊業が本質的にいいものであるか、悪いものであるか又副次的なものとして、この亊業は儲かるものであるかどうか、ということも現在の那覇市の財政の状態から或いは復興しなければならないというような状態から或いは、那覇市はもっと金を、生み出さなければならない、もっと豊かにしなければならないということは、私も大賛成なんです。併しそのために亊業そのものが、本質的に悪いか、いいかということを抜きにして、儲けるから、やるということに対して、私は反対しているのであります。この点に対して、確かに市当局の現在迄、取って来ました態度はこれ迄の結論からして誤っていると思います。けれども市長がおっしゃる通りこの亊業について、いいと思うか、悪いと思うかもう一度お願い致します。例えばこの亊業が悪ければもっと他の面から財源を探す。もっと他に金を求めるべきではないか、そういった意味から一番目の亊業が本質的にいいか、悪いかという点について、もっとはっきりした市長の答弁を求めたいと思います。

○市長（当間重剛君）

最初から申上げました通りに変りはありません

○島袋嘉順君

私が今御質問申上げましたのは、いい、悪いに拘らずとに角、天秤にかけて、どうせ儲りそうだといったような意味から　これに飽く迄、賛成されるのか、或いはその亊業そのものを儲かるという点から除外致しまして、いいのか、悪いのか、そのために先程の沖縄の現在の政治的な、社会的な或いは、労働亊情とか犯罪の面をおききしたので別に吊しあげているのじゃないか、そういう点から本質的にいいか、悪いかをはっきりさせたいために質問したのであります。その点、もう一度お願い致します。

○市長（当間重剛君）

度々申上げました通りに、本質的に多少の論議があります。批判があります。併し他の六十数個所の各府県山梨を除いた各府県、或いは市町村においては、やっておるということは、そうした本質的なものに対しても解決を与えるものと私は解釈しております。

○島袋嘉順君

所説は尤もであります。その例を現在の日本に取られておりますが、現在日本には六十四個所も市営の競輪場があるが、その経営について色々な面からこれ迄、検討されたこともあります　けれども、一応日本の場合、これは土建業者の話しでありますけれども、先程申上げました通りに現在の日本の競輪状態はどうなっておるか。例えば先程提案されました亊業計画書の中には未だに隆盛を極めているということでありますけれども、その隆盛を極めているのは何年までの資料であるか。現在の状況はどうなっているか。更にこの競輪を突込んでいる人へ車券を買う人は収入の対象になる人は、一体日本ではどういう風な階層が占めているか　一か八かの運命を掛けて、財産を売払っても二百円の車券を買うために、血眼になっている連中が多いのか、或いは暇があって遊んでいるのが多いのか。そういう点が問題になるのであって、日本で現在、市町村が儲っているから、こちらでやれるのだということは当らないと思います。その点、再び市長の御見解をお願い致します。若し市長がこの点について、纒っていなければ、日本へこの件で出張しました関係部課長からでも、その資料がございましたら提出して頂きたいと思います。更に参考に申上げますけれども、これは一九五五年の十月二十五日にパチンコに関係して各階層の意見をきいておりますが、その中に婦人会長の話しがあります。これはパチンコに関していっておりますけれども、その中に競輪に関する問題が載っておりますので、一応私はこういった点から見ておりますので参考になるかも分かりませんので申上げておきます。自分でやったことはないが、長い間、立通しでやっているから健康によいとは思わない。射倖心をそそる、日本で家庭裁判所の調停委員にお会いしたときに、家庭爭議の原因の大半はパチンコと競輪にあるのだから沖縄にはどんなことがあっても反対して、入れるなといっていた。宮城県では、主婦がこぞって反対したので、パチンコはないとのことですが私達も今後パチンコ、競輪反対運動さえやって行きたいと思います。後はパチンコのことですけれども、先程、競輪がないのは、山梨県だけだとおっしゃいましたけれども既に宮城県の主婦がこぞって反対しております。案外下積みにされている婦人、苦しんでいる労働者がそういう射倖心を煽る賭博的な競輪に反対していやしないか、又調査された市吏員の方々が其所迄、深く突込んで研究したことがあるか那覇市を愛するために、そういった意味におきまして、市長並びに関係部課長の視察の状況の結果と更に資料がございましたらそれをお願い致します。

○市長（当間重剛君）

全国で山梨県だけがないというのは、山梨県も相当計画したそうでありますが結局下請する会社の方で採算が取れないといったような亊情で、これをやめたということをきいております。それから結局本質的な問題を私がつまり他の市町村若しくは、府県を対象にして考えます場合に即ちその市においても、つまり、市当局並びに議決機関もその本質的な問題も考慮の上でやっていると思います。従って詳細な数字によって、これを調査するということは、まだ我々はやっておりません。

○島袋嘉順君

他の方でそれに関して出張なさった方があればお願い致します。

○議長（泉正重君）

特にその面、調査していないようでありますので御答弁を省略します。

○赤嶺慎英君

議案第四十二号についてお伺い致します。三十八号議案の契約第一項に競輪場の建設並びに、云々と書れまして、一切を乙がやるといったような、契約がなされております。その競輪場の建設という定義でありますが、現在の奥武山にお住いになっている方々を移転させて、その上に建設するというのも一つの建設の意義になりますが、この四十二号議案には移転をして貰うのは市の負担というふうに解釈されます。その建設という意義について、当局の御見解をお伺い致します。もう一つ先程十四番議員（比嘉朝四郎君）の御質問がありました。反対に乙において、移転費を負担させて、なお足らん分を市民の手で補償するという方法は御検討されたであろうか、これが二番目。三番目、奥武山の住民の移転費に約七十世帶に約七十万円の予算が計上されております。平均して行きますと一ヶ当、一万円内外の移転費になるのであります。この一万円内外の予算を計上するのに技術員に見て貰って、計上してあるという御答弁でありまするが、この技術員が出されたところの一万円内外の予算は如何なる見解の下にやられたか、どうか。例えて申上げますと、立派な建物を引越すためには、それ相当の財力があり、色んなことが完備されておりますので、算術的にも簡單に移動が出来る。堀立小屋で移動を余儀なくされた場合には、簡単な家だから堀立小屋では算術的には移転費は安くなる計算になると思います。併し乍ら、こういう方々の移転というものは、そこに移転ということがなければ金を掛けずに、そこで生活できるが移転するということになれば、取るものもなくなります。結局裸になるというような非常に技術的にも計算が難かしくなるという心配をもっております。苦しい御家庭の集りであるが故に生活の根拠を移動させるということは職業的にも相当のショックがあると思いまして、或いは公園においてはお店を経営できるが、市有地に移転された場合には出来ない。棧橋に通勤するにも、バス賃が要る。店も経営できないというように、生活にも相当の影響があると思います。そういったものも、技術的に考慮して、平均一万円内外の予算を計上されたのであるか、以上三つをお伺い致します。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します。この建設の意義であります。これは、市は土地を貸すのでありますから、当然その移転の費用は市がもつべきものとこう思います。二番がはっきりしませんが競輪場を造る費用は全部、一切合切向うでしまして、市は土地を貸すのみでありますのでそれも矢張り市が移動費は見なくちゃいかんと思います。それから補償費の算定の基礎でありますが、これは技術員がおりますので、それから説明を致させます。

○議長（泉正重君）

補償額の算定について説明をお願い致しますが協議会の形で本会議は休憩致します。

（午後三時二十分休憩）

（午后三時三十一分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。

○真栄田義晃君

只今の赤嶺議員の質問に関連致しますが、家を引越す場合、先ず常識で考えられるのは、現在ある家をとり壞します。それを運搬する使えない資材は補強する。新しい家を向うで建てる。そのための人夫賃、この間の又生活費、こういったものが考えられる訳でありますが、今さっきの話は一戸一戸検討する。検討して、金をいくらという工合に計算して、その人に渡して、あんたがそれをやれということになるか、或いはその家の取壞し、又は人夫を出す。運搬する。資材を補強する。こういったものは、全部市の方で持って、その経費を本人に直接は渡さんで向うに同じような家を拵えて上げるという意味であるか、その辺をお聽きしたいのであります。

○都計課技手（翁長俊雄君）

御説明致します。最初に立退きの要領から申上げます。現在奥武山にあります家を移転さす場合には先ず、移転する前に家を取壞さないで、荷物を運ばんといけません。それで市としましては、松山町に仮り收容所を計画しております。その場合には、市のトラックで仮收容所に皆移動して貰いまして、一先ず某所に入って頂きます。それから家の取り壞しに掛るのでありますが、運搬費並びに取壞し費、それから新築費、補強材料費、全部含んだ金額を直接関係者の方々に差上げます。全部私の方で査定しました金額の中には、取壞し、移転費、新築費並びに補強資材費全部含まれています。

（「市の査定した金額を本人に渡すのですか」と呼ぶ者あり）

○都計課技手（翁長俊雄君）

はい、本人が或る業者に頼みまして、この業者に全部委すことができるようになっております。本人の好きな業者にその金をやれば、本人がその家の問題にタッチせず家ができるというような仕組になっております。

○高良一君

この問題は十分時間も掛かっておりますか、立退き問題は先ず第一に、この関係者の方と役所の方で一応話合がつかなければ、いけないと思うのですが　先ず話合が先じゃないかと思います。この話合をやらないで、こちらの方は七十万でできる、相手の方は五万円宛貰いたいという意見があるので双方の意見を調整してはっきりした線が出て始めて、この問題は決まるのではないかと思います。その方向に行って貰いたいと思います。助役さんの御答弁をお願い致します。今の翁長技手の言われた通り七十万でやって貰うという、それは難しいので双方の関係者と役所と打合わして貰えば適当な線が出ると思うのです。それはただ七十万でやっていくんだといって見た處で、相手は市民のことですから納得ずくで措置して、貰いたい。

○助役（嘉手納並水君）

七十万というのは予算資料です。

○高良一君

だからして、それは予算の方に疑問があるので関係者と一応話をされて調整をとったその上でやる方が一番良いと思います。

○助役（嘉手納並水君）

その予算書で調整してからやっても良いと思います。

○高良一君

それが七十万円で、できなかった場合どうなりますか。

○助役（嘉手納並水君）

だから今それは、百万円組んであります。その範囲だったら、それでも間に合うと思っております。

○高良一君

だからその範囲とか何とかいうのも一応関係者が納得のいく線でなければいかんでせう。所謂、納得のいくその適正な調整価格ですね。所謂、その線が出る筈ですよ。

○助役（嘉手納並水君）

だから今、その調整中です。

○高良一君

それも、一応大亊だと思いますが、相手は市民のことですから、お互い納得ずくの計画案を出して貰いたい。こう思うのです。

○真栄田義晃君

議案第三十九号の中にこの場所及び坪数の最後の所に同市同町三丁目四十三番地、これは個人有地で六百三十七坪あるということになっております。その個人有地に今家が何棟あるのか、何世帶住んでいるのか、又この個人有地に住んでいる人々は移動通告を受けた、六十三戸、七十何世帶の中に、含まれているのか、いないのか。それから立退料として、七十万円計上されている。その中に住んでいる人々の立退料迄、計上されているのか、そうでなければ、その立退料を誰が払うのか、これをお尋ねしたいのであります。

○財政課長（比嘉良男君）

お答え致します。個人有地に入っているのは、六軒であります。これは七十万円の中には入っていません。以上お答え致します。

○真栄田義晃君

移動通告を受けた六十三戸の中にこの六軒も含まれているのでありますか。

○財政課長（比嘉良男君）

お答え致します。入っております。

○真栄田義晃君

個人有地の土地に入っている人に市の方から直接移動通告を出すことができるのか、それからその地主は誰であるか。これをお伺いしたいのであります。

○助役（嘉手納並水君）

この通知書には個人有地の方は個人名で出しております

○真栄田義晃君

この土地は割当土地ではないんですか。

○助役（嘉手納並水君）

これは一部は割当土地になっているそうです。

○真栄田義晃君

六戸のうち何戸となっておりますか。

○助役（嘉手納並水君）

はっきり書類にあるのは二戸でありますが、あとは書類がなくてはっきり分りません。

○真栄田義晃君

割当土地は二戸ですか。

○都計課技手（翁長俊雄君）

書類があるのは、二戸ですが、向うは四戸は割当土地であります。

○真栄田義晃君

そういう割当土地に住んでいる人に対して、地主には市から連絡があったと思いますが、そういう工合に移動通告を出すのは違法ではないかと我々は考えいるのであります。

○助役（嘉手納並水君）

それは、この割当土地の分に対しては市が土地を他に割当てて、そして相談して行けば良いと思います。強制じゃありません。相談して移って貰うというやり方で行こうと思います。

○市長（当間重剛君）

只今十六番議員（真栄田義晃君）の所謂個人有地というのは、多分私名儀のあすこの土地だと思います。私名儀で二万円以内に立退いて貰いたい。これは市の亊業に協力する意味において、處がそれが割当土地であるかどうかは私自身も実は知らない訳であります。又この御本人達からも何ともいって来ませんものですから、私はあすこは割当土地じゃなしに、只借りているけれども、私も今まで別に立退きさせる處の個人的な必要はなかったので、その侭地料も取らず、この侭にしておったのでありますが、割当土地であれば一応何とか御相談できると思います。個人的にも・・・・

○島袋嘉順君

この競輪亊業を設置するのに、余り急ぎ過ぎて仕舞って、こういったような不手際が出ている。それで只今の市長の御答弁にもありましたけれども、別に十六番議員（真栄田義晃君）は、市長の土地を名指しているのではないと思います。即ち四戸が割当土地になっている。この四戸世帶は例えば公園地帶に、最近黒人が非常に入り込んで脅怖感を感じている。或は過去数ヵ年にわたり立退立退の通告で、いつ立退がされるか分らんために、今まで家の補修も更に補填もできないといった状態で非常に苦しんでいる。そういった方々の中に割当土地が四戸ある。そうして見た場合、この割当土地に対する立退きは、先程も市長は立退きは法規でやるとおっしゃったけれども、先ずその通り、これは割当土地に関する臨時処理条例の廃止に伴う措置に関する立法がありますが、これによってやらなければならない。

これは立法院を通過しております。それによってやるべきものであって、例えこの方が立退くといっても、やはり法規であると思います。そういった立場から矢張りこの方々は、当然補償して生活権、それから居住権を確保してやることは、これは市の責任だと思います。一部にはなるべく、こういった静かな、水も豊かなところに住みたい。他に動きたくないといっている人もいるようであります。こういった方々を、こんな儲けるための競輪のために立退かせる、そういうことになりますが、こうした人の生活と、生活権、居住権を確立するという意味において、正常な行き方でないと思います。この点につきましてお尋ねしたいのは、只今の市長の御答弁にもありましたけれども納得づくでいかんといかん。只今の六十三戸のうちに、個人有地があって、その中に六軒建っている。これが、四軒が割当土地であります。そういう風な説明がありますけれども、この四十号議案、更にそれに続く予算案が出ておりますけれども、この二つの案件をそういうことを具体的に調査し、それに対する対策を立てた上で、今の立退きについての方法を決定されたらどうか。

この点をお聽きしたいのであります。これからもう一つはここに二、三日前公園から大分お見えになっております。この時に、財政部は立退料は百万円といっております。ところが今日は七十万円ということになっております。この数の喰い違いについては勿論、法的な責任はありませんけれども、立退者との、正式な会合だったと思います。

そこで、財政部部長は立退料は百万円と言っております。今日は七十万円と言っております。この点、私達は市の立退問題に対する計画の杜撰さを指摘したいのであります。この点につきまして市当局の御答弁をお願い致します。

○財政部長（長嶺良松君）

あのとき百万円といいましたのは予算全体が百万円であります。

○島袋嘉順君

立退料ですか。

○財政部長（長嶺良松君）

いやいやそうじゃありません。この予算全体が百万円でありまして、立退料に充てるのは、このうちの七十万円でありまして、その他に大きいものは、予備費の十万円であります。

○島袋嘉順君

立退料は、百万円といいましたけれども、私のきき違いじゃないと思います。これは、はっきりしているんですか。つまり七十万円とおっしゃったんですか。百万円のうちそれは総予算であって、七十万円丈は立退料とおっしゃったんですか。

○財政部長（長嶺良松君）

七十万円が立退料であります。

○島袋嘉順君

七十万円を立退料とおっしゃっておりますが、委員会に現地の方々がお見えになって陳情があったと思います。更に証言を求めることも出来ると思います。実情調査もあると思います。そのときに証言が喰い違った場合どうなるんですか。

○財政部長（長嶺良松君）

予算全部について百万円といっております。

○島袋嘉順君

立退料とおっしゃったのではない訳ですね。

○財政部長（長嶺良松君）

予算全部で百万円です。

○高良一君

当局の方は頑張っておるようですが、これはどんなことがあっても当局が引込めて、貰わなければ話はつきませんので余り無理をしていますよ。当局は、男は男らしく引込めて貰いたい。

○宮里敏慶君

この那覇市が競輪亊業を行うことが、議会の承認を得た場合、受託者はいつ頃から工亊に着工するのですか。お伺い致します。

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。今議会で議決になりましたら直ぐ着工する手筈になっております。

○宮里敏慶君

これは契約書にはっきり入れて貰わんと奥武山の立退者にさあさあ早く立退けといって、立退かして收容所に入れても、これから寒くなって来ますし、精神的な何も出て来ると思うのですが、こういう風に奥武山公園の立退者は早く立退けといっても受託者が資材の都合でできない。来年の中頃迄、六月迄かかっても工亊に着手しなかった場合、立退者に大きな迷惑を掛けることになりますが、この契約書の中に工亊着手ということをはっきりして貰いたいと思います。直ぐやると言っても向うが都合で資材が送れないという場合、迷惑するのは奥武山公園の住民であります。

○助役（嘉手納並水君）

勿論これは、外資導入の方がはっきりしないと、この資材が入れられん訳です。

○宮里敏慶君

そうなると、そんな契約丈で奥武山の住民に早く立退けということはいえないんじゃないですか。契約に入れてしまえば、その契約通り実行しなければ罰則を設けて、違反した場合どうするという契約もおり込んだ方が良いと思います。日本と沖縄のことですから、資材の関係とか或いは外資導入の関係とか、大きな難点があると思います。

○助役（嘉手納並水君）

これは六十日以内に手を付けることになっております。先ず国場組の分をとって、退けたら六十日迄に、立退いて貰えば、これから工亊を進めていきます。

○宮里敏慶君

そこが非常に不安ですよ。奥武山住民は、このために朝から晩まで、移転のことについて相当悩んでいるんですよ　向うで直ぐ工亊に着手するという。直ぐやるということに対しては、非常に不安を抱いております。この問題はこの契約書に、そういうことを織込んで何時から、着手するということも、はっきり織込んで又、それに違反した場合どうするということも織込んで貰いたいということを要望致します。

○島袋嘉順君

先程二点、質問したんですけれども、もう一つだけ返亊をまだ頂きません。これは現在の公園内の割当土地を含めて、この計画は、立てられたのでありますか。或いは、又個人と市の協定もやられたか、地元の意向もきかずして、七十万円を予算に組まれたのか、そこを、ちょうど幸い市長もその関係地主であるそうですから、その点関係地主の回答も得られたか。

○市長（当間重剛君）

私個人の名儀のものにつきましては個々に当って市と関連せずに解決致します。我々は土地を市の競輪亊業に協力する意味において提供します。個々の人については、私個人で以って、これを解決致します。

○上間長和君

先程六番議員（宮里敏慶君）から受託契約者の信用状態につきまして、日本側の經歴を発表をお願いしたのでありますが最も直接那覇市の競輪亊業をお委せする直接関係の受託者の宮良永昌氏の信用状態、こういったものを御説明願いたいと思います。もう一つは競輪会社の亊業計画書と市の亊業計画書に算出の基準において相違がありますが、この名々の基準如何なる根據において算出されたか。それを御説明願います。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します。宮良永昌氏の畧歴であります。基隆商業学校卒業、戦前は台湾高雄市で文具商を経営しております。戦後は那覇市に於て壽商亊を経営しております。現在沖縄宝生産業株式会社専務取締役であります。それから商工会議所専門員であります。琉球政府経済審議会委員であります。壺屋通会長、成長の家、沖縄総支部幹亊、琉球貿易協会理亊であります。

それから二番目の御質問でありますが、市のものと会社側のものと計算が喰い違っておりますのは、市は小田原競輪場の場合を例にとっております。小田原競輪場は丁度、那覇の場合と人口が匹敵致しますので、小田原の場合をとっております。小田原の場合には一日の入場が四千から三千でありますので、一番最低の三千名を押えております。それから、小田原の場合は、車券の一人当りの購入額千二百円から七百円になっておりますがＢ円に直しまして最低七百円であります。その約三分の一の二百円と押えて計算しております。以上であります。

○宮里敏慶君

今財政部長からも説明をされておりましたが、新聞紙上にも競輪亊業は儲かる、税外收入が相当出ることは、はっきり書いてあります。そういうことは、はっきり分っております。以上、奥武山立退者に七十万の補償が非常に少いという異議ができております。儲かるんだったら沢山適正補償をやるという意思があるかないかお伺い致します。

○議長（泉正重君）

只今四時でありますので時間を延長致します

○助役（嘉手納並水君）

七十万円で足らないということになりました場合には市の考えと致しましては競輪場の收益からでも良いからもっと増やす方針であります　強いて七十万を固執するものではありません　若し不足であれば競輪場の收益から或る程度はそれにもっていくという考えもあります

○高良一君

我々議員の殆どの意見はこの競輪からの收入は当てにならないと思っております　入ったときは助役さんのおっしゃる通りで良いと思いますが、入らない時にはどうなりますか

○助役（嘉手納並水君）

これは入るとこっちは考えております　最初から入らんとすれば――

○高良一君

最悪を予想して入らない場合はどうなりますか

○助役（嘉手納並水君）

会社が損します

○高良一君

会社が損するけれども收入が無いんです　成可くなら儲かるだらうというようなことでなしにもっと真面目な話はされんものですか

○助役（嘉手納並水君）

始めての亊業でありますのでその見通しははっきりついておりませんが兎に角損した場合は会社の損であって最後には競輪場の施設を十年後に貰えるという希望はある訳です

○高良一君

これは乙、丙は本契約に基いて競輪施設を全部完成して競技の開始後十年間に建設費その他を償却して後その施設を無償で提供するとありますね　償却は幾ら掛ってもいい訳ですね　償却できなかったときは、これをどうするんですか

○助役（嘉手納並水君）

償却していくという意味であって――

○高良一君

だからこれは償却とはなりますが実際亊業経営をやって若し赤字であった場合は償却はできなくなるんです　負債というものが現われますね

○助役（嘉手納並水君）

それを貰うことができます　向うは償却する義務がある訳です

○高良一君

この条項を直して貰い度いね　償却をした時譲渡するのだから、償却し、とありますから償却を削って貰わないと困りますよ

○助役（嘉手納並水君）

本当の契約をやる場合検討します

○崎山喜達君

只今の公園の移転通告した六十三戸の立退問題に対して相当論議が交わされておりますが、この移轉転通告を受けた六十三戸の方々は環境の変化によって相当生活の負担がくるだらうと思います　これに対しては当局として生活補償の問題を考慮に入れておられるかどうか　又飽く迄も今さっきの翁長技手の説明がありましたが技術屋の立場として処理していくかどうか　又これは別の問題になってくるのですが移転先の地料設定の問題を考慮されているかどうか現在奥武山居住者の地料は如何程になっているかどうか　又当局の移転費用の考え方と現在の公園居住者の考え方と相当開きがあるようであります　これに対する調整問題を市が親心をもって調整を取っていく考えであるかどうか　この問題をお聽きしたい

○助役（嘉手納並水君）

今の貭問がよく聽き取れませんが大体生活の補償費というような問題ではなかったかとこう考えておりますが生活の補償と申しましてもここに住まっておられる方は名々職業をもっておられます

然し、移動する爲に一日、二日休んだとか何とか云う時はそのときの状況によって或る程度考慮しなければいかんとこう考えております　地料は幾らとまだはっきり申上げられませんが兎に角今の埋立地の全部の地料を勘案しまして、あとで決めたいと思います　それから公園の地料でありますが大体あすこは二円五十銭になっております　ところが実際はこの前移動して貰うように話してから全然とっておりません

○渡口政行君

奥武山の方は競輪場ができる、できないに拘らず　この際適正なる補償で移動して貰いますか

○市長（当間重剛君）

この問題は先日も申上げました通り競輪亊業の有無に拘らず　あの奥武山を公園とし、又南部のつまり旧小禄との境も現在軍と接渉中でありますが、これをひっくるめてこのスポーツセンターとしての考え方を持っておりますのでこの競輪亊業に関係なくても他の市有地に引越して貰いたいということは一昨年の末でしたか昨年の始めに申しております　從って市としてはそういう考え方を今でも変えておりません　仮に競輪亊業をやらないとしてもあれは公園として活かしていかなくちゃならぬ、こういう考え方を持っております

○比嘉朝四郎君

動議を提案致します　大体貭疑も尽きたようでありますから各議案毎に夫々の委員会に付託して頂きたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

蛇足ではございますが説明を加えておきます　この貭疑をこれで打切るのではありません　貭疑続行の侭委員会に付託致しますので委員会で審議して御報告の後、更に貭疑が繰り返されます　それでそのときにも十二分に今日埒があかなかった貭疑を補充できますので一応時間も経過致しましたから当該委員会に付託して委員会で十二分に審査した後、更に本会議で御報告願います　その報告の後、更に貭疑を重ねます　大体那覇市会はこういう審議の方法をとっておりますので只今の十四番（比嘉朝四郎君）の動議の通り一応貭疑続行の侭に当該委員会に付託するということに御賛同願いたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます

依て左様に決し、只今の日程の第二から三、四、五、六、七は各々関連致しておりますので一括して總務財政委員会に審査を付託致します　明日土曜日並びに月曜日は先程の日程第一の議案が建設委員会、第二以下第七までを總務財政委員会の検討をお願いしたいと思います　土曜日の時間は各々委員会の方でお諮り願いたいと思います　土曜日でありますから今日の通り十時開会、どうでありますか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

月曜日迄委員会の審議を継続致しまして来る八日の火曜日午前十時に本会議を開きます

○大山盛幸君

先程から議亊のけじめの問題で三十八号議案を持ち出しましたが一括上程になるのは三十八号議案も別に差支えなかった訳でありますので本員もそれを承諾致しましたが、それと共に議長にお願いがあるのです　那覇市議会のこれからの問題であります　時刻の問題であります　昨日は十時三十五分　今日は十時四十分開始になっておりますが一応議長から諮って貰って定刻開始ができるようにお願いしたいと思います　宜しく――

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今二十八番議員（大山盛幸君）から定刻通り会議が開始できるように、と申上げるのは沢山仕亊を処理していくにはどうしても時間が足りないのであります　従って始まる時間が遅刻致しますとずるずるべったになる　本日も定刻迄にお集りになった方は定足数以上でありましたが初めての会議であるから若干時間を態々引延ばしておきました　どうぞ委員会にしましても本会議に致しましても定刻迄にはお集り下さいます様　私から特に希望申上げます　本日の会議はこれを以て散会致します

午後四時十四分　散会





一、本日の会議を行った場所

市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	泉正重
  	議員
  	辺野喜英興
 

 
  	副議長
  	長嶺将真
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	議員
  	上間長和
  	同
  	宮城清三郎
 

 
  	同
  	仲井真元楷
  	同
  	嘉数ツル
 

 
  	同
  	森田孟真
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	新垣善太郎
  	同
  	比嘉佑直
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	高良一
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	渡口麗秀
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	喜瀬康一
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	上原光男
  	同
  	照屋正徳
 

 
  	同
  	崎山喜達
  	同
  	渡口政行
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	玉那覇有義
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	比嘉朝四郎
  	同
  	赤嶺慎英
 








一、市当局より参與せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	当間重剛
  	消防課長
  	登川正太郎
 

 
  	助役
  	嘉手納並水
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	收入役
  	大湾政順
  	税務課長
  	城田清才
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	徴税課長
  	島袋完栄
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
  	労務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	首里支所長
  	与儀清三
  	区画整理課長
  	金城弘円
 

 
  	小禄支所長
  	赤嶺一男
  	建築課長
  	宮平粂男
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
  	水道課長
  	東江誠忠
 

 
  	戸籍課長
  	饒平名知謙
  	泊港務所長
  	山里永達
 




一、亊務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆次郎
  	書記
  	湧川朝興
 

 
  	書記
  	新垣繁
  	書記
  	翁長武栄
 








一、会議録署名人

一九五六年二月二八日

二番議員　　　上間長和

一九五六年三月二日

十六番議員　　真栄田義晃

一九五六年三月二日

那覇市議会議長　泉正重





一九五五年十一月八日

午前十時十九分開議

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十三人欠席七人であります。議会は成立致して居ります。本日の会議を開きます

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します。

　１　二番議員、五番議員、十三番議員、二十四番議員、二十六番議員連署により、急施を要する決議案提出について議長宛文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ― ―――

一九五五年十一月七日

二番議員　　　上間長和

五番議員　　　新垣善太郎

十三番議員　　玉那覇有義

二十四番議員　久高友敏

二十六番議員　照屋正徳

那覇市議会議長　泉正重殿

決議案提出について

左記亊件は急施を要するものであり、議会の議決を得たいので今期臨時議会に提案方亊務手続相成りたく会議規則第十五条の規定により別紙の通り決議案を提出致します。

記

決議案第九号　税制審議特別委員会設置について

（別紙省略）

――― ○ ―――

◯議長（泉正重君）

本日七日付で二番 三番 四番 五番 六番 七番 二十一番　二十二番 二十三番 二十四番 二十六番 三十番議員連署により急施を要する決議案提出について議長宛文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます

（書記「新垣襄二君」朗読）

一九五五年十一月七日

二番議員　　　上間長和

三番議員　　　仲井真元楷

四番議員　　　森田孟真

五番議員　　　新垣善太郎

六番議員　　　宮里敏慶

七番議員　　　喜久山朝重

二十一番議員　比嘉佑直

二十二番議員　高良一

二十三番議員　糸数昌剛

二十四番議員　久高友敏

二十六番議員　照屋正徳

三十番議員　　赤嶺慎英

那覇市議会議長泉正重殿

決議案提出について

左記亊件は急施を要するものであり議会の議決を得たいので今期臨時議会に提案方亊務手続相成りたく會議規則第十五条の規定により別紙の通り決議案を提出致します。

記

決議案第十號　都市合併特別委員会設置について

（別紙省略）

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

總務財政及び建設の各委員会委員長から議長宛に付託亊件の審査報告書が参っておりましたのでその寫を印刷の上御手元に配付致しました。尚本付託亊件については後刻夫々議題と致し、御審議願うことに致しますから左様御了承願います

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上御手元に配付致してありますからそれにより御報告に替えます

――― ― ―――





議亊日程第十四號

一九五五年十一月八日

午前十時開議

第一　上水道資材の購入に関する契約の専決處分の報告及び承認について

（市長提出議案第三十七號）

第二　銀座通りの鋪装方に関する陳情について

（建設委員會審査報告）

第三　公設市場内食堂並びに衣料品、雑貨品店の使用料軽減方の陳情について

（總務財政委員會審査報告）

第四　税制審議特別委員會設置について

（二番　五番　十三番　二十四番　二十六番　議員提出決議案第九號）

第五　都市合併特別委員會設置について

（二番　三番　四番　五番　六番　七番　二十一番　二十二番　二十三番　二十四番　二十六番　三十番　議員提出決議案第十號）

第六　那覇市営自轉車競技亊業を施行することについて

（市長提出議案第三十八號）

第七　自轉車競技場設置について

（市長提出議案第三十九號）

第八　市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十號）

第九　那覇市自轉車競技亊業特別會計設置について

（市長提出議案第四十一號）

第十　　市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二號）

第十一　一九五六年度那覇市自轉車競技亊業特別會計歳入歳出予算案

（市長提出議案第四十三號）

第十二　奥武山公園内立退者からの移轉費恵與方の陳情について

（總務財政委員會審査報告）





本日の会議に付した亊件

日程第一、上水道資材の購入に関する契約の専決處分の報告及び承認について

（市長提出議案第三十七號）

日程第二、銀座通りの鋪装方に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

日程第三、公設市場内食堂並びに衣料品、雑貨品店の使用料軽減方の陳情について

（總務財政委員会審査報告）

日程第四、税制審議特別委員会設置について

（二番、五番、十三番、二十四番、二十六番　議員提出決議案第九號）

日程第五、税制審議特別委員会委員数の決定並びに委員の選任について

（議長発議）

日程第六、都市合併特別委員会設置について

（二番、三番、四番、五番、六番、七番、二十一番、二十二番、二十三番、二十四番、二十六番、三十番　議員提出決議案第十號）

日程第七、都市合併特別委員会委員数の決定並びに委員の選任について

（議長発議）

日程第八、那覇市營自轉車競技亊業を施行することについて

（市長提出議案第三十八號）

日程第九、自転車競技場設置について

（市長提出議案第三十九號）

日程第十　、市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十號）

日程第十一、那覇市自転車競技亊業特別会計設置について

（市長提出議案第四十一號）

日程第十二、市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二號）

日程第十三、一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別会計歳入歳出予算案

（市長提出議案第四十三號）

日程第十四、奥武山公園内立退者からの移転費恵與方の陳情について

（總務財政委員会審査報告）

日程第十五、今期議会の会期を延長することについて

（議長発議）

――― ― ―――





○議長（泉正重君）

只今から議亊に入ります。

日程第一の上水道資材購入に関する契約の専決処分の報告及び承認について（市長提出議案第三十七號）を議題と致しまして建設委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○建設委員会（儀武息睦君）

本月四日第七回議会臨時会本会議において本委員会にその審査を付託されました議案第三十七號上水道資材の購入に関する契約の専決處分の報告及び承認については委員会において慎重審議の結果、最も時宜に適した處置と認めましてこれを原案通り承認致しました。以上簡單乍ら報告申上げます





一九五五年十一月七日

建設委員会

委員長　儀武息睦

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

本月四日第七回那覇市議会（臨時会）本会議において建設委員会にその審査を付託された議案第三十七号については慎重審議の結果左記の通り審査をしたので報告する。

記

上水道資材の購入に関する契約の専決處分の報告及び承認について（市長提出議案第三十七号）はこれを原案通り承認した。





○議長（泉正重君）

日程第一の市長提出議案第三十七號について只今建設委員長から御報告がありましたこの上水道資材購入の契約に関する専決処分の報告及び承認について何か委員長の審査報告に対して御貭疑ございませんか。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

貭疑はないと認めます。依って貭疑終結討論に入りまして御意見を伺いたいと思います。

○上間長和君

本三十七號議案は只今委員長から御報告がありました通り日本の資材鉄材日報を見ました場合に七月から十月迄どんどん値上りをしている状況であります。そういった資材の値上りを予想してやった処置に対しては誠にこれは時宜を得た処置でありまして、この議案三十七号に対しては委員会では異存はありませんでしたそれで読会を省略して可決確定議に付して頂きたいと思います

○議長（泉正重君）

只今二番議員（上間長和君）から誠に時宜に適した処置として委員会でも異論がなかった従って直ちに採決して欲しいというこういふ動議であります。採決に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

日程第一の上水道資材の購入に関する契約の専決処分の報告及び承認については建設委員長の報告の通りこれを原案通り承認致して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って議案第三十七号は原案通り承認致しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二の銀座通りの鋪装方に関する陳情についてを議題と致し建設委員会における審査の経過並びに結果の報告を求めます

○建設委員長（儀武息睦君）

本委員会は、五日に委員会を開きまして付託になりました本陳情について慎重に審議致しました結果を御報告致します。

　会議規則第五十九条の規定に基いて本委員会にその審査を付託された那覇市銀座通り会長船越清輝外八名からの提出に係る銀座通り鋪装方の陳情書についてはこれを採択の上二つの意見を付して市町村自治法第六十五条の規定によって措置することに決定致しました　二つの意見と申しますのは、

　１従来の鋪装工亊は、地盤的基礎工亊に考慮を缺き徒らに浪費が続けられ、その結果におきましてもマイナスとなっている現状であるそこで鋪装工亊については地質を充分検討の上絶えず石塊砂利を散布しローラによる地盤固めに重点を置いて貰いたい。

　２アスファルト及びコンクリートによって塗装する場合も地盤の基礎が必要で充分検討の上施工し、アスファルトの種類に依って施行箇所を選択勘案し、コンクリートの場合はセメント及び砂利、水の加減並びに厚薄の度合にも充分技術的方面を生かして研鑽して欲しい。

以上の二つの意見を付して市長宛廻付することに致した訳であります。

本会議におきましても本委員会の決定通り御承認あらんことを希望致しまして報告と致します。

――― ○ ―――





一九五五年十一月七日

建設委員会

委員長　儀武息睦

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き委員会にその審査を付託された那覇市銀座通り会長船越清輝外八名からの提出に係る銀座通り鋪装方の陳情書については慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する

記

本陳情書はこれを採択の上左の意見を付し市町村自治法第六十五条の規定により措置することに決定した。

１、從来の鋪装工事は地盤的基礎工亊に考慮を欠き徒らに浪費がつづけられその結果に於てもマイナスを釀している現状である。

　　鋪装工亊については地貭を充分検討の上絶えず石塊砂利を散布しローラーによる地盤固めに重点を置く様要望する。

２、アスファルト及びコンクリートに依って塗装する場合も地盤の基礎が必要で充分検討の上施工しアスファルトの種類に依って施行箇所を選択勘案しコンクリートの場合はセメント及び砂利、水の加減並びに厚薄の度合にも充分技術的方面を生かして研鑽して慾しい。

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今の建設委員会に於ける審査報告について御貭疑はありませんか。

（「貭疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（泉正重君）

御貭疑ない様でありますので討論に入りまして御意見を伺います。

○上間長和君

この銀座通り鋪装方に関する陳情につきましてもこれは先の議会に於て建設委員会に付託になって決議されたものであり、又予算もその通り計上されておりますので今回も建設委員会ではこれはその侭通そうということになっておるのであります。それもひっくるめて読会省略可決確定議に付して頂きますようお願い致します。

○議長（泉正重君）

日程第二の銀座通りの鋪装方に関する陳情については只今建設委員長の報告通り、採択したということになっておりますので委員会の採択した通りにこちらでも可決確定して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し本陳情は建設委員会の決定通りこれを採択の上自治法第六十五条の規定により措置することに致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次ぎ日程第三公設市場内の食堂並びに衣料品、雑貨品店の使用料軽減方に関する陳情についてを議題と致し、總務財政委員会における審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました、公設市場内食堂並びに衣料品、雑貨品店の使用料軽減方の陳情について、總務財政委員会における審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。

　本件は十一月三日付で議長から本委員会にその審査を付託されましたので本日五日に委員会を開催、全委員出席の下に関係部課長の出席を求め、審査を致したのであります。

本陳情の要旨は

　現在公設市場内八軒食堂に、雑貨六人、食堂九人、衣料品関係七人計二二人の使用者がおります。この方々は、今回当該地主と土地の売買契約が成立し、契約金額の三分の一を初回に拂込み、残りの三分の二を二十五ヶ月に分納し、完納後、該土地（六九坪余）を取得することとなっておるのであります。

　處で経済界の不况による商業不振のため、僅かの利鞘でやっと店を維持するのが精一杯の現状であり、市えの市場使用料も支拂わねばならないしそれに加えて右分納金を負担する苦しい立場に置かれているので、その辺の亊情を斟酌下さって

一、今年八月以降の市場使用料をなるべく軽減して頂きたい

二、地主に対し土地代を完納したら該土地を市場管理から解放して頂きたい

三、その時、該土地内にある私設建物はなるべく無償で私共に拂下げて頂きたい。

以上の三点について善處して貰いたいといふのであります。

本陳情に関しましては、前議会の總務財政委員会において十分審査検討されたのでありますが、その後選擧無効判決により議会が曠缺し、本会議の處理ができなかったため、改選後の新議会成立を待って議長から本委員会に再付託と相成ったものであります。

　そこで本委員会におきまして、審査致しました結果は、前議会總務財政委員会の審査決定を適切妥当と認めましたので御手元に配付致してあります、報告書写の通り理由を附して不採択と決定致した次第であります。

宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

――― ○ ―――





一九五五年十一月七日

總務財政委員會

委員長　高良一

那覇市議會議長

泉正重殿

委員會審査報告について

會議規則第五十九條の規定に基き本委員會にその審査を付託された陳情書について慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する

記

那覇市一区二十二組安里松蔵外二一名から提出に係る公設市場内食堂並びに衣料品、雑貨品店の使用料軽減方の陳情については左記理由により不採択と決定した

理由

　一、陳情第一項（市場使用料軽減方）について

　　　１、今日迄の土地に係る紛爭を一挙に解決すべく陳情者と地主との間に売買契約成立し土地取得の爲陳情者側の負荷加重による苦しい立場は十分推察されるが市としては依然として從前通りの賃貸料（借地料）を当該地主に支払っている

　　　２、曩に陳情者側からの要請もあって市としては客年十二月に十四萬八千余円を投じ陳情箇所諸施設の改善を実施したものである

　　　３、使用料の軽減は勢い収入減となり既定の財政計画を脅かすことは勿論　市場使用料の公正、権衡保持を阻害する結果となる

　二、陳情第二項及び第三項（土地代完納の措置）について陳情の趣旨に沿う様善処するが土地代の完納は二ヶ年後のことであり今の処考慮すべき時期ではない

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今の總務財政委員長の御報告について何か御貭疑はございませんか。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御貭疑ない様であります。依って貭疑を打切りまして討論に入ります。御意見を伺います。

（「意見なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

總務財政委員会に於て不採択になったことについて御意見ありませんか。

（「意見なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御意見がない様でありますお諮り致します。只今總務財政委員長から御報告がありました通りお手元に配付致しました審査報告書に理由が明記してございます。それによって不採択と決定したこの日程第三の市場内食堂並びに衣料品　雑貨店の使用料軽減方の陳情については只今總務財政委員会の御決定通り本会議に於いても不採択と議決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第四の税制審議特別委員会設置について二番　五番　十三番　二十四番　二十六番　議員提出決議案第九號を議題と致します





決議案第九号

税制審議特別委員会設置について

市町村税法の実施に伴い固定資産税の賦課に関しては地域的に均衡を失し、不満の声が多い現状であり、これをこの侭に放任すれば納税思想に悪影響を及ぼし、延いて納税成績の低下を招来するものと憂慮せられる。

　その據って来た原因が税法自体の不備缺陷にあるか、又は固定資産の評価に適正を缺いているのであるか、その原因を調査検討の上、これが是正策を講じもって市民の要望に応えることは議会の責務だと確信する。

依って本問題の早期解決を図るため本議会に税制審議特別委員会を設置致したく議会の議決を得たいので提案する。

一九五五年十一月八日提出

二番議員　　上間長和

五番議員　　新垣善太郎

一三番議員　玉那覇有義

二四番議員　久高友敏

二六番議員　照屋正徳





○議長（泉正重君）

提案趣旨の説明を求めます。

○照屋正徳君

税制審議特別委員会設置についてでありますが市町村税法の実施に伴いまして固定資産税の賦課に関しましては地域的な均衡を失しまして非常なる不満の声が高まっておるのであります。特に旧小禄村に於きましてはこの問題が非常に騒がれまして分村問題までも起っておるのであります。固定資産税特別折衡委員も編成されまして当局に折衡をする又各部落に於きましてはこの問題につきまして部落常会も頻々と行われております。これをこの侭放置しますと必ずや由々しき亊態が起るものと憂慮しておるのでございます。その由って来た原因は税法自体に不満欠陷があるか固定資産の評價に適正を欠いているのであるか、その原因を調査検討の上にこれが是正策を講じもって市民の要望に応えることは議会の責務だと信じておるのでございます。ここに於きまして、本問題の早期解決を図りたいため税制審議特別委員会を設置致したいと提案致したのであります　皆さま御賛同下さいますようお願い申上げます。

○議長（泉正重君）

只今の提案者に対して御質疑ありませんか

（「貭疑なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

これは前の議会にもございました委員会で前の議員はよくお分りのことだと思いますので日程第四税制審議特別委員会設置について決議案第九號は、貭疑討論を省略し原案可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

只今決議案第九號が議決されました就きましては、これから税制審議特別委員会委員数の決定と同委員会委員の選任を行いたいと思いますので直ちに議亊日程を追加の上御審議願いたいと思いますが左様取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し、日程第五税制審議特別委員会委員数の決定並びに委員の選任について、日程は追加せられ以下順次日程番号を繰下げることに致します

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

只今追加せられました日程第五税制審議特別委員会委員数の決定並びに同委員の選任についても議題に致しましてお諮り致します。委員数を何名と致しますか。尚委員選出方法を如何取計いませうか。

○照屋正徳君

十名程が適当ではないかと思います。その委員はよく旧小禄村の亊情並びに首里、那覇の亊情をお分りになられた方を御選定して頂きたいと思います。出来れば旧小禄村あたりから五名、首里、那覇各三名宛御選定して頂きたいと思います。

○仲井真元楷君

税制の問題につきましては單に固定資産税の問題丈ではありませんがこの固定資産税の問題につきましても提案者のおっしゃったように非常に重大な憂慮すべき問題が含まれておる訳でございましてこの問題は極めて慎重を要するものでございますので慎重を期して十分に調査研究するためには十名と言わず十五名を適当と思いまして出来る丈十五名の線で選定して頂きたいとこう思うのであります。附加えてまして委員の振割につきましては四つの委員会の員数に按分致しましてそれで各委員会にそれを委して議長副議長を加えた十五名の線で打出して頂きたい、こう思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今の三番議員（仲井真元楷君）の御意見は委員会を十五名とする、その選出の方法は三委員会の方にお委せして委員数によって按分する　こうなりますと十一、九、八という数字になりますが

○ 仲井真元楷君

十一、九、八を按分比例致しまして總務財政委員会五、建設委員会六名、文教委員会から四とすれば十五名となりますので五、六、四の割合でお願いしたいと思います。

○議長（泉正重君）

選出の方法は・・

○仲井真元楷君

委員会の互選にして頂きたい。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

それではお諮り致します。委員数を十五名と致し、委員の割振及び選出方法は總務財政委員から五名、建設委員から六名、文教厚生労務委員会から四名として委員会において互選して頂くことに決定して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し、互選のため暫時休憩致します

（午前十時四十五分　休憩）

――― ○ ―――

（午前十時五十五分再開）

○議長（泉正重君）

會議を再開致します。日程第五の税制審議特別委会のメンバーについて互選結果を各委員長から御報告願いたいと思います。

○総務財政委員長（高良一君）

總務財政で選衝致しました五名の委員を御報告申上げます。三番議員（仲井真元楷君）七番議員（喜久山朝重君）十二番議員　島袋嘉順君、十番議員　上原光男君、三十番議員赤嶺慎英君、以上の通りであります。

○建設委員長（儀武息睦君）

建設委員から選出致します委員を選衝致しました結果を御報告申上げます。二番議員上間長和君、五番議員新垣善太郎君、十一番議員崎山喜達君、十七番議員宮城清三郎君、二十六番議員照屋正徳君、二十九番議員備瀬知良君　以上六名であります。

○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

文教厚生勞務委員会は希望を募りました結果、合併委員に五名あがりましたので色々の問題から是非合併促進委員にして貰いたいという方もありまして相談しました結果次の四名に決定致しました。四番議員森田孟真君、九番議員喜瀬康一君、十八番議員嘉数ツル君、二十八番議員大山盛幸君、以上四名であります。

○議長（泉正重君）

では各委員長の御報告を一括致しまして、税制審議特別委員会のメンバーを御報告致します

二番議員上間長和君、三番議員仲井真元楷君、四番議員森田孟真君、五番議員新垣善太郎君、七番議員喜久山朝重君、九番議員喜瀬康一君　十番議員上原光男君、十一番議員崎山喜達、十二番議員島袋嘉順君　十七番議員宮城清三郎君、十八番議員嘉数ツル君、二十六番議員照屋正徳君、二十八番議員大山盛幸君、二十九番議員備瀬知良君　三十番議員赤嶺慎英君、以上十五名でございます。御承認をお願い致します。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次ぎ日程第六の都市合併特別委員会設置について二番、三番、四番、五番、六番、七番、二十一番、二十二番、二十三番、二十四番　二十六番、三十番議員提出決議案第十號を議題と致します





決議案第十號

都市合併特別委員會設置について

首都の構想は真和志市との合併によって基本的綜合計画の現実性が期待されるのである　從って合併を促進することは諸般の情勢の推移から必然の要望として生まれたものであります

依って全琉住民の待望する理想的首都建設の爲、本議會に都市合併特別委員會を設置致したく議會の議決を得たいので提案する

一九五五年十一月八日　提出

二番議員　　　上間長和

三番議員　　　仲井真元楷

四番議員　　　森田孟真

五番議員　　　新垣善太郎

六番議員　　　宮里敏慶

七番議員　　　喜久山朝重

二十一番議員　比嘉佑直

二十二番議員　高良一

二十三番議員　糸数昌剛

二十四番議員　久高友敏

二十六番議員　照屋正徳

三十番議員　　赤嶺慎英





――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

決議案第九號の提案趣旨説明を求めます

○上間長和君

合併問題は従来、色々と物議を釀しまして取沙汰されて来ましたが　都市の總合計画上最も重要なことでありましてこれを遲廷することは正に百年の大計を基本的にぐらつかすことは必定でございましてこの際都市計画区域にある真和志市との早期合併の実現に邁進したいので本会議に都市合併特別委員会を設置致したいため議会の議決を得たく提案致した次第であります。宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいと思います。

○議長（泉正重君）

提案者に対して御貭疑はありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

前にも都市合併特別委員会はありましたので御趣旨はよくお分りのことと思います。では只今の提案理由を諒と致しまして日程第六都市合併特別委員会設置について二番議員外十一名提出決議案第十号は貭疑、討論を省略して原案通り可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って決議案第十号は貭疑討論を省略しこれを原案通り可決確定致します

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

只今決議案第十号が可決となりました就きましてはこれから都市合併特別委員会委員数の決定と同委員会委員の選任を行いたいと思いますので、直ちに議亊日程を追加の上御審議願いたいと思いますが左様取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し、日程第七、都市合併特別委員会委員数の決定並びに委員の選任について、日程は追加せられ、以下順次日程番號を繰下げることに致します

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

只今追加せられました日程第七都市合併特別委員会委員数の決定並びに委員の選任についてを議題と致しましてお諮り致します。委員数を何名と致しますか。尚委員選任の方を如何取計いますか。

○高良清二君

本件につきましては前議会でも既に設置されていたのでございます。それで当時の委員会の構成の人員につきましては十五名をもって構成されていたと覺えております。それで先程日程第四の税制審議特別委員会の十五名が人選されておりますのでその残りの十五名を議長以下全員都市合併特別委員の方に指名して頂きたいとこう考えておる次第でございます。

○議長（泉正重君）

只今の二十五番議員の御提案通りどうですか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

正副議長を含めて只今日程第五によって選出されました外の委員十三名と正副議長を合せて十五名をもって日程第七の都市合併特別委員会委員に充てるということでございますが、左様決定して御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様決定致します

では只今の都市合併特別委員会のメンバーを読み上げます。敬稱を畧します

高良一　渡口麗秀　玉那覇有義　久高友敏　宮里敏敬　辺野喜英興　真栄田義晃　糸数昌剛　儀武息睦　比嘉朝四郎　比嘉佑直　高良清二　渡口政行　泉正重　長嶺将真

以上十五名でございます

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

ではこの両特別委員会に於ける正副委員長の互選は食亊の際におやりになって頂きたいと思います

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

それでは日程の第八に入りますが日程第八から日程第十四迄は總務財政委員会に於いても一括して御審議願ったそうでありますので以上議案第三十八、三十九、四十、四十一、四十二、四十三及び陳情一件これ丈を一括致しまして總務財政委員会における審査経過の御報告を願います

（十四番議員比嘉朝四郎　出席　午前十一時十二分）

（八番議員渡口麗秀　出席　午前十一時十二分）

○総務財政委員長（高良一君）

只今一括議題となりました日程第八から日程第十三迄の市長提出議案自三十八號至四十三號の六議案並びに日程第十四の陳情一件につき總務財政委員会における審査の経過を御報告申上げます

　この六議案及び陳情一件は本委員会にその審査を付託されたもので五日、七日の両日に亘り委員会を開催し全委員出席の下に主管部課長の出席を求め、これが審査を行ったのであります。

　審査に入る前に委員会としては、競輪場豫定現場の実地視察の必要を認め、尚同地区内立退住民移転補償費に係る陳情に関する調査をも兼ねて早速実地検分を致したのであります。

　次いで本格的な審査に入った訳でありますが、右、六議案並びに陳情一件は何れも相関連するものであり何と申しましても先決問題は競輪亊業を施行するか、しないかという議案第三十八号にありますので本委員会としては最初にこれから検討致したのでありまして各委員から活発な貭疑が行なわれました。貭疑亊項中の主なるものを申上げますると、

　１、前議会当時議員若千名が行政視察のため日本に出張した。その帰来談に泉議長は当時沖縄においては競輪亊業は成立たないと言った新聞発表があったが当時の條件と今回實施しようとする計画案の條件とに如何なる差異があるか

本件に関しては委員会における泉議長の発言並びに主管課の説明によって了承した。

　２、日本に於ける市町村財政は貧困を極めている現状である。それ程競輪亊業か儲かるとすれば日本の人口の割合からすると六十四ヶ所の競輪場では少ないと思う。もっと増えるべきだと考える　然し乍ら宮城縣あたりではパチンコでさえ廃止の聲が起っている状態である競輪收入により財政的に貢献している都市について数字的に説明願いたい。

　３、計画案によれば一日、三、〇〇〇人の入場者を見込んでいる様であるがその算出基礎を何に求めたか当局は主として外人、日本土建業者を主たる対象だと言っているが、國映館における外人、日本土建業者の入場者数を調査検討されたことがあるか。

　４、原案によりますると本亊業は会社が委託経営となっているが会社が赤字を出した場合はどうするか。

　５、大体競輪亊業は戦後の混乱時における公共施設費に充当する財源捻出のための已むを得ざる措置であった。社会的に及ぼす弊害の伴うこの様な亊業は爲政者として執るべきでないと日本で批判されている。然かも混乱時も過ぎ戦後十年も経過した今日、之を実施することは適切でない。財政立直しの面は、別に考えるべきだと思料するが、当局のこれに対する見解如何

　６、新教育に社会科が設置せられ、教育は環境に順應させる方針を取っている現状に鑑み、子弟教育上よい環境を作らねばならない。競輪が社会面に教育面に弊害を伴うものであることは、日本の例からして確かである。当局は斯かる弊害、子弟教育の環境を破壞して迄もこれを実施する積りか。

　７、個人企業は自由である。本亊業を市営にしなければならない理由如何

　８、教職員会、通り会連合会、子供を守る会婦連、青連等の団体が競輪亊業に反対の機運がある。これを押し切って迄実施する方針であるか。

　９、競輪亊業の收益が如何なる面に使われているか、日本における實績並びにその使途別内訳を数字的に示して貰いたい。

１０、本計画案における市の競輪收入は一ヶ年間にどの程度見込んでいるか

１１、競輪亊業實施に伴う立退住民の移転計画について具体的詳細に説明願いたい。

１２、立退移転期間中における生活補償についてはどう處置される計画か。

１３、市長は本案が議会の承認を得られない場合は競輪亊業をやらないと言っているが、そうなった場合、市長と会社との契約関係はどうなるか。

１４、若し假りに本案が不承認になった場合、市長はこの亊業をやらないと言っているがそこに矛盾がある法律専門家である市長なればこそ、この措置は余りにも議会を軽視したものと解せられても致し方ないと思料するが主管部当局の見解如何

１５、提出議案の第三十八號は次ぎの第三十九号、第四十号、第四十一號、第四十二號、第四十三号と相関連して始めて本亊業の實施ができるものであって特に第三十八號議案のみを専決処分にしたか、その理由を具体的に示して貰いたい。

以上が五日の委員会に於ける貭疑亊項であります。これに対し主管部当局から夫々説明があったのでありますが、審議末了の侭次回へ持越すことになったのであります。尚立退者に対する補償費の問題については、一應陳情代表者を招致し、意見を聞くことになりましたので次の七日にこれを行ったのであります

　陳情書の内容につきましては、既に皆さんの御手元にお配り致してあります通り立退者は殆ど薄給なる軍勞務者であり貯蓄どころか日々の生活にも困窮して居る者であり、この度の計画には讃成であるが移転費は資材の運搬並びに補足資材の購入或は休業中に於ける家族の生活等も考慮に入れて貰い、一世帶当り五萬円を補償して貰いたいとの亊であります。審査に当りましては陳情代表者六名が立退者全員の権限の大部を委任された亊を確認致し、本格的、審査に入ったのであります。

先ず本陳情書の主旨である五萬円補償の算定の基礎について伺いました所


 
  	人夫賃一人二食付二〇〇円五人二日分
  	二、〇〇〇円
 

 
  	跡庁付整理費
  	二、〇〇〇円
 

 
  	運搬費トラック一台一日
  	一、五〇〇円
 

 
  	補足資材費
  	二七、〇〇〇円
 

 
  	生活補償費
  	二、五〇〇円
 

 
  	大工賃一人一日二〇〇円五人十五日分
  	一五、〇〇〇円
 

 
  	計
  	五〇、〇〇〇円
 




と云うのであります。是に引続き公園内に住居を持つに至った経緯の説明を聴取し活発なる貭疑が行われたのであります。貭疑の主なるものを申し上げますと

　１　、住宅は軍労務者として、軍からの割当であるかどうか若し立退かされる場合は条件があったか如何か

　２　、公園は市有地であることは割当当時知って居たか、如何か、軍から土地も割当ると云った様な条件はないか

　３　、競輪場になる亊は何年前に聞いたか

　４　、軍からの割当世帶は何軒あるか

　５　、移転者の職業分野及び總人口中の可働者、非可働者内訳はどうか

　６　、競輪場が否決になり市が公園を計画するとしても立退くか如何か

　７　、現地を視察して見ると殆どトタン葺或はカバ屋が多いがその理由如何

　８　、公園は永住地として良いと思うか、どうか、

　９　、市の計画して居る移転先についてどう思うか

　１０、市が復金借入の幹施をする場合借入能力のある者が居るか如何か

　１１、市の救済者以外に親類緑者から援助を受けて生活して居る者は居ないか如何

以上であります　結論と致しまして、陳情者の意見は移転先に対しても何等の不満は無いが立退者の実情を特に考慮の上、適正なる補償費を要求して居る様であり本委員会としては適正なる補償は妥当であると認めるのでありますが、本件は審議未了となって居ります。議案第四十三号自転車競技亊業特別会計歳入歳出予算案とも関連する問題でありますので、本議案審査の際更に愼重検討することに致したのであります。続いて議案第三十八號、第三十九號、第四十號、第四十一號、第四十二號、第四十三號について、前日に引続き何れも相関連する議案でありますので一括上程審査をすることに致したいのであります。

　前述の通り論議の焦点は議案第三十八號でありまして、つまり地方団体の目的達成の手段としてのそれが齎らす、経済的効果と社会的効果を比較検討する時はその論議は盡きないものがあり質疑、討論も亦活溌に展開されたのであります。当日の貭疑の主なるものを申上げますと、

　１、那覇市に競輪場を設値するについて、その匹敵する競輪場を小田原市を例に取って居るが那覇市と小田原の都市の形態或いは歴史的に見て如何様な類似点があるか伺いたい。

　２、当局は大那覇市として首都の建設には二十億円の資金を要すると云われて居るがその算定基礎を伺いたい。

　３、十一月五日以後各新聞社紙上の論調は、競輪亊業に対し極度に反対を唱えて居るが、本亊業を施行しなかった場合市自体に如何なる影響を及ぼすか伺いたい。

　４、契約を破棄した場合当局の立場について伺いたい。

是に対し当局から説明があり、了承出来たのでありますが問題は更に競輪に素人である我々委員が暗中模索の中に論議をするよりも亊業者自体からその実態をもっと深く聞くと同時に全員協議会で諮り度いと云う意見と、各種団体の意見を聴取の上處理すべきが妥当であると云う意見があり結局、当委員会としては審査の愼重を期するため各種団体の意見を聴取の上結末をつけることに相成りまして、以上六議案及び陳情一件は、審査未了となって居るのであります。處が会期が後本日一日では處理致し兼ねますので会期を後五日間延長することに決定致した次第であります

　宜敷お取計い下さいます様お願い致しまして当委員会の審査経過の報告と致します

○議長（泉正重君）

順序と致しまして總務財政委員会の経過の報告について御貭疑を願わなければならないのでありますが、最後に議会の会期を延長することに委員会で決定した、こういう御報告なので一應その点をお諮り致したい。そのためには本会議を暫時休憩致しまして協議会に移りたいと思いますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決し、暫時休憩致し協議会に入ります。

（午前十一時十九分　休憩）

――― ○ ―――

（午前十一時四十七分　再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。先程の協議会で色々御意見を拝聽致しまして御意見を纒めましたので今議会の会期を四日間延長致します從いまして十一日の金曜日迄に總務財政委員会の結論を得まして十二日に本会議を午前十時から開きます本会議に於て結果の御報告を願ひ引続き貭疑討論採決にもって行きたい、こういう風に考えますので今期議会の会期を四日間延長することを可決致して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って今期議会の会期は四日間延長可決致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

それから両方の特別委員会の正副委員長の互選これはこういたしませう、特別委員会の正副委員長は各特別委員会で互選下さって次の十二日（土曜日）の本会議に御報告願いますでは再び申上げます。十二日（土曜日）午前十時本会議を再開致します　今日はこれで散会致します

（午前十一時五十分　散会）

――― ― ―――
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一九五五年十一月十二日（土曜日）

午前十一時五十五分開議

――― ― ―――

○副議長（長嶺将真君）

只今から本会議を開きます。本日の出席二十八名、欠席二名であります。お諮致したいことが御座居ますので本会議を休みまして直ちに協議会に移ります。

（午前十一時五十六分　休憩）

――― ○ ―――

（午後一時十分再開）

○副議長（長嶺将真君）

只今から午前に引続き会議を再開致します。

――― ― ―――

○副議長（長嶺将真君）

諸般の報告と致しまして去る八日の本会議に於て設置せられました税制審議特別委員会及び都市合併特別委員会の各正副委員長互選の結果につき各委員会代表から発言が求められておりますのでこれを許します。

○喜久山朝重君

税制審議特別委員会の正副委員長選出の結果を御報告致します。委員長に仲井真元楷氏、副委員長に崎山喜達氏を選出致しました御報告致します。

○副議長（長嶺将真君）

次に都市合併特別委員会代表比嘉朝四郎君からの御報告を願います。

○比嘉朝四郎君

選擧の結果辺野喜英興君を委員長に久高友敏君を副委員長に選任致しました。

○副議長（長嶺将真君）

本日の議亊日程は印刷の上、御手元に配付致してありますからそれにより御報告に替えます

――― ― ―――





議亊日程第十五號

一九五五年十一月十二日（土）

午前十時開議

第一　市税問題に関する諸調査研究につきその審査終了迄税制審議特別委員會における議會閉會中の継続審査をなさしめることについて

第二　都市合併問題に関する諸調査研究につきその審査終了迄都市合併特別委員會における議會閉會中の継続審査をなさしめることについて

第三　那覇市営自転車競技亊業を施行することについて

（市長提出議案第三十八號）

第四　自転車競技場設置について

（市長提出議案第三十九號）

第五　市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十號）

第六　那覇市自転車競技亊業特別會計設置について

（市長提出議案第四十一號）

第七　市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二號）

第八　一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別會計歳入歳出予算案

（市長提出議案第四十三號）

第九　奥武山公園立退者からの移転費恵与方の陳情について

（總務財政委員會審査報告）





本日の会議に付した亊件

日程第一　市税問題に関する諸調査研究につきその審査終了迄税制審議特別委員會における議會閉會中の継続審査をなさしめることについて

日程第二　都市合併問題に関する諸調査研究につきその審査終了迄都市合併特別委員會における議會閉會中の継続調査をなさしめることについて

日程第三　那覇市営自転車競技亊業を施行することについて

（市長提出議案第三十八號）

日程第四　自転車競技場設置について

（市長提出議案第三十九號）

日程第五　市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十號）

日程第六　那覇市自転車競技亊業特別會計設置について

（市長提出議案第四十一號）

日程第七　市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二號）

日程第八　一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別會計歳入歳出予算案

（市長提出議案第四十三號）

日程第九　奥武山公園内立退者からの移転費恵与方の陳情について

（總務財政委員會審査報告）

日程第十　今期議会の会期再延長の件について

――― ― ―――





○副議長（長嶺将真君）

只今から議亊に入ります。日程第一市税問題に関する諸調査研究につきその審査終了迄税制審議特別委員会における議会閉会中の継続審査をなさしめることについて議会の議決を得たいのでありますが皆さんの御審議をお願いします。

（「原案賛成」と呼ぶ者あり）

○副議長（長嶺将真君）

御異議ないと認めます。依って本件は左様に可決致します。

――― ― ―――

○副議長（長嶺将真君）

次日程第二の都市合併問題に関する諸調査研究につきその審査終了迄都市合併特別委員会に於ける議会閉会中の継続審査をなさしめることについても議会の議決を得たいのでありますが皆さんの御審議をお願い致します

（「原案賛成」と呼ぶ者あり）

○副議長（長嶺将真君）

御異議ないと認めます。依って左様可決致します

――― ○ ―――

○副議長（長嶺将真君）

次日程第三から日程第九迄即ち市長提出議案第三十八号から三十九、四十、四十一、四十三号以上六議案及び陳情一件は相関連するものであります從いまして一括議題と致し、總務財政委員会における審査経過の報告を求めます

○総務財政委員長（高良一君）

只今一括議題となりました議案第三十八號から第四十三號迄以上六議案並びに陳情一件につき、その後の本委員会の審査経過につき御報告申上げます。

　会期四日間延長を全員の御賛同を得まして八日、本会議終了後引続き会員出席の下に委員会を開催、その審査を行ったのであります。然るに議論百出、賛否両論に分れ、その結論を得るに致らず結局市民の世論は飽く迄尊重すべきであり、公聽会を開き各種団体の意見を聽取すべきが妥当であると云う結論を得ましたので茲に二十一団体の代表者を招請致し、其の意見を聽取することに致し、当日の委員会を閉ぢたのであります。次いで十日午后二時から公聽会を開催致しました所二十一団体の中、諸種の亊情に依り六団体欠席、十五団体代表者の出席を得ましたので代表各位の意見を聽取致した次第であります。それにつきまして反対者の意見を總括して申し上げますと、

　競輪は純粋のスポーツとは考えられず一種の賭博であり、その仕組からして八百長は避けられないものである以上犯罪の増加は必然であり、こうした社会悪の伴う亊業から生ずる財源を社会福祉面に寄與せしめることは好ましくなく日本では盛んにやって自治体の財政面に非常に良い結果を生んで居るからと云っても社会に及ぼす悪影響無視してやる必要は絶対にない。尚時間的に見て、長時間を要する競輪をやる暇があるならその時間を寧ろ生産面に向ける様当局は生産面の育成に全力を尽すべきだとの意見であり、

　尚賛成側の意見を總括して申し上げますと既に競輪法も交付されて居り全住民の代表である立法院議員が總ゆる角度から愼重に検討の上地方財政に寄與する良策として立法もされたと思う。尚日本に於いて社会に悪影響を及ぼしたからと云って必ずしも沖縄にも起ると云う亊は考えられない。都市計画に莫大なる経費を必要とする那覇市の財政上からして市民の現在以上の税額負担を押さえ、競輪亊業に據る税外収入を探求することは結構なことだと思う。一方教育財政面は極度に逼迫し、現在政府並びに市当局の莫大な補助を得て、辛うじて教育施設及び社会福祉施設の充実強化を維持して居る現况にあって、この種の亊業も社会面に及ぼす弊害を取除くべく運営面に充分気をつけて貰うことを条件として賛成すると云うのであります。

　結局公聴会の結果と致しましては十対五と云う数で反対多数であったのであります。次いで翌十一日午後二時委員会を開催致し、公聽会に於ける賛否両意見を勘案、検討致したのでありまするが委員間に於いても賛否両論に分れ、先日来の本質論、社会に於ける悪影響、市財政面の現状につき、種々論議されたのでありますが、問題が大きいだけに本委員会に於いて簡單に處理することは、余りにも軽率であり、本亊業施行予定地奥武山立退住民の移転補償費の問題についても、住民側は一世帶当り五萬円の補償費を要求して居り当局案は、總額七十萬円の予算で處理しようとして居る。即ちこの補償問題が解決しない限り本亊業施行は不可能である。従って立退住民側と当局との間に相方納得の行く様に措置しなければならない。寧ろこの方が先決問題であると考えるのであります。結論として公聽会に於ける口述人の意見は賛否両論であり本委員会で即決をすることは余りにも軽卒の誹を免かれない。本問題の重要性に鑑み、審査の愼重を期すべきである。従いまして、今期議会の會期を本月二十二日迄後十日間再延長の上、本委員会の審査を継続致したいと左様に考えて居るのであります。然るべく会期の再延長方取計られんことをお願い致しまして審査経過の報告と致します

○副議長（長嶺将真君）

委員会の審査報告の結果審議未了の侭非常に重大な問題であるために会期をあと十日延長して頂きたい　これにつきまして皆さん方の御審議をお願い致します。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

只今の二十二番議員（高良一君）の報告は委員会の報告になっておりますが、それとも先程の全体協議会の意見も交えた報告になっておりますか

○総務財政委員長（高良一君）

そうじゃありません。委員会の報告です

○島袋嘉順君

昨日の委員会では結果を報告して更に本会議で諮って頂くということになっていたと思います。

○総務財政委員長（高良一君）

十日間は全員に諮ってでありますがそれ迄は昨日の経過報告になっております。

○島袋嘉順君

前の経過につきましては一応委員会の報告でございますから審議未了という点は、私はそれは承認致します。然し会期を後十日間延長して愼重審議して貰いたいということは、

○副議長（長嶺将真君）

それは今お諮りした訳です　それでいいということになったのですが・・・

○島袋嘉順君

委員長のものは全体協議会のものも含めてでしょう。委員会としては、今日の本会議に諮って貰うということになっておりますので委員長の報告としてはこれで切れていると思う。更に今日の全体の協議会を纒めてやるとすれば分りますけれども昨日の委員会での審議を慎重にするために会期を延長して貰うということを今日の全体協議会に諮るということは不賛成でございましたが十日間の問題は検討すべき問題であると思いますのでその二つを区別して諮って頂きたいと思います。

○副議長（長嶺将真君）

暫時休憩致します

（午後一時二十二分休憩

――― ○ ―――

（午後一時二十三分再開）

○副議長（長嶺将真君）

本会議を開きます。只今の委員長の経過報告は昨日迄の経過報告とそれから午前中に行われました全体協議会の大多数の承認を得て二十二日迄会期延長の問題を附加えておりますのでこれをよろしく御審議お願いしたいと思います

○総務財政委員長（高良一君）

今先読上げましたのは委員会の昨日の審議の御報告でありまして今日の全体会議でこの問題が相当論議されまして委員会の希望も諒とされまして会期も十日間延長されましたのでよろしく御審議の上何とぞ御承認の程お願いしたいと思います。

○島袋嘉順君

今日本会議が開かれまして、それで本会議で会期延長するかどうかといった前に委員長の報告がある筈ですがその報告は只今二十二番議員から報告して頂いておりますけれども私も總務財政委員会の一員として昨日の委員会では今日の全体会議に諮ろうということに賛成しておりますが、それには責任を負わなければなりませんが然し報告の中には昨日の總務財政委員会の報告の中更に全体協議会の問題も含めて、なされておりますのでその点については私は總務財政委員会の一員として委員長の報告は責任を取れませんのでここでは休会して貰って再び委員会で相談させて頂きまして委員長の報告を昨日の總務財政委員会の報告として受取るか或は又昨日の總務財政委員会の報告はその侭にして貰って今朝の總務財政委員会の報告のように全体協議会の審議も更に含めて總務財政委員会の結論にするかははっきりしなければいけないと思いますのでその点一応ここで休会を願い致しまして總務財政委員会の打合せを開かせて頂きたいと思います。それで私としましては只今の總務財政委員長の最後の結論でございます十日間延長するということに決ったということは昨日の總務財政委員会の結論じゃありませんので私は昨日委員会で一緒に全会一致賛成したことにつきましては責任を取らなければいけませんのでそれで委員長の報告にちょっと食い違う点がありますので、私責任問題ですからその点を明かにするために休会を宣言して貰って更に總務財政委員会の打合せを開かして頂きたいと思います。

○副議長（長嶺将真君）

暫時休憩致します。

（午後一時二十七分　休憩）

――― ― ―――

（午後一時三十九分　再開）

○副議長（長嶺将真君）

再開致します。

○総務財政委員長（高良一君）

昨日迄の總務財政委員会の審議の結果は只今読上げて御承認を頂いたのでありますがそれで本会議でその問題を皆さんにお諮り致しましたところこの会期延長について十日間の延長ということに全体協議会では意見が纒まった訳であります。この十日間延長の全体協議会の意見を總務財政委員会に掛けましたところ委員会に於きましても十日間の延長が妥当であるという風に意見が一致しまして所謂總務財政委員会としては後十日間の会期延長を御承認下さる様お願いする訳であります。

○副議長（長嶺将真君）

只今一括議題と致し總務財政委員長の審査報告を聽取致しました結果は審議未了で審査の愼重を期するため後十日間会期を再延長して貰いたいとのことであります。就きましては議案六件、陳情一件につきましては審査報告を了承致し、会期の再延長についてお諮り致したいと思いますので、今期議会の会期再延長の件についても議亊日程に追加致したいと思います　左様取計うことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（長嶺将真君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し日程第十今期議会の会期再延長の件について日程は追加せられました。

――― ― ―――

○副議長（長嶺将真君）

只今追加されました日程第十今期議会の会期再延長の件についてを議題と致します　只今總務財政委員長の報告にありました十日間再延長について御審議をお願い致します。

（「異議なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○真栄田義晃君

先程の全体協議会で述べました通り競輪に対する賛成の意見も亦反対の意見も夫々理由は既に出盡しておるのでこれ以上延長する必要はない。こう考える訳であります

○高良清二君

只今の總務財政委員会の審査の結果報告通り委員長報告にあります。十日間の会期再延長に賛成するものであります。

○副議長（長嶺将真君）

会期十日間の再延長に御異議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○副議長（長嶺将真君）

御異議ないと認めます　依って今期議会の会期を後十日間再延長可決致します。

――― ― ―――

○副議長（長嶺将真君）

本日の議亊日程はこれで全部終了致しましたので二十二日の本会議は午前十時に開くことに致します。長い間有難うございました。本日はこれで散会致します。

（午後一時四十二分散会）

――― ― ―――
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一、会議録署名人

一九五六年二月二十八日

二番議員　　　上間長和

一九五六年三月二日

十六番議員　　真栄田義晃

一九五六年三月二日

那覇市議会議長　泉正重





一九五五年十一月二十二日

午前十時三十二分開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日は全員出席でございます。本日の會議を開きます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します。本月八日の本會議において採決されました銀座通り舖装方に関する陳情については、市町村自治法第六十五條の規定により、議長から市長宛陳情書を送付致しました處、十八日付那発第五二二六をもって、その處理の経過並びに結果につき報告がありましたので議長はその寫を印刷の上各位に配布致しましたから、それによって御了承願います。





那発第五二二六号

一九五五年十一月十八日

那覇市長　当間重剛

那覇市議会議長

泉正重殿

議会において採択になった陳情の処理経過並びに結果について（報告）

一九五五年十一月八日議会において採択された左記陳情の処理経過並びに結果については次のとおりであります。

記

一、銀座通り鋪装方に関する陳情について処理経過並びに結果

一、当通りの鋪装工事は予算の都合上早急に実施することは困難であるが、予算を考慮して本年度末までには施行したい。

二、鋪装施行までは石粉を入れてローラーをもって転圧、シルコート鋪装し維持修繕に努めたい。





○議長（泉正重君）

本月二十一日付那発第五、二三五號をもって、市長から議長宛、提出議案の内容変更について、公文が参っておりましたので、議長において、その寫を印刷の上御手許に配布致しておりますので左様御了承願います。尚、本件に関しましては、後刻議題と致し、各位の御審議を願うことに致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上、御手許に配付致してありますから、それにより御報告に替えます。





議事日程第十六号

一九五五年十一月二十二日（火）

午前十時開議

第一　議案第四十三号の内容変更同意について

第二　那覇市営自転車競技亊業を施行することについて

（市長提出議案第三十八号）

第三　自転車競技場設置について

（市長提出議案第三十九号）

第四　市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十号）

第五　那覇市自転車競技亊業特別会計設置について

（市長提出議案第四十一号）

第六　市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二号）

第七　一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別会計歳入歳出予算案

（市長提出議案第四十三号）

第八　奥武山公園内立退者からの移転費恵与方の陳情について

（総務財政委員会審査報告）

第九　市税問題に関する諸調査研究について

（税制審議特別委員会審査経過報告）

――― ○ ―――





本日の會議に付した事件

第一　議案第四十三号の内容変更同意について

第二　那覇市営自転車競技亊業を施工することについて

（市長提出議案第三十八号）

第三　自転車競技場設置について

（市長提出議案第三十九号）

第四　市有地を賃貸することについて

（市長提出議案第四十号）

第五　那覇市自転車競技亊業特別会計設置について

（市長提出議案第四十一号）

第六　市債を起すことについて

（市長提出議案第四十二号）

第七　一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別会計歳入歳出予算案

（市長提出議案第四十三号）

第八　奥武山公園内立退者からの移転費恵与方の陳情について

（総務財政委員会審査報告）

第九　市税問題に関する諸調査研究について

（税制審議特別委員会審査経過報告）

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今から議亊に入ります。

日程第一の議案第四十三號の内容変更同意についてを議題と致します。





那発第五二三五号

一九五五年十一月二十一日

那覇市長　当間重剛

那覇市議会議長

泉正重殿

提出議案の内容変更について

今期議会に提出致しました議案第四十三号については左記理由により別紙の通りその内容を変更致したく議会の同意を得たいので左様御取計い下さる様お願い致します。

理由

　一　当初補償費計上は第一次調査に基き七〇万円を計上したのでありますが、第二次細部調査及び生活補償費の追加により一一五万円を算定することができた。

　二　宮良永昌（那覇競輪株式会社）よりの指定寄附（補償費充当）四十五万円により前項補償費不足額に充当する。





議案第４３号　１９５６年度那覇市自転車競技事業特別会計歳入歳出豫算案
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歳出
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○議長（泉正重君）

御手許に配付してあります、市長から議長宛の公文書の寫しを御覧になって頂きます。この議案第四十三號は、一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別會計歳入歳出予算案となっておりますが、公文書左記理由にあります通り一、当初補償費計上は第一次調査に基き七十万円を計上したのでありますが、第二次細部調査及び生活補償費の追加によりまして百十五万円を算定することが出来ました。二、宮良永昌よりの指定寄附四十五万円により前項補償費不足額に充当する。この理由によりまして当初原案を組替えて提案されたものであります。予算総額に於て、当初百万一円だったのが、今回百四十五万一円となり四十五万円の増額と相成ったのでありますが、本件に関しては、會議規則第十七條の規定に「議題となった議案又は動議は発議者に於て議會の同意を得なければこれを撤回し、又は変更することが出来ない」と謳われておりまするので、この規定によって處置致さねばならない譯であります。從ってお諮り致します。議案第四十三号の内容変更について、同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。よって、本件は同意することに可決致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二市長提出議案第三十八号から日程第八の奥武山公園内立退者からの移転費恵與方の陳情について、以上七件を一括致しまして、総務財政委員会の経過並びに結果の報告を承って然る後に議案一つ一つについて討論、表決と、こういう順序で運んで行きたいと思います。

では、日程第二から日程第八迄を一括議題と致しまして総務財政委員会における審査の経過並びに結果の御報告を求めます。

○総務財政委員長（高良一君）

只今一括上程になりました議案第三十八號から議案第四十三號迄以上六議案並びに陳情一件について、其の後の当委員会に於ける審査の経過を御報告申し上げます。

　本亊業の施行については既に御報告申し上げました通り、公聽会に於ても賛否両論あり、世論の沸騰の中に之を簡單に處理する場合は物議を釀す虞あることが察知されましたので去った十二日の本会議に於て、各位の御理解ある決議に依り更に十日間の会期延長を致し、審査を続行致したのでありますが、其の間私は日本に於ける競輪亊業の實態調査の為め上京致しましたので十六日、十八日両日間は副委員長が主催したのでありまして、副委員長から不在中の審査経過の報告を受けたのであります。

　先ず十六日の委員会に於ける審査順序と致しまして更に慎重を期する意味に於いて一應、本質論、財政論、公園立退者補償問題の三点に區分し、之を探求することに致したのであります。處で、本問題の本質論に就いては既に委員会、公聽会等前後四回に亘り論議されて居りますので一先ず論議のむし返えしを控え財政面について、もっと掘り下げて検討することに致したのであります。それについて質疑の主なる事項を申し上げますと

　　一、当局は競輪亊業を施行することによって、年間二一六万円の收入を上げねばならぬ程財政が逼迫しているかどうか。尚、市の一般会計並びに特別会計の財政について具体的詳細に説明願い度い。

　　二、市町村財政交付金について政府に対し、増額要求したことがあるかどうか。当市に対する交付金五三〇万円は全琉市町村交付金の何％に当るか。尚この交付金の内譯を詳細に説明をして頂き度い。

　　三、五六年度歳出予算面に於ける基本産業育成費中の重要なるものを伺い度い。

　　四、戰災復興亊業費は二〇億余円と算出されているが、これは都市計画亊業費だけであるか。病院、市営住宅、公会堂等の建築費を含むものであるかどうか。その算定の基礎及びその裏付となる歳入面の計画について伺い度い。

　　五、去年の市町村長会に於ける統計資料によると一人当りの担税額は那覇四百三十五円、首里百五十二円、小禄百七十八円、真和志二百六十二円となって居り他市町村は殆ど百円程度となって居る。市民税を賦課する場合は市民の負担能力も考えるべきだと思ふ。それに就いて那覇市に於ける五五年六月末現在の市税の徴收率は僅かに五五％であり、これは那覇の一人当り四百三十五円という負担過重から来ているのではないかと思うが、これに対する財政部当局の見解を伺い度い。

　　六、税外收入はこれ以外に無いとの答弁であるが、道路の細部に亘って道路法法第三十七條の道路専用料を主席の認可を得て取り立てるべく申請されたかどうか。

　　七、首里バスの年間の純益並びに市営亊業に就いて伺い度い

　以上の通りであります。これに対し、主管部課長並びに関係職員から詳細なる説明に依り、結局、当委員会としては都市計画の進展に伴う教育施設の充実及び社会福祉面の強化等幾多の重要なる建設亊業を控え居る今日、現財政面は余りにも困窮であり、新規財源を他に求めんとする当局の真意は窺い得たのでありますが、公園立退者補償費の問題も審査未了とあって結論を打ち出す譯に参らず、二十一日の委員会迄、更に研究することに致し当日の委員会を閉じたのであります。

　越えて十八日午後二時から委員会を開催、委員八名出席、主管部課長並びに関係職員の出席を求め、公園立退者補償費の問題について審査を行ったのであります。

　本件に就きましては、過日御報告申し上げました通り陳情代表者五名を招き、その意見を聽取したが、審議未了の儘一應、一世帶当り五万円要求に対する意見調整を当局に御願い致し置きました處、その後陳情者側の要求に変更があった様に聞き及びましたので当局に対し、その変更内容を伺ったのであります。それに依りますと、

一、割当家屋を基準にすること。

二、家屋の評價は、家屋税に依って定めるか、市の係員に任すこと

三、家屋数の多い、少いを算定すること。

四、割当家屋以外は市当局の良識に依って欲しい。

五、借家人は家族数其他の亊情に基いて当局に一任すること。

以上の主旨を以って、四名の折衝員が参ったとのことであります。それに就いて折衝員と当局の話合いを簡單に申し上げますと、当初、立退者側は移轉補償費として一軒当り五万円を要求致して来たのでありますが、建物の大きさ、内部造作等に依り各戸毎に評價額は違うので現状を調査の上適正の評價を市に一任すると共に、生活補償費に就いても当初一世帶当り、二千五百円を要求致して居たのでありますが、これは不合理であり、市としては家族の構成に依るべきが妥当であるとして、家族一人について、五百円を給することにより、代表者側も充分納得して居る様であります。

　論議の焦点は予算に計上されて居ります移転補償費の七十万についてであります。それについて、係り職員の説明によりますと、七十万の補償費中には移転者の生活補償費は含まれて居ない様であり、移転者の総人口よりして少くとも十五万円は追加せねばならないというのであります。然も、七十万の補償費については確たる調査に基くものでないとすれば、当然本予算額を以っては円満なる移転の解決は望めないのであります。

　結論と致しまして、本問題につきましては少くとも百二十万円程度の予算は計上すべきが妥当であるとの全員意見一致を見たので極力これが増加計上方を要望致し、尚、之が証言を得て本委員会は之を採擇することに決定致した次第であります。

　次いで二十一日午後二時全委員出席の下に、主幹部課長の出席を求め、議案第三十八號について、その審査を行ったのであります。本件につきましては既に数回に亘り、本質論、財政論と総ゆる角度から論議され、その余地もないのでありますが、下火になりつつあると稱する日本に於ける競輪亊業の実態と、世論の沸騰する所又賛否両論があり、加うるに市長の専決處分に依ってなされた今日に於いて、疑心暗鬼の生ずるのも亦止むを得ないと思うのでありますが、一應更に、之に関連する契約書の内容を検討することに致したのであります。それについて質疑の主なるものを申し上げますと、

　　一、第三項中第二次以降の競輪場の擴張整備は競輪亊業の収益の一部より遂次之に充るとあり、尚、第四項に於いては乙丙は甲に対し、税金及び運営諸経費を総收入より差引いた残額の二分の一を納付するとあるが、萬一收益が無く、赤字となった場合は如何するか。

　　二、第七項に乙丙は本契約に基ずく競輪施設を全部完成して競技の開始後十年間に建設費その他を償却し、その施設及び附屬施設を甲に無償讓渡するとあるが、競技の開始後十年間に建設費その他を償却し得なかった場合、如何云う結果になるか。

　　三、亊業計画書を見ると運営諸経費として総收入の十二％を計上して居るが仮に入場料の監督は出来ても諸経費の監督は絶対に出来ないと思うが、それについて当局は如何云う考えを持って居るか。

　以上の三点にあったのであります。それについて種々質疑討論があったのでありますが、結局競輪亊業が競輪の為の亊業でなく、市財政の窮乏を救う為の競輪亊業である以上、当面の問題として財源の裏付は是が非でも必要である。從って契約保証金二百万円を前納さすべきが妥当である事は委員多数が認めたのであります。處で、本契約書は専決處分に依って既に効力を発生して居る以上、本契約書の改訂は出来ないので結論と致しまして別途契約として、

　　一、契約保証金として、初年度に二百万円を納入すること。

　　二、契約書第七項中「建設費その他を償却し」を削除すること。

　　三、年間二百万円以上の收益が無い場合は、契約を解除すると共に同施設一切を没収するものとする。

　以上の要望意見を附して、本契約書内容の審査を終ったのであります。

　続いて、本議案第三十八號に対する各委員の忌憚無い意見を聽しました處、原案に対する賛成は、渡口、上原、赤嶺、玉那覇の四委員で、困窮せる市財政面の新財源開拓の見地から、本亊業の施行を承認すべきであると云う亊が主なる理由となって居り、原案に対する反対は、仲井真、島袋、久高、喜久山の四委員で、その理由は支持者の意見、與論を尊重する。どの面から見ても承認出来ない、或は又本亊業の本質論からして絶対反対であり、從って残りの関係議案についても反対であると云うのであります。

　それで、可否各同数となりましたので、委員会條例第七條の規定に依り委員長の採決権を行使致したのであります。そこで、私の見解を申し上げますと、日本に於ける競輪亊業の実態につき視察致しました結果、事業面では色々疑問の点もあるけれども賛成委員の意見理由にもあります通り困窮せる市財政面の打開策として、一應はやらせて見たい。それで先程、御報告申し上げました契約に関する要望意見を附して賛成致した次第であります。

　結局、本三十八號議案は、委員長の採決権行使に依り承認することに相成ったのであります。

　從いまして、之に関連する議案第三十九號以下議案第四十三號の五議案の結果についても第三十八號議案同様の結果と相成った次第であります。

　宜敷く御審議の上、各位の御賛同を得たいのであります。





寫

一九五五年十一月二十一日

総務財政委員會　

委員長　高良一

那覇市議會議長

泉正重殿

委員會審査報告について

本月四日第七回議會（臨時會）本會議において、総務財政委員會に付託された左記議案は慎重審議の結果別紙の通り審査したので報告する

記

一、議案第三十八號　那覇市自轉車競技事業を施行することについて

一、議案第三十九號　自轉車競技場設置について

一、議案第四十號　　市有地を賃貸することについて

一、議案第四十一號　那覇市自轉車競技事業特別會計設置について

一、議案第四十二號　市債を起すことについて

一、議案第四十三號　一九五六年度那覇市自轉車競技事業特別會計歳入歳出豫算案





別紙

総務財政委員会審査結果報告

自　議案第三十八号　至　議案第四十三号以上六議案は左記の通り審査した。

記

一、議案第三十八号那覇市営自転車競技亊業を施行することについては次の要望意見を付して原案を承認した。

１、契約保證金として初年度に二〇〇万円を前納すること。

２、契約第七項中「建設費その他を償却し」を削除すること。

３、年間二〇〇万円以上の收益がない場合は契約を解除すること。

一、議案第三十九号自転車競技場設置について、議案第四十号市有地を賃貸することについて、議案第四十一号那覇市自転車競技亊業特別会計設置について、議案第四十二号市債を起すことについて、議案第四十三号一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別会計歳入歳出予算案、

以上五件は原案を承認した。





寫

一九五五年十一月二十一日

總務財政委員会

委員長　高良一

那覇市議會議長

泉正重殿

委員會審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き本委員会に付託された陳情書について慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

奥武山移転住民代表儀間真喜から提出に係る奥武山公園内立退者の移転費恵与方の陳情についてはこれを採択と決定した。





○議長（泉正重君）

只今の総務財政委員長の経過並びに結果の御報告について御質疑ありませんか。

○久高友敏君

只今委員長の方から總務財政委員會の結果を承りますと、本三十八號議案の市長に於て専決處分をされたこの契約書が果して総務財政委員会のあの付帶條件と本契約書との相違点、つまり法的効力の有無について果して付帶條件が契約書に優先するかどうかを委員長にお訊ね致します。

○総務財政委員長（高良一君）

これは法的にも生きている効力を発することは出来ます。

　それから財政部長にちょっとお訊ね致しますが昨日のこの付帶條件―ちょっと前に出て来て貰いたい―今読み上げました委員会の第一の契約保証金として、初年度に於て二百万円を納付すること。二、契約書第七項中「建設費その他を償却し」を削除すること。三、年間二百万円以上の收益がなかった場合は本契約を解除すると共に一切の施設を没收すること。この三つに対し、委員会は意見を付しておりますが、部長は昨日の委員会に於て、これに対しては、確かにやりますということを証言したのですが、本會議に於て更にこれを証言して貰いたい。

○財政部長（長嶺良松君）

つまり相手側とはっきりそこまで相談が済んでいるかどうかですね。

○総務財政委員長（高良一君）

相手側とは関係ありません。昨日委員会でははっきり出来るといっておりましたから、この文句が修正された時は困りますから、よく考えて貰いたい。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します。第一項と第二項は、私は確かにそういふ風に覚えておりますが、第三項の没收ということは承諾したことはありません。

○総務財政委員長（高良一君）

だから契約書の第七項には十年間で建設費その他を償却し、競輪場の施設を市に無償讓渡する。こういう文句になっているが、仮にこの事業が二年で失敗した場合、この二百万円を納め切れなかった場合は直ぐ解約になる譯でしょう。處が十年間という契約に於ては、亊業は解約しておってもこの施設に対して触れることが出来ない。先ず三年間で失敗した場合、最悪を予想して考えた場合に二百万円を納め切れなかったから解約をした。ところが、この施設に対しては七年間も触れることが出来ない。だから、そこに無償で讓渡するということを謳ってあるから没收してもいいということに対して、こういうことを附け加えた譯であります。これは非常に大事な問題であります。これを承認して貰いたい。若し、三年間でこの事業が赤字になって解約になった時も十年生きる。それで七年間この施設に触れることは出来ない。或は没收でなければ解約と同時に立退かせる。そして原形に復してこれを解約するというようなことでもいいから、この儘置かれたのでは、たまったものじゃない。

○財政部長（長嶺良松君）

趣旨はよく分りますが、私は昨日の総務財政委員会では・・・・・・。

○総務財政委員長（高良一君）

それはいいから、それをどうするか。それが一番大亊な問題です。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え申し上げます。原形に復するように市の條例でもそういうことが謳われておりますので・・・・・・。

○高良一君

條例に謳われているかも知れないが、契約書には謳っていないのでありますから、十年間その儘置かれた場合には面目を失墜するのです。市長と契約をするということは承認されている。處が施設については、ちょっとも触れていないから撤去でもいいですよ、成可くは没収ですが、これを原形に戻して貰う。これを十年間も引張られたのでは今の三十名の議員は責任問題になりますよ。

○市長（当間重剛君）

委員会の議案三十八号に対する一、二、三の三の年間二百万円以上の收益がない場合は契約を解除する。つまり、契約は内容から見れば二つある譯ですが、競輪の契約と土地を貸すことの契約と二つある譯ですが、それで土地の賃貸につきましては地料を拂わん場合も解約の原因になりますし、又委員会としましても年間二百万円以上の收益がない場合、解除が出来るということであれば、今度は解約のことでありますが、それは條例に基いて原形に復するということは民法上でも建前なんです。その時に市としては、その儘残した方が市の利益かも知れません。從って、これを原形に復するということは建前としては、原形に復するということになりますが、市のその時の亊情とか或は又その侭残して市が利用した方がいいという場合もありますのでその時にしか考えられないと思います。

○高良一君

それは、それでも結構ですが、問題はこれを無償で市が讓り受けて、その侭残すのか、或は小田原みたいに三千万円で買ってやった場合大変なことになりますので、そこを無償で讓り受けて残すかはっきりして貰い度い。買う場合には、大変になりますので契約の中に十年間で償却して無償讓渡するという文句があるから、この無償で讓渡するという文句を附加えてあればなおいいと思いますが、その無償で讓渡された時に市としては、これを施設として残すこともいいでしょうが、これを一應無償で貰えるか、どうかということがはっきりしなければ問題になるので、この無償で讓渡するという文句を附け加えた方が穏便のように思われます。

○議長（泉正重君）

総務財政委員会の要望意見である。第一、契約保証金二百万円を前納する。第二の契約書の第七項中に建設費その他を償却するという文句があるが、これを削除して償却するしないに拘らず、十年後には無償で那覇市に讓渡するということに決める。これには異論はないようでありますが、第三の場合の年間二百万円以上の收益がない場合は本契約を解除すると共に施設を没収する。本契約を解除する丈ではいけないという総務財政委員会の御意見でありますが、只今市長の御意見では当然契約を解除致しました場合には民法による土地を取る時には原状に復す、つまりその施設を向うの費用でもって撤回するというのが建前だが、つまり二、三年やってみて失敗でなかった方がいいという最悪の場合を考えますというと、この施設は要らない、向うの費用で撤去して貰いたい、こういう場合には撤去される。然し、経営が替って那覇市でやってみたい。やれば若干のプラスになるという場合には、向うに費用を出して撤去させる代りに、その侭でよろしい、その侭無償で讓受けることも出来るので、その場合に彈力性を持たすために契約を解除するという一点だけでいいんじゃないかという御意見でありますが一つにくくってしまうか、彈力性を持たせた方がいいかそれについて御意見を承りたいと思います。

○上間長和君

委員長にお伺い致します。この契約保証金を初年度二百万円前納する修正案、これは専決契約に対する越権行為じゃないのですか。これは飽く迄も委員会の希望であって、これは受託会社との話合いがどうなったか、受入れることが出来るかどうかが問題で、これは委員会の問題じゃないかと思う。専決處分は効力を発しているので修正要望ということは越権行為じゃないのでか。

○議長（泉正重君）

それは、そうではないでしょう。専決處分の契約の外に付帶條項として、これを入れるというのです。あれを修正するのじゃなくして付帶條項であるというのです。

○上間長和君

付帶條項を取り決める。その場合に受託会社との話合い如何によって向うは、受け入れるかどうか分らんでしょう。

○議長（泉正重君）

総務財政委員長にお聽きしようとしているのは、会社と話合いで決ったかどうかをお聽きしたいというのですか。

○高良一君

この問題については、昨日財政部長が話しはしてあるかどうか分りませんが責任を持つということをいっておりましたので、我々は会社側はどうかということよりも、主管部長が、それは出来ますということをはっきり言質を取ってありますので―但し、今の没收という文句は別であります―それ以上のものは、昨日主管部長のはっきりした証言を取ってあります。

○財政部長（長嶺良松君）

昨日の総務財政委員会でお答えした通り委員会審査報告書に現われているこの三條項は、その侭付帶條項で出来ると思います。

○仲井真元楷君

委員長にお伺い致します。昨日の委員会の空気の中では、付帶亊項は絶対の條件、これは必ず実現するものだということが、結局三十八号議案の審議の時の條件であった筈だが、今の處、それは行われないように思われますが、そういう場合に委員長の態度はどうなりますか。

○総務財政委員長（高良一君）

この條件、所謂委員会の今の三項が容れられない場合は、これは又この問題は別に変らなければいけません。そのために慎重を期しまして、主管部長にこれを再確認さした譯であります。

○島袋嘉順君

総務財政委員長は、これ迄の総務財政委員会の審議を纒めて報告されておりますけれども、私はここで、昨日総務財政委員会で提案されておりまする議案三十八号の採決をとりました場合の少数意見者の意見を、ここに述べると同時に改めて市長に質問を致したいと思います。先ずお手許に配られております総務財政委員長からの本会議に対する報告書の中にございますけれども、その二ページの方に記としまして、一、議案第三十八号那覇市営自転車競技亊業を施行することについては、次の要望意見を付して原案を承認した要望意見として、

一、契約保証金として初年度に二百万円を前納すること。二、契約第七項中「建築費その他を償却し」を削除する。三、年間二百万円以上の収益がない場合は契約を解除すること。

　こういう要望意見を付して議案第三十八号を原案通り承認したとなっておりますけれども、このことにつきましては、只今迄、久高議員並びに仲井真議員からも御意見が出ておりますけれども議案三十八号につき、去る十一月四日の本会議における議員の質問に対する市長答弁の中で、この議案三十八号は専決處分に付したけれども、これは法的な権限を執行しない、議会の賛否を待って若し否決になればこの競輪亊業を取下げたいということが答弁の中に現われております。そういう責任ある市長の答弁に基きまして、少数意見でございますけれども、私達はこの議案三十八号そのものを認めないので、その議案三十八号の中に謳われておる契約書、市当局と那覇競輪会社宮良永昌氏との契約につきましては、このこと自体も認めておりません。それで、こちらでは、委員会からの報告になっておりますけれども少数意見としては契約そのものに審議を加えていないし、更に議案第三十八号が認められないので、反対だということになっておりますから、それで委員会の討論の内容も詳しく述べまして報告に代えておきます。

　次に市長に対する質問であります。十一月四日本会議で私の質問に対する答弁の中で市長は議案第三十八号は既に那覇競輪会社と那覇市が競輪事業を行うということを契約した。そういう専決處分をなしたから、これを承認して貰いたいということに対して私はその市長の専決處分に対する問題に二、三の疑問をもっておりましたので、そのことについて質問した譯であります。そうしましたら市長は法的には契約は取交してあるし、この専決處分は法的な効力を有するかも知れない。然し、市長自身としては若し議会の賛否を経て、若しこれが反対に議会で否決されるならば私はこの競輪亊業をやらないということをいっておられるのを記憶しております。その日の本会議の議亊録を見れば明らかだと思っておりますけれども、この問題が昨日赤嶺議員から根本的な誤った意見が出ておりますので、私はその場で、これに対して勸告しておりますけれども、これを明らかにしたいため、十一月四日の本会議に於ける市長の答弁の中に謳われている市長の気持ちとしては、若し、議会が議案第三十八号を否決するならば市町村自治法第百十四條に基いて行った専決處分を法的に執行しないで議会の良識に訴えて、若し反対されるのだったら市町村自治法第百十四條に基かないで、これを廃止するという風な気持であるのか、どうか。それを市長に再び述べて頂きたいと思います。これは相当必要がありますので、昨日の総務財政委員会の中で、赤嶺議員の発言の中に十一月四日の本会議に市長の行った答弁について食い違う意見が出ておりましたので、その点、市長答弁の真意を確めたいと思いますので、その点述べて頂きたいと思います。

○市長（当間重剛君）

前回申述べましたのと全然変りございません

○島袋嘉順君

そうしますと市長としては一應専決處分を行い議案第三十八号を提出はしたものの若し、市会で否決されたならば法の効力を発効させない、一應競輪亊業を廃止するという意味でございますね。

○市長（当間重剛君）

十二番議員（島袋嘉順君）から前にも日本の判例並びにその他について話もありましたが、亊業の成否に対しての自信というものは別個と致しまして、市の議決機関である議会が、理由は別と致しまして、この亊業は市としてはやってはならないということであれば無論私は市民の代表としての議会の意思を尊重したいというのが私の本心であります。

○比嘉朝四郎君

動議を提出致します。もう質問も盡きたようですから、一つ討論に入って戴きたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今質疑打切りの動議が出ておりまするので、お諮り致します。

質疑を打ち切って直ぐに討論に入いる。左様取計らうことに御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って、質疑を打ち切って討論に入いります。

○島袋嘉順君

討論に入いる前に議長に要望があります。議会規則によりますと、討論に於て、議員は、二回以上同一問題について発言は出来ない。意見を述べることは出来ないとなっております。處がこの問題は先程から申し上げておりますように委員会としてもまだはっきりした結論を得ず採決に入った状態であります。これから始まります討論に於きましてもまだその点はっきりしない点もございますので一回乃至二回の討論でこの競輪亊業をやるべきか、やるべきでないかという自分の意見が纒まらないかも知れませんので、これは最も世論の対象になっておりますので、この競輪亊業をお互い那覇市会の良識に於いて市民の立場に於いて明らかにしなければならないので充分意見が出し盡くされる迄は、勿論会議規則は二回と謳われておりますけれども、問題が重大であり、又賢明な議員は同じことを二回も繰返えす必要はないと思いますので、その意圖を酌み取って戴いて公正な意見を発表させるために、二回も三回も行わせて貰いたいことを議長に要望するものであります。

○議長（泉正重君）

只今十二番議員の要望にある議長の心構をお答え申し上げます。

おっしゃる通り、この問題は重要性をもっておりますので出来る丈、詳細に討論して戴きたい。そのためには重複しない限り二度、三度の弁論を認めたい。こういう風に考えますので発言者もそういう風に重複を避けて御討論願いたい。―分りました。―では討論に入ります。議案第三十八号那覇市自転車亊業を施行することについて討論に入ります。

○宮里敏慶君

私はこの競輪亊業は教育的にも社會的にも又経済的にも大きな弊害があるということは今迄の新聞の社説なり或は、強力な六団体のあの聲明文にもあります通り、その弊害の大きいことは市民一般の聲となっております。我々、ここにおられる議員の方々も立候補の時には市民の代表として議会にも反映させる世論政治ということを公約されたと思っております。我々は市民の聲をこの議会に反映させるのが、我々議員の職務だと思っております。私はこの亊業に対しては反対致します。又この前の議会でも私はこの契約書と定款に不備があり平凡な契約で、この亊業に対しては不安をもっておりますから、こういう契約ではこれが成立になった場合には必ず大きな問題が惹起すると思って、この契約の不備それから定款にも不備があるので、これも反対の理由であります。又反対の理由と致しまして発起人の十三名の中七名は当地の出身でございます。そして発起人というものは飽く迄もこの会社の責任を負うというのが発起人であり、又最扺の株を持つというのが発起人でありますが、この発起人が出資をしないということは、この亊業に対して大きな不安をもっているから出資もしないだろうと思っております。この亊業が成立する亊業であれば発起人として株を持ち最後まで責任を持たなければならないのであるが、株も持たないこの競輪亊業の発起人は有名無実な法に反した発起人だと思っております。発起人が名前丈貸しているのは商法違反だということでこの競輪は成立たないという勘であります。

もう我々は世論を尊重して議會に反映させるということが任務でありますからこの競輪に対しては反対であります。又子を持つ親として非常に將来不安を感じているものであります。又、先も委員会からの要望意見がありましたが、この要望意見も果して専決處分で締結したあの契約と同じような効力が生ずるかということも疑問に思っておりますが、あれこれ総合した場合に、この競輪問題につきましては反対であります。

○議長（泉正重君）

討論の在り方と致しまして、反対、賛成、反対、賛成という風に行きます。若し、ない場合には・・・・・・。

○比嘉朝四郎君

私は、私なりの考え方、私なりの物の見方によって私は競輪に賛意を表するものであります。その一つは、祖國日本に於きまして過去七ヵ年間競輪亊業が実施されておるのでありますが、まだこれが継続されているということは結局、地方公共団体の財政に潤いを與えているのが一大原因じゃないかと思うのであります。若し、これが財政的に或は社会的に悪かった場合は賢明なる日本の國会はこれを取り上げて中止させない筈がないと思うのであります。それからもう一つでありますが、社会悪の問題についてであります。反対される側の方には結局沖縄人も最初から所謂浅墓な、チムタランムンが多いと見ているから、そういった社会悪が起るということを懸念されておるのでありまして私の考え方は沖縄人にはそういったチムタラン人間は少いと思うのであります。もう一つは、車券購入の階層の問題でありますが、所謂税外收入をどういった階層の人が負担して貰えるかという問題であります。それは、前に会社の証言もありました通り日本に於きましては、所謂中流以上の階層とか或は下層階級の人々が行っている競輪がありまして、私は前者の所謂廣島辺りの中流以上の階層が行っている、沖縄にしてもそういった行き方じゃないかと考えられるのであります。と申しますのは、パチンコにしても然り、或は映画館、國映館或はオリオン座辺りの入場者が殆ど七〇％は、外人関係が入っているというような状況でありまして、この車券購入も生活のゆとりのある中流以上の階層の人が入って行くという考え方をもっております。それからもう一つでありますが、これは奥武山の住民の問題であります。港湾作業隊時代からああいった住居の中に、本当に不安定の中に生活しておりまして、これは競輪をやるとやらんとに拘らず都市計画上、どうしても立退かなければならない運命に立ち至っておるのであります。この侭競輪を実施しない場合には、五年、六年、七年、那覇市の財政が許す限りこれは出来ない問題でありまして、競輪をやることによりまして一日も早く、安定した土地え住居を求めて行くことが出来るのであります。もう一つの問題でありますが、これは経営が成立つか成立たないかということでありまして、それは昨日も委員会に於いて取り上げまして賢明なる委員長が二百万円の保証金を積ましてやる、そういったところに委託会社のこの亊業に対する経営の自信が分るのでありまして、私は経営が十分成立つ、こういった五つの物の見方、考え方にありまして、原案に賛意を表するものであります。

○島袋嘉順君

私は古からの諺に「賭博盛んな國は亡ぶ」ということを知っております。この競輪問題が十一月二日の那覇市議会に提案されまして、今日十一月二十二日、二十日間の期間を経ましてその間、総務財政委員会を九回に亘って開き更に、それからその間に一回の公聽会をもっております。こういう風な中で、現在世論は非常にこの那覇市の市営の競輪亊業に対して世論が沸騰しておりますが、現在市当局並びにこれ迄の議会の那覇市会の態度が世論を無視して、その政治責任を財政確立という蓑の蔭に隠れて、支配権力者の誤った政治に從屬化されて行こうとする現在の立場に対しまして、私はこの那覇市営競輪亊業の問題に対しまして提案されております議案第三十八号に対して絶対反対の意思を表明致します。その反対の理由を申し上げます。この競輪亊業が今先申し上げたように二十日間も那覇市会で揉みに揉まれている間に、この競輪亊業はどういう社会的な影響を及ぼしているかということを私は靜かに考えてみたいと思っております。この問題につきまして世論を調べてみると一番目に沖縄で發行されております　三新聞社が社説、論説で、その競輪亊業に反対を唱えております。これを細かく分けますと、沖縄タイムス紙は、一九五五年十一月五日の社説で競輪亊業に反対するという社説を出しております。更に、越えて十一月十二日に先ず手段を擇ぶことだという表題で競輪亊業反対の意見を表示しております。次に沖縄新聞を見ますと十一月十一日に競輪亊業絶対反対の社説を掲げております。更に十一月十三日には、世論は飽く迄尊重せよ、と那覇市会に警告を促しております。更に、琉球新報を見ますと十一月十六日に那覇市会は世論を尊重せよと打ち出しまして、社説で那覇市会の良識を促しております。こういう三日刊新聞の社説が挙って現在の競輪亊業が社会的な大きな悪影響を及ぼすことを中心として各方面に対する論調を述べておりますが、殆どが現在の沖縄の社會状態ではこの競輪亊業は受け入れられないということを書いております。又この日刊新聞に現われております世論は或る目的をもった財政論以外は殆んど反対論を唱えて居ります。或る目的をもった財政論と申し上げますと、これは琉球新報に二回に亘って載せられておりますその一つは、奥武山からの投書であり、一つは那覇市役所の財政課の一職員によって、競輪は賛成すべきであるという意見が述べられております。次に、一九五五年十一月十日の那覇市會総務財政委員会は、公聽会を開きましたが招集二十一団体の中、十五団体が出席しておりますが、五団体の代表が賛成となっております。然し、賛成を唱えられました五名は夫々、個人の立場としての意見を発表しており更に、二名は條件をつけて賛成しております。次に、反対した方々は殆ど団体の合議並びに意見を纒めていらっしゃっておりますが、この方々は、団体の正式の代表は、十名反対しております。こういう風に致しまして公聽会の結論は絶対多数が競輪反対を強く表明しております。次に、子供を守る会、外沖縄教職員會、沖縄ＰＴＡ連合會、沖縄青年連合会、沖縄婦人連合会、沖縄社會福祉協議会の六団体が十一月十七日に競輪反対の共同聲明を発表しまして三新聞に、これの廣告を出しております。次に沖縄婦人連合会は十一月六日に代議員理亊の総会で競輪反対を決議しております。次に青年連合會は十一月十一日の第三十三回総会で反対聲明を決議して、これを新聞に発表しております。次に一般大衆、業者、商賣人まで強く、この競輪亊業には反対を表明しており競輪の齎らす社会的並びに経済的な影響を恐れており市會が良識をもって競輪を止めることを強く要望しております。次の特徴的な亊実は競輪反対を表明している個人並びに団体は那覇なら反対だ、他市町村なら構わんという意見は一つもございません。皆が沖縄に競輪を始めることそのものに反対するという基本的な態度を明らかにしております。更にもう一つの傾向は、この競輪問題が具体的に社會の批判の対象になり始めて以来、これ迄余り聞かれなかったパチンコに対してもその不健全性、不生産性、社会的悪影響といったものが次々に取り上げられておりまして新聞の論調にも現われ、パチンコ禁止の世論が高まっております。以上簡單に申し上げましたけれども、こういうものが過去二十日、那覇市市會で競輪問題が出されて以来二十日間に亘って聞かれる並びに見られる　この那覇市並びに沖縄の世論でございます。こういう風な一連の世論を見ますと、この世論の対象は、すべて競輪亊業には反対である。これをやめなくてはいかんと那覇市会議員に訴え、更に、那覇市当局に強く訴えております。私は、ここでこの競輪亊業が如何なる社會的な悪影響を及ぼすかにつきましては、これから具体的に述べようと思いますので、この競輪亊業に対しまして、那覇市が財政的にどう見、更に那覇市のいう財政的見地は、どういった立場に立っているかということから先に申し上げたいと思っております。先ず那覇市は戰災で叩かれまして、この通りの荒廢たる戰災都市になっております。この那覇市の戰災を受けた地域を復興させるために学校施設、学校々舍、社會福祉施設を完備し、那覇市民を元の那覇市に移すためには二十数億の復興資金が要るというのであります。そのために既に那覇市では復金から金を八千万円以上も借りまして都市計画亊業、區画整理亊業、並びにその他の復興亊業に手をつけております。處が、現在の那覇市は、これ以上那覇の復興面に、社会福祉面に金を出す程の余裕がない、そのために何とかして、金を求めなければいけない。ところが、これ以上、那覇市民から税收入を取ることは、最早、那覇市民としては堪えられない。そこで考え出しましたのが四年前に始めて手をつけられた那覇市営競輪の問題でございます。そしてこの競輪亊業は途中色々な経過はございませんが、今年の七月に至って、業者との話合いがつきまして、市長はこの會社との競輪亊業の契約に那覇市會を無視して専決處分を行ったのであります。この那覇市が、こういう専決處分迄やって賭博といわれるこの競輪亊業をやろうという理由は那覇市は金がないから何とかして亊業をやらなければならない。そのために競輪が或る程度の社会的な悪影響をもっておってもそれの亊業からあがる利益でこれを補って行くという恐ろしい見解を助役並びに財政部長から述べておられます。所謂那覇市が競輪亊業をやる目的は金がないから競輪亊業で儲かる。而も年に二百十六万円という金を儲けるために、この競輪亊業に躍気になっております。處でこれ迄、本會議並びに九回に亘る委員会を通じてはっきり分りましたことは亊業主から提出された企業許可書もさることながら那覇市当局のこの競輪亊業経営の計画が財政的に見て実に杜撰だということであります。一口に申し上げますと、この競輪亊業に一日三千人の人員を收容するといっておりますが、この三千人が果して入って来るか、而も那覇市当局の答弁を聽きますと、この三千人は極めて少く踏んだ見通しである、更にこれ以上擧がるといっている。處が実際に現地で、即ち日本でこれを視察して来た方々の話を聽きますると、日本でも最近非常に、競輪が下火になっているということであります。この一日三千人という数字の算定の基礎が実に杜撰であり、而もこの計画は何ら妥当性を持たないということ、更にこの競輪の対象が、所謂車券を買って、競輪亊業を儲からせるものが殆ど日本に於ても勤労大衆、その日暮しをやっている下層階級が多いということは、最早や私が云々する必要はないのであります。そういう大衆を相手にして、これから那覇市が亊業を計画して行く、而も沖縄の現在は、新聞などには現われておりませんけれども今月の初め頃から軍作業で、実に大量の首切が始まっております。これは公式の統計はまだ出ておりませんけれども数千から一万を突破するのじゃないかと言われております。而もこの後釜はまだつけられておりません。失業者は多くなる一方であり、更に、最近の土地接收の問題、これ迄に取り上げられている五千万坪を上廻る土地がアメリカによって取上げられようとしている。そうすると土地接收がアメリカの武力行為によってやられて農民、山林業の大衆が、実に悲惨な状態に陥って来ることも明らかであります。沖縄の現状はこの二つを取上げましても実に恐ろしい悲惨な状態に追い込まれているということは、これは私が云々する迄もない。こういう窮迫化して行く中で一日二百円の車券を買って行く。こういう計画は現在の沖縄の政治状態を全く無視したものであり、この算定の見通しは、これが何ヵ年続くかは分りませんけれども、この競輪亊業が殆ど沖縄では、成立たないという根本的な態度を明らかにしております。これに対しまして、市長は二、三年は何とか出来るだろうというようなことも本會議で答弁しておられますけれども、この那覇市の競輪亊業に対して現在美里村でも具体的に、この亊業計画が進められており現在の那覇空港ターミナルの井上爲一さんによって美里村では村営として計画されております。立法院を通過しております競輪法は別に那覇市丈に競輪をやれとは謳っておりません。あの法律から見ますと、那覇市でも更に美里村でも或は嘉手納でも或は名護でもやればやれるようになっている。外人を対象にしているといってみたり日本業者を対象にするといってみたり、或は又那覇市民を沖縄の人々を対象にするといってみたり、その收入の対象について未だに確乎たる見解を持っておられない。こういう立場から見ても、この競輪亊業の齎らす財政的な潤いは果して今後どういう風になって行くか、而もこの問題につきましては我々は那覇市でこういう賭博性を持った社会的に悪影響をもっているこの競輪は止めるべきであり、他に財政收入の途を考えるべきじゃないかということになりまして私は総務財政委員会に現在の首里バスの市営化の問題まで提案しておりますが、このことは踏み潰されて未だに審議になっておりません。こういう健全なる、当然私達が正当な財政收入の見通しとしてやるべき問題は放ったらかして世論の批判の的になっているこの博奕で儲かろうとしている。こういう處から先程申し上げました「賭博盛んな國は亡ぶ」という古の諺がやがて那覇市に、沖縄に実現しないかということを私は沖縄の方々と共に憂うるものであります。次に、今比嘉議員から発言がありましたが、那覇市が競輪亊業をやるのは日本で現在六十三ヵ所の競輪場がある。競輪が出来ないのは只長野縣丈だという言葉であります。では、この日本の六十三ヵ所の競輪はどうなっているでありましょうか。那覇市の説明では非常に盛んである、競輪は、益々盛んな傾向を辿っておるといっておられます。更にこの競輪の齎らす社會的な弊害云々が今沖縄の世論になっておりますけれども、これは日本でも競輪による社会的な悪影響が左程ないように見えるから、我々が、皆さんが心配する程の社会悪は起らないであろう、こういう意見を出しておられます。然し亊実は、これに反しております。現在日本の統計を見ますと朝日年鑑の三十年版を見ますと、この年鑑には、日本でも昭和二十九年からは、競輪亊業はだんだん下降線を辿って来ている。特に関西以西について、この競輪は益々下り坂になっているということを書いてあります。更に、日本に於いてもこの競輪のもつ賭博性につきましては色々な雑誌で反対は見えても賛成の意見は一つも見えません。これを、こちらで何雑誌に何か書いてあったという時間を持ち合わせておりませんので賢明な議員の方々は、これからでも読んで貰いたい。更に、日本でも競輪は未だもって盛んであり、そしてこれからも盛んになるであろうと言われております。處がそれは亊実に反しております。これは昨日の総務財政委員会で、自費で日本の競輪視察にいらっしゃった高良議員に聽きますと小田原に競輪場がある。然し、その小田原でも行く行くは競輪を止めたい。こういう悪いことをやって金を儲けたくないから行く行くは、今は出来ないから次第にこれは廃止して行く積りであるということを小田原市長がいっている。これもはっきりしている。更に、今先の比嘉議員の言葉の中に日本ではまだ七ヵ年に亘って地方自治体に潤いがあり、社会悪があれば競輪法そのものが日本でも廃止される筈である。然し日本の現状は最近この廃止並びに禁止、並びに抑制の傾向を辿っております。これは昭和二十四年に競馬場、自転車競技場の取扱についてというような政府からの建築関係に関する指令が出ておりますけれどもこの指令によりますと、これ迄は学校近接地帶或は緑地帶、公園地帶、そういう地域にも競輪場を造ってよろしいということになっておりましたけれども、この指令が出ましてからは、日本では学校近接地帶に競輪場を造ってはならない或は又これから競輪の新規亊業を禁止する、こういうような日本の現状でございます。これから見ましても日本でも最近この競輪を抑えて乃至は禁止する方向に歩いて来ているということは、これは明らかな亊実だと思っております。一旦制定された法律が正しくないためにこれを直そうとする民主的な力が結集してこの法律の悪法の廃止迄行くのが、これは歴史を見ましても長い期間を通じております。七ヵ年に亘る日本の競輪が社會に幾ら悪影響を與えるかは分りませんけれども、悪影響を與えるからといって制定された法律が一日や二日で直るものではない。これは長い期間を通じて大衆の力を通じて直さなければならない。この亊実を知らなければならない。更に日本の現状でございますけれども日本でこの競輪亊業が如何に地方自治体に潤いを與えているか。これについて考えてみますと、昭和二十七年に日本全國の競輪亊業の純收入の百六十億円が日本の地方自治体に流れております　その百六十億円位の收入で日本の地方自治体の復興亊業、社会福祉、授産託兒所亊業、色々な社会面に、この儲けを使って日本は非常に喜んでおるということを市当局は盛んにいっておられます。然し日本の現在の立場を考えて見ますと、この競輪法が出来ましたのは昭和二十三年でございます。この時分は日本の政治も未だに混沌として混乱した時代にあった時、地方自治体に対する政府からの補助金が非常に少い。政府自体でも財政困窮を極めておって戰災復興が出来ないために、日本は社会党から出たとかいっておりますけれども日本は、こういう法律で地方自治体に自分で金を稼いで自分で復興して行くような法律を出さしたのであります。處が考えてみますと、こういう市町村の復興、更に社會一般、社会福祉亊業並びに教育施設、校舍建設、こういう亊業は、これは当然國家でもってやるべきものであって、これが、出来ないところに日本の政治の誤りがある。日本の政治の誤りを、こちらにもって来ていいことはない。ここに私は那覇市当局の政治の責任を追究さるべき点があると思います。我々は当然こういう社会福祉建築亊業は國家が持つべきであって何故これを市町村自治体が、こういった博奕迄して社会悪を齎らし乍ら、そういったことをやって行くのか、この日本の政治が拙ければこれを直さなければならない。それを態々沖縄に持って来る。ここに競輪亊業に真向うから反対する根本的な理由があると見ております。次に、那覇市は競輪亊業をやろうとしている。では那覇市は、更に沖縄は現在どういう立場にあるか。現在の沖縄はアメリカによって占領統治されている。そして、この地方自治体、五十六ヵ村の地方自治体に対しても当然、政府から出るべき補助金が決しておりて来ない。おりて来る金は予算に比較して非常に少い。そのために沖縄の各市町村が財政的に非常に困窮を極めております。これは決して那覇市丈じゃない。

財政が苦しくて予算をもっと増やしたい。財政を確立したいということは、那覇市丈の問題じゃなくて何處の市町村でも望んでいる。その為に、美里村でも、こういう問題が出て来る。處が、何故こういう風に、地方自治体の財政が枯れて来るか。これは先程も申上げましたように、沖縄では軍作業も段々減って来る。土地も取上げられる。産業は振わない。働く職場がないために失業者が澤山出る。こういう恐しい植民地的な状態に沖縄は置かれている。那覇市はその最たる亊実であります。そこえもって来てこの那覇市が財政確立のために、金が欲しいためにこういう博奕だということを知っており、これが社会的に或る程度の悪影響を及ぼすものだということを知っており乍ら然も金が欲しいために、こういうことをやろうとしている。では二百十六万円の年間の收入が欲しいために、この競輪亊業によって若し万一沖縄に只でさえも日本に比べて社会的に非常の不安を、生活の面でも不安を感じている沖縄に、こういう處え持って来て若し万一この競輪亊業がこれ以上に犯罪をふやし社會悪を齎らすものである場合一体那覇市の当局は本当にその政治責任を取る覚悟があるのか。これに賛成しようとする議員は本当にそういう政治責任を取る覚悟があるのか。私はそこ迄、見通してから皆さんは賛否を出して貰いたい。こういうことを要望する。更に、この沖縄で経済的に非常に逼迫しており、そういう丈じゃなくて失業者が非常に増えておる。若し万一この競輪などという博奕で一攫千金、濡手に粟式に、こういう亊業をやり出した場合、働く労働者或は失業している人達、家庭生活に困っている人々が百円、二百円の金を拂って十万、二十万の金が掴めるのだということで、こういう賭け事に自分の本当の立場を忘れて若し走った場合どうなるのか。こういう生産業に勵むべき人々が次第に生産業を放棄して沖縄の人達が益々生産意慾が減退する。こういう競輪亊業のために只でさえも道義の低下している沖縄は益々道義の低下を齎らすものである。更に生産意慾は減退して道義は低下し、経済的な又は一日稼いだ金を何百倍にして持って帰ろう、百円の金を一万、二万円にして持って帰ろうというような慾を出して働く人達が折角、その日稼いだ金をこの競輪ですられた場合、家庭は益々混乱に陷る、住民の経済は益々逼迫するこれは日本の僅かな例から見ても明らかであります。私達は、こういう沖縄の占領統治を益々擴げて行くような、アメリカの占領統治に益々從属するような政治をこの際止めて貰いたい。沖縄の植民地化えと拍車をかけるような、こういう亊業は是非とも止めて貰いたい。これを那覇市当局並びに良識ある市會の皆さんに訴えたい。こういう風に経済面から社會面から更に世論の面から申しましても、この競輪亊業は最早これをやろうという理由は何もここには生れて参りません。この那覇市會が博奕市會といわれないように那覇市長が博奕市長といわれないように是非ともこちらで、この席上で皆さんが、こういう世論の的になっている批判の対象になっている競輪亊業を止めて貰って、そしてもっと健全な財政確立の途を我々は見出すように、更に明朗な那覇市の市政を生み出すように更に土地が取られて困るならば土地を返して貰うように我々は斗わなければならない。失業者が出るならばその失業者の仕亊を探してやるように、更に失業者に失業保険金でもやるような政治をやって行かなければならない。更に若し政府からの補助金が少なければ他の市町村とも手を合せて補助金をもっと増やして貰うように努力しなければならない。こういう處に明朗な那覇市を建設し健全な生活を打ち立てるために明るい平和な独立した沖縄を作るための我々の任務があるのじゃないか、我々は強くその点を考えます。そこで結論としまして十一月十三日の沖縄新聞の社説にこういうことが書かれております「世論を尊重しない政治家は既に政治家として自ら墓穴を掘るものに等しいものであって一度や二度の選挙では当選するかも知れないが結局は敗者となることは免れない。何故ならば、それは民衆を愚弄し欺瞞しているからである」こういう文句を出しております。これは一日刊新聞の社説ではございません。これは沖縄全体の、那覇市全体の住民の理解ある、良識ある世論でございます。この世論を皆さんが今一應お考えになりまして、絶対にこういう博奕である競論をやらないように、財政が貧しければ、金がなければ、もっと正しい方法で財政の確立の途を見出して一日も早くこの那覇市が、旧市内に移動できるように、更にこの那覇市がもっと明るい豊かな平和な生活が営めるように御努力を要請しまして是非、本會議では競輪を止めて貰うように市当局にお願い致したい、以上、私の競輪亊業反対の意見を申し述べます。

（拍手）

○議長（泉正重君）

十分反対の理由、且つ賛成の御意見も拝聽致しましたので両論の骨子はよく呑み込めたと思いますので、お諮り致します。討論を打切りまして採決に入りたいと思います。

○真栄田義晃君

論議は十分盡してから採決に移って貰いたい。

○議長（泉正重君）

発言の要求がなかったから、お諮りしたのですが・・・・

○真栄田義晃君

この競論に於て賛成者の支配的な意見というのは、この競論の及ぼす社会悪と市財政に及ぼすプラス面とを天秤に掛けた場合に、その比重が財政にプラスする方が大きいからやった方が宜しいと云う事が根抵になっております。登録を受けない自家製の天秤は信用出来ない。この社会的な弊害についてはこれは賭博行爲であるという丈で十分である。先程十四番議員（比嘉朝四郎君）が社会悪について反対の意見を述べられる人々は沖縄にチムタランムンが多いと見ていると云う様な意見を出されましたが、この競輪の興味が博奕的な處にこの亊業の本質がある以上はこれは社会悪を生む可能性を十分にもっておるのであります。その可能性をもっているものを持って来てこれに触れるものはチムタランムンであるとはいえない。寧ろこういうものを市民の生活の中に持込んで来る自体が、市がチムタラン証拠であると思うのであります。その競輪の相手とする層が中流以上の家庭であるという様な意見も述べておりますが、これについては去った六日の聽取会に於て堀江氏が後楽園競輪場の車券を買う人は労働者大衆が大半である又競輪一般については、競馬と競輪を比較してみると競馬は大衆受けはしないが收益が大きい、競輪は大衆受けはするが收益が余り上らない。こういう面から考えてもこれが対象とする層が一般庶民層である事は明かであります。更に財政面をいう場合に市役所の行政費の意味での市役所の懐しか考えていないが、この相手とする層が庶民層である以上は又この意競輪事業によって儲かるというのは、こういう庶民層が損をする丈、市が潤うのであります。若し観客が得をするならば財政は潤さない筈であります。それによりまして一般庶民の生活にこの競輪事業が儲かれば儲る程、弊害を齎らすものであるという事を私は信ずる者であります。又日本の家庭裁判所の調査によっても家庭爭議の多くは競輪やパチンコによって起されているということが明かになっておるのであります。又経済の面に於きましても会社側の見込んだ収益は千八百万円に対して市では二百万円で、この見通しの大きな違い、これは違い過ぎるのであります。この見通り自体が博奕である。非常に根拠が曖昧であります。この点から私はこの競輪に反対致します。

○仲井真元楷君

私は競輪事業に反対をする者であります。理由を申上げます。先ず第一番目に専決処分が妥当でなかったということ、那覇市に於て競輪事業が最初に計画されて且つ、契約されたのは一九五一年に当間重民市長によってなされたのでありますが、その後又吉市長から現市長と競輪事業のバトンがスムースに受継がれたのでありますが、その覚書の再確認が一九五三年になっておりまして、その間市長は三人代りましたが二年二ヵ月という極めて短い年月であります。こうして競輪事業が三代の市長に継承されたのは、云わば同じ政策、同じ意見、同じ立場に立った流れの方々であって、且、又前二代の市長が中途で急逝されました爲に後の事業を完成させることが現市長に与えられた一つの命題であったとも思われます。

從って競輪事業を促進して、これが契約をなすのには今更現市長としては躊躇停滯するといった様な考は要らなかったであろうと思われます。

何となれば議案三十八号は一九五五年八月三日前議会の全員協議会に諮って賛同を得たのでありますけれども、これは協議会の議事録の事実と食い違いがあり市長はこれに対して賛同を得た空気はあったが、その言葉は見出されない。これは私の誤りであったと述べ更に又希望的見方であったかも知れませんと答えておられます。

從って私共の新議員の当選証書授与式の日に市長の挨拶の中に「私は前議員が全部当選して呉れることを望んでいた」ということは、即ちそれはあの議会の議事録をそういう風に思い誤った様に前議員が出ておれば或はこれはスムースに行ったかも知れないと私をして邪推せしめるのである。我々招かれざる客が数名議会に現れたという事も、一つの新しい反省を市長としてはやるべきでないか。そういった頭であるために専決処分ということが、軽率にいや急遽として行われたと思っております。こういった点を考えまして議案三十八号に全員協議会の賛同を得たということを、その協議会の最後に泉議長の発言によって契約書を本物に作成する案の検討は堀江氏と市長に一任致しましてその後にもう一度御出席願って具体案を協議することにしたいといって打切っている。ところがその後に於てこれが協議はなされておらない。それでこういう状態に於て専決処分が私は妥当でなかったと思います。専決処分をなす根拠が極めて薄弱である。單に市長の希望的見方からこの結論が生れたということであって、これは急を要したということも書いてあるが、市の財政を潤す、永年継続して行くべきこの大事業をなすのに單に旧正に間に合わす或は通産省との関係だとか云ったようなことではこの事業の深味や甘味はどうも認められない。事業家の事業のために新しい議会の存在が軽視されたかの様に思われることは議会の権威に関することであり執行機関と議決機関とは車の両輪の様にお互いに立派に尊敬し合って、均衡が保たれて始めて市政と云うものの円満なる進路が開かれて行くと思われます。我々は事業を左右するのであって事業に左右されてはならないと思います。以上の理由によって専決処分が妥当でなかったという事を申上げます。次に当間重民市長時代に競輪が計画されたがその当時は今日とは隨分経済的にも社会的にも政治的にも相当の開きがありまして政治的には当時は未だ民主政治の基礎の第一歩を踏み出した處であって占領行政から徐々に一歩一歩脱却して行って地方自治制度がやや拡大されて来た處で財源の獲得や或は自立財政の確立の基本線を処理するのに皆が血眼になって財源の探求に一生懸命になった時代であった。從って最小限度の必要な目的を遂行するための財政政策を樹てるのに汲々とした時代でございます。尚又経済的には一九四八年から五〇年三月の二ヵ年迄はＢ円発行高が大体六億五千万円それから約二ヵ年間同じ流通高が五億五千万円余り差がない。ところがこの競輪の契約がされた時にその前にちょうど五〇年Ｂ円の切換が行われまして大体十三億といった處であったが競輪の最初契約された重民市長時代からは流通高と発行高に相当の開きが出来て、つまり大衆の金詰まりが来て経済的にも逼迫してこれ以上に当市の住民に課税するといった巾がない時代で窮屈になって来た。変動期であります。又社会的には市民生活を見ました場合に我々の生活費の中で食糧費が他の費用に比べて、支出総額の殆どが食糧費で占められた時代で從って公課としては余り市民からの取立も又期待出来なかったのでありまして、以上大まかに政治的、経済的或は社会的の諸情勢を述べましたのでありますが、当時は税外收入ということに対して、どうしても他に求めなければならない余儀ない時代であったのであります。その爲に泊の埋立地の那覇市への獲得に対しては時の平良社大党政府と強引に掛け合いをやって遂に当間重民市長の熱願が軍に通じて軍を動かして那覇市の財源として獲得する亊が出来たのであります。處がそれも直ちに金として入って来る訳ではないので、それと併行して競輪事業ということが早急に実施をされて、それによって財源を求めるという着想をした訳であります。從って言わば当時の時代相はこれを容認したのであります。處が五一年頃の情勢と今日とは先程も申上げました様に相当な変遷があり時代の推移人間の感覚、世論の動向に新しい反省を今日やらなければならないのでありまして、ただ政治の座の継承はやったけれども新しい反省を忘れたと思われるのであります。我々は時は最大の忠告者なりであの当時はそうであったが今日では既に申上げました様な、そういう情勢ではないという事を申上げたいのであります。

次に財政と社会悪との当局の天秤論、終戦当時のインフレーションの昴進は地方財政を益々困窮の淵に追込まれました当時インフレ抑制の手段として日本では宝籖が発行されましたがこれは意外に成功して財政難に喘いでいる地方財政を相当潤して地方自治体の財源問題を解決する新しい方向を示したのでありまして又財政の窮乏を救うために收益目的のみの企業として競輪が計画され実施されたのでありますが競輪で得た收益が結果に於て公共の福祉に役立つならばこの事業を認めてもよいという理論がございますが、那覇市としての競輪亊業の公営が許されるのは市民の福祉増進に役立つからでありますが、然し手段は手段として目的に奉仕するということでありますけれども目的さえよければ如何なる手段を取ってもよいということは云えないのでありまして、目的の正しいか否かはもとより、手段としても適当であるか、どうかという事を一応市当局としては考えるべきではないかと思います。那覇市の執行当局も又議会も市民の福祉にその目的があるのでありますけれども目的を達成する手段として事業そのものに社会的な価値があるかどうかということは最も重大なる要素であると思います。競輪が若しも多数の議員の力の論理によって議決されたとしましてもその非合法性や或は似而非合理性に止まることは恐らく眞理は許されないでありましょう。小田原の先程の高良委員長の話にも戦後の風潮に乘ったもので、これは廃止するのが当然であると云われております。

「人は遠き慮なければ必ず近き憂あり」と我々は斯かる社会悪の根幹をなす處の競輪をなすならば必ずや近き憂があるということを信ずるのであります。財政の危機に対応してその増収を図と同時に日本では特定産業の育成、それから輸出の増加といった様なことも狙いでありますが、沖縄の立法院で議決された競輪法ではこの近代的な合理性は一つも見出されない。即ち沖縄には自転車産業はない。日本で競輪が合理化されている事はこの自転車産業への一つの増産寄与と云う事によって、やっと近代的な合理性を持っていると云う事であります。けれども尚且つ、これでも日本に於ては幾多のレポートによって、非難されておりまして社会的な不正を公然と培養するところの役割を務める博奕とスポーツの混ぜ合わせである。競輪を絶対に入れることは出来ない。又これは健全娯樂ではございません。公衆の市民の爲に多角的な福祉施設や或は都市計画事業に寄与する実に素晴らしい事業である。そう云った様な外形的な面をこの競輪事業は持っておるけれども我々はこれを手放しに感嘆したり賛美する訳には行かないからであります。何故ならば、それは本質的にいって競輪という一つの事業が成立つか成立たないか、ということは車券を買う、云わば払戻しを好餌に博奕券を売るという事にあるのであって、そこに社会問題が出て来る根幹をなすのであります。從って競輪に行く人は單に自転車競技を見るという丈ではなくして博奕をすることによって博奕をしに行くという事になるのであります。坂口安吾が「我今日競輪す」といっている。これは競輪はどうしても賭けをしなければ、ちっとも面白くないという事であります。

社会的に汗水流して得られた處の宝物ではなくして大衆の懐に入っている金を再び大衆の懐から巻き上げてそしてそれを居ながらにして取って行くのが競輪で儲けた金であります。殆どこれは勤労大衆のなけなしの金であり持てる階級の金ではないのであります。競輪は余裕があり時に賭博を楽しむという階層であるが、こういう人達は競輪に賭博を楽しむ事ではなくて寧ろ悲壮な決意で経済的行爲をしに行っている。つまり一攫千金を狙うのが本体であって賭博を楽しみに行っているのとはどうしても受取れないのであります。從ってこういった人達は豊かな生活ではない、ぎりぎり一杯の最低生活者であり、尚それさえも保障されない人々でありましょう。石川達三の不安の心理の中に競輪に熱中する人達は何時かは大きな穴を当てて労せずして一財産を掴み取ろうというお伽話の様な幸運を当てにして日常の生活費を裂いて車券を買う人達である、こう云っている更に又木村荘八の風俗手帳によれば競輪場では場内全部の人々が金と勝負に熱中陶酔している様です。それで八百長騒ぎでもあった時に大乱斗が起るのは当然と思われます。こういったことは高良委員長の話でも、小田原の場合でも五十人の制服警察と、私服警官で常に守られて、賭博競輪を開場していると云うことから見ても如何に社会悪がそこに釀成されるかという事が分るのであります。結論を急ぎまして兎に角反対を申上げますが、重大なことが軽卒に今葬り去られ様としている。それは昨日の委員会に於て委員長はこの付帶条件が認められないと云う事になるならば委員会のあの賛成は恐らく無効になる筈であるが、今先私がこれを貭問した時にもその通りだといった様なことをおっしゃいますが、これが葬り去られてあの付帶条件はちっとも効を奏しないといった結果になって根本的にこの三十八号の審議が崩れて来ると思います。そういう風に色々財政面からもあらゆる面から検討して妥当でない從って私は競輪事業に眞向から反対を致しまして皆さんの良識に訴えて那覇市に斯かる行政上に又社会的に悪さを残さない様にお願いして反対を表明致します。

（拍手）

○久高友敏君

今朝のタイムス新聞に昨日の総務財政委員会の内容について書き立てられておりますが、市長談として島袋議員の外に反対する方々の意思が分らないという事をおっしゃっておられますので私はその反対の意思をこちらで表明して反対したいと思います。実は先程三番議員（仲井真元楷君）からもおっしゃいました通り私は先ず第一にこの反対の理由と致しましては市民の世論が反対である。又私を支持して頂いた方々が絶対多数反対である。もう一つは重複致しますがこの三十八号議案が引続き四十三号と関連している議案であるにも拘らず三十八号丈が専決処分された。その理由が私には未だ十分に呑み込めない。つまり競輪を行うことに於ては資金の借入、特別会計を設置することについても総てが三十八号に基いて行われる議案だと私は思うのであります。斯かる故にこの三十八号議案を取り分け議会の不成立中に市の法的の権限に於て専決処分をされたという事が未だ未だ私は緊急だと云う事が未だ見出し得ないという事からして、私はこれに賛成をし兼ねる者であります。

以上簡単に申上げまして、今先委員長からも色々付帶条項として契約に必ず委員会として入れて貰うように要望は致しておりますが、然し乍ら法的には決してあの条項が容れられないものだと私は考えるからであります。飽く迄も三十八号の競輪会社との契約は決して一字一句も訂正は許されない。これに決して挿入を許されないものだと私は解釈するからであります。

以上をもちまして私は反対を致します。

○宮城清三郎君

私もこの競輪事業に反対する一人であります。理由と致しましてはこの競輪事業そのものは完全な賭博であります。例を挙げて申上げますと、私の読んだ範囲に於きましては、この競輪そのものは賭博が嘘でなければ決して儲からないという事をはっきり謳っております。所謂穴を狙うとか或は番を狂わして一般大衆の目を誤魔化すとか色んな亊をやると或る本に書いてあります。それから見ましても選手が或は間違って転んだという風な恰好を一般に見せつけておる。所謂選手が転ぶ處は一生懸命走っている時に間違って転ぶというのが建前であるにも拘らずこの様な競輪場に於ては何も転びそうもない處で選手が転ぶそして一般の車券を買ってやれ勝つのだやれ俺の買った券はどうだ、とか色んな眼を向けている際にこの八百長が発生しているという事をはっきり謳っております。そういう意味に於きましても所謂那覇市の計画しているこの事業は完全な賭博事業であるという事は、何方も否定することは出来ないと思います。所謂那覇市当局はもっと良識な立場から本当に市民の立場からこの競輪事業から上る處の收益は福祉方面に廻してやる競輪事業をやった場合には幾らかの社会悪は起るだろう。然し乍らこれを天秤にかけた場合は果して市に入って来た處の財源が大きいじゃないかという亊を云っております。然し乍らこの様な社会悪に及ぼす悪影響は如何にして天秤にかけられるか今先も沢山の方々から話されております通り失業者は日々増えて来る。この様な失業者は全部この競輪の博奕へ博奕へと走って行きます。こういう風な社会悪を如何にして天秤に掛けてやれこれは財政面に收入が大きいと云えるでしょうか。若し万一この様な事業を市が施行して議会がこれを議決した場合には社会に及ぼして来る處の弊害は火を見るよりも明かであると思っております。所謂浜辺に落ちているダイヤを探す様な事業であります。そういう観点から良識ある市当局並びに議員の方々はこの様な見解からもっともっと研究に研究をやって貰いたいと思っております。

○島袋嘉順君

競輪事業に反対する理由として更に附加えておきたいことは那覇市はこれ迄、都市計画、都市計画で日が暮れておりますけれどもこの都市計画の持つ精神並びにその都市計画の目的の中に都市計画は美を貴ばなければならない。街の美しさ人の心の美しさであります。處が先程も申上げました新しい法規にもあります通り都市計画地並びに公園地帶、緑地帶に於ては競輪場を持つことが出来ないと謳われております那覇市のおっしゃる都市計画そのものの中にも公園には博奕場である競輪場は相成らんということになりますけれども、然るに現在の那覇市の考え方は実に矛盾している。この点都市計画を計画している那覇市としてはもう一度考え直すべきである。これが一つであります。次に先程世論は尊重されなければならない、では何故沖縄の那覇市の世論は那覇市の計画する競輪事業に反対しているのか。これは過去十ヵ年間にアメリカの占領統治の中で生活をして来たものが、苦しみ更に惱み抜いている飢えたる人達、生活不安に惱む人達更に現在の政治に不満を持つ人達の本能的な政治的、社会的感覚であります　こういう大衆の下から盛上る感覚を無視しては到底政治は出来ない。今朝のタイムス紙の中に市長の談話が載っている。この談話の中に人民党を除いてこの競輪事業に反対する気持が分らん。この競輪事業に反対している良識ある那覇市会議員は今迄も述べておりまする市民の世論と社会の世論と更に支持者の意見を纒めて私は反対していると強くいっておられます。これは委員会でも云われている若しそうであるとするならば全く今朝の市長の新聞の談話は市長の政治の方針が誤っているのじゃないか反対する人達は正しい世論と支持者の意見を総合した上で自分の気持を決めております。この気持が分らないとすれば市長は全く政治能力に欠けた蒙昧な立場と云わなければならない。この点は市長はよく反省する必要があると思う。物事は云う立場と聽く立場がございます。そういう事から考えまして、もう一応こちらで考え直して頂きまして直ぐ時間が来たから、晝食が来たから採決しようじゃないかと云った様なことじゃなしにお互いを選挙して呉れた、支持して呉れた一般の方々、私達の市会の働きに大きな期待を掛けておられる市民の方々の気持をよく考えまして、たとえ賛成であってもいい、反対であってもいい兎に角反対するからには反対の意見がある筈である。賛成するからには賛成の意見がある筈である、ここに集っておられる市民の一部の方々にでも聽いて頂いて成程あの男はこれで賛成したのか、あの男はこういう理由で反対したのか、決して胸に一物を残して右や左の手の挙げようを窺って上下運動しない様に是非とも意見を述べ盡してから今日の採決に入って頂きたい。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○高良一君

二番（上間長和君）　三番（仲井真元楷君）　六番（宮里敏慶君）　二十四番（久高友敏君）議員の要望事項の三項について、これは専決処分を既にやって後の要望事項だが果してその効力はどの程度のものかということが非常に懸念されております。私としてはこの三項が若し専決処分同様に法的効力がない場合これは僕も当然反対であります。然しこの三項が容れられた時に、法的に効力を発するという時に僕も賛成をする訳でありますので、これに対する市長の判然した答弁を願いたい。

○市長（当間重剛君）

先刻も申上げたと思いますが専決処分による處の契約は二十二番議員も云われる様に効力があります。然し契約というものは当事者同士の約束でありましてその後お互いの同意によって契約を変えることは決して不可能じゃありません。絶対不可能じゃありません。同時にこの提案してありますところの契約の最後の付記にも特別の事情のある場合には合議の上これを改訂するということも特に謳ってあります。從って本議会でもって昨日の総務財政委員会の案が決議されればそれに基いて市長はこの契約を改訂することが出来るということを判然申します。

○渡口麗秀君

只今の意見を聽きますと隨分反対意見が多い樣でありますが私この競輪事業については賛成であります。去る二日の臨時議会以来私達議員は勿論のことでありますが市民の方々に於かれましてもこの競輪事業の実施について隨分と関心をもっておられる樣であります。又、十日の公聽会の場合に於きましても競輪事業は実施した方がいいか、或は悪いかという点について議論が両論に岐れまして賛成反対の意見があって大変熱烈な意見が交されたのであります。こういう賛成の意見も反対の意見も結局市民を愛する意見であると思うのであります。從って賛成の意見を述べられた方に対しても又反対の意見を述べられた方に対しましても特に又本議会に於て反対の意見を述べられた議員にも特に敬意を表するものであります。反対意見の論拠をなしておりますのは結局、煎じ詰めた場合には社会的に悪影響を及ぼすということが一番の意見になっているのじゃないかと私思うのであります。競輪事業を実施した場合には或る程度犯罪がふえるという事は考えられるのでありますが、然し反対意見は今より犯罪が激増して社会が混乱するとか或は青少年が墮落するとか或は那覇市民が墮落するという風な考え方の暗い意向が私強い樣に感ずるのであります。從ってこういうような暗い面を惹起する樣な競輪事業は廃止した方がいいという風に私感ずるものであります。然し乍らこの競輪事業が社会的に悪影響を或る程度及ぼすという事については私も、その反対の意見を述べられている方と同様に一応認めざるを得ないと思うのでありますが、然し乍ら私は日本で競輪事業を実施されてからここに七ヵ年位になるのでありますが、その間に色々新聞や雑誌その他の書籍で競輪の悪の面が大きく強調されているということは判然分りますが、然し乍ら沖縄に於てもそれと同樣な量の社会悪が多数発生するという事は私どうかと思うのであります。と申上げますのは私は他府県人の性格と沖縄人の性格とは自らそこに相違点があると思うのであります。一例を挙げますと他府県人はどちらかというと積極的な面が多い又投機的なことについての気持も旺盛である　然し乍ら沖縄人は長い間の歴史によって隨分大きな試煉を経て来た関係でどちらかといえば石橋式であります。良い意味では堅実性のある優秀な県民性をもった方だと私信ずるのであります。

從って競輪事業をやった場合には自分の生活を破壞してまでその競輪事業に突入するという事は考えられないのでありまして又あっても極めて微々たるものだと存ずるのであります。それから賛成側の意見でありますが、それについては根本的な意見としては財政上の面から是非競輪事業を実施して社会福祉面の亊業を促進したいと云う風な考え方であります。結局那覇市の現在の財政状況を見ました場合には私達市民が相当な負担を負っておるのでありますが、市民一人当り先委員長から報告がありましたが四百三十五円の税金を負担しているという樣な状况から見ました場合には私達はこれ以上の税金を負担するという事はお互いの経済生活の現况から顧みまして、どうかと思うのであります。恐らく多数の市民の方はもうこれ以上税金の負担には堪えられないというような御意向ではないかと私自身推察するのであります。尚又然らばその復興事業の費用というものを起債に求める

つまり銀行から金を借りる事はどうかという問題でありますが、この方につきましても現在那覇市は八千万円の負債をしている更に追加されて一億円以上の負債を本年度でするようになっておりますが、そうしますと毎年々々一千二、三百万円の償還金をお互いの税金から捻出しなければならないと云う樣な事にもなりますので起債の面に財政収入を求めるということも、これ又難しい問題じゃないかと思うのであります。更に他の亊業、つまり税外収入という点でありますが、この点につきまして那覇市の方で相当な費用をかけた施設を持たなければ、それから收入を生み出すという事は困難じゃないかと思うのであります。一例を申上げますと泊の港湾施設が約八千万円かかっている樣でありますが、これによって毎年六百万円の收入があります。それでもそれのための経費、事務的な経費を引きますと約三百万円位の収入になると思うのであります。

如何なる事業に於きましても相当な投資をして始めてそこに純益が生れるものでありまして、那覇市が首里バスを公営にもって行きます場合にも相当な費用をかけて始めてそこから利潤が生れると思うのであります。

そうしました場合に結局私が話しました事によって大体御諒解を得たと思うのでありますが、結局那覇市の現状としては、どうしても收入を得る途を講じなければならないと云う風な考の下にこの競輪事業を実施した方がいいという風な事になっていると思うのであります。結局この競輪事業によって收益した金が何に使われるかと云いますと特に私が希望致しますのは今全琉球住民、特に青少年が期待を待ちどうしても実現しなければならないという問題は綜合グラウンドの問題だろうと思うのであります。

この綜合グラウンドについても競輪事業が最悪の場合にはその施設については市の方で競輪会社と交渉致しまして高良委員長がおっしゃっておりました樣に出来る丈無償で市へ払下げて、それを寄贈する事によって綜合グラウンドの端緒も掴み得るのじゃないか、尚又競輪事業が順調に行きました場合でも奥武山とそれから落平の間の埋立地でも、そういう處に野球場或は陸上競技場が出来るという点を当局では言明しておられますし、又その点について軍の方にお伺い致しました處、それについては軍も大体諒承している様に洩れ聞いているのであります。競輪事業は勿論社会悪の面もありましょう　然し乍ら今反対の方々の意見にもあります通り余りに暗い面にのみ拘泥するのはどうかと思うのであります。私達は自分を信じ又自分の家族を信じ県民を信じこの社会悪という問題については十分警戒しつつ競輪事業をやって行けばそれ程の悪影響はないのじやないかと本員は思料するのであります。それから世論の問題でありますが、勿論新聞紙上では盛んに競輪事業の悪の面について論ぜられております。これも一面真理だと思うのでありますが、然し反面の意見も多数あるのであります。私を支持している方々の中にはこの競輪事業は是非実施した方がいい私達はこれ以上税金を負担することは出来ない　那覇市が復興事業をやる爲の競輪亊業をやるについて色々悪影響があるという事であるけれども、それについては私達が自粛する事によってその悪の面を或る程度抑制する亊が出来る　だから思いきって競輪事業を実施した方がいいという方もおります。又中には私の熟知の方でありますが（注　以下沖縄語飜訳）「渡口さんこの競輪事業はどうしても実施しなさいよ。我々は奥武山で競輪を実施したからといって自分の妻子を飢えさせてまで熱中するという事は考えられんから思い切ってやりなさい」という意見を述べる方もおられます。だから新聞雑誌であれ程反対の意見がありますけれども尚然し過半数の人は私競輪事業をやってもいいというような考え方を持った方も多いのじゃないかと思料するのであります。又現在の政治機構から考えました場合に先程比嘉朝四郎議員が話しておられますが、日本でも現在國法によって競論が実施されているという事実、更に又沖縄でも自転車競技法が制定される場合には相当な論爭があったのでありますが、結論に於て競輪法が制定されたこの嚴然たる事実を見た場合には私世論は必ずしも反対が過半数を占めると論ずるのは早計じゃないかと思うのであります。現在の政治機構に於きましては重ねて申上げますが、私恐らく過半数は競輪はやってもいいというような考え方と私は現在の行政組織上から見て判定を下したいと存ずるのであります。尚この競輪事業を実施する場合には反対意見の方々が大変心配しておられる社会悪の面については市当局並びに競輪会社の方々が十分に運営面に留意されまして出来る丈そういう社会悪を発生しない様に十分な考慮を払って頂く樣に希望致します。尚又総務財政委員会の高良委員長から報告がありました通り委員会の意向としても出来る丈別途契約の面に於て私達の希望を容れて財政面からどっちに転んでも差支えないというような面も考慮願いまして是非競輪事業が実施される樣に私特に希望致します。尚又島袋議員から賛成の方も沢山おられる筈であるが、反対ならば反対、賛成ならば賛成、理由を判然り申述べる樣に議員各位に対して御要望もありましたのでその点については私も島袋さんの御意見に賛成でありますので出来る丈賛成の意見も申述べて頂きたいと思います。

○高良一君

賛成論、不賛成論何れも御尢もであります。どちらも賛成であります。處が何故此所迄追いつめられたかと云う亊を私の立場から申上げます。先ず法的に考えますとこの専決処分そのものが既に生きていること。その場合我々は、生きているからといって、これは反対すべきであって既に契約は取交されている　だから反対して見たってこれは既に実施されることになる訳であります。だからこれは反対してその侭で市民に迷惑を掛けるよりはこの契約条項を愼重に検討してこの実施に関して市民の損にならない樣に、市民の不利益な事のない樣にするためにこの三項の条件をつけてやったのであります。それから昨日はこの問題に対しては委員会の空気は賛否同数になりまして委員長としてこれをどうしても裁決しなければいけない處に追いつめられましたので止むを得ずこの三項の条件をつけて私も賛成をした訳であります。處がどうしても良心に訴えまして満足出来ない半信半疑でこれを諒承した訳ではございますが、幸い昨日は毎月の二十日会がありまして、二十日会のメンバーにこういった委員会の処置について皆さんの意見を聽かせて呉れという事で一応報告したのであります。そのメンバーは冨名腰元経済局長―今の製粉会社社長、経済局長　瀬長浩、竹内和三郎、仲村清栄、農連会長　山城徳栄、漁連会長の長嶺彦昌、それから大城琉映社長、琉球生命　嘉数昇、第一倉庫の平敷さん琉銀総裁富原さん、あと二、三名は忘れましたが、そういったメンバーに一応諮った訳でありますが、これは経済人の立場からしてこんなものはやるべきだと簡單に片づけられたのであります。處が社会悪の面からすると競輪をやるから必ず競輪のために悪くなる。競輪じゃなくても意志薄弱の人はどんなものにも誘惑されるのだ結局は各々の自覚によってこれはやるべきであって、こういう問題が起るから誘惑されるということはあり得るかも知れないが、これは社会情勢に於ては憂うべき事でしょうが一つの財政面からすると当然じゃないかといったような賛成論が絶対でありました。と云う訳で私も一先ず安心をした訳であります。世の中というものは必ず色々の社会階層があります。支配階級、勤労階級、資本家層、色々なものがございまして、所謂勤労大衆の要望は必ずしも全般の世論でもなくその一部の階層の要望である。これが一つの國家を構成している訳であります。だからそこに賛成も不賛成も当然あるのが社会の在り方であります。要はこの事業を通じて社会悪の懸念される面を十分留意されて健全なる、所謂財政政策を確立して貰いたい若しこれが悪かった時には、この三条項によって何時でも解約する事も出来先ず安心したのであります。私はこの事業は決して成功するとは思いません。一年位では潰れると見ております。だから結局不賛成と同じであります。この事業は一年位で必ず解約されると思いますから御安心して頂きたいと思います。

○高良清二君

これ迄色々と賛成があり反対がある樣でありますが、これから私が述べんとする處は今迄の意見に対する反論ではないということを前置にして申上げたいと思うのであります。先程市長の専決処分について、或る議員から妥当ではなかったという意見があったようでありますが、この件について私述べたいと考えております。前議会成立中に五五年八月三日の全体協議会を開催した。處が本競輪事業については決定ではなかったが、賛成の意見が多く協議会全般の空気は去る本会議十一月四日の協議会で経過報告が実施されたのであります。

貭疑応答と共にその状况報告で十分知ることが出来たのであります。即ち前議会では賛成の状况にあったという事が読み上げられた経過報告で察せられたのであります。それから本競輪事業を市長が専決処分にした事について色々疑惑を持っているという樣にも見受けられますが、これは議会が曠缺中であった関係上議会軽視という意味でなされたものではないと私は思うのであります。何故ならば八月三日に全体協議会に諮り、議会の空気が賛意であったので、その後九月の八日、即ち受託会社と契約を締結したのであって、当局としては全体協議会後その空気をあてに受託会社と話合を進め、纒めて来たのであります。全体協議会の当時、まさか議会に選挙無効の判決があろう事を予想して議会活動の運営を停滞したり或は議会活動の妨げをする筈はなく前議会の最後迄奮斗を続けておったのであります。一方当局のその奮斗に際し刺激されて議会期を失してはならないし積極的に市財政の運営確立の見地から受託会社の事業計画の検討を進めつつあった折柄なされた選挙無効の判決によって中絶になっております。その点会社側は既に事業計画も相当進行しているので、これを認定し、契約の段に至ったのであって、決して議会不成立中に議会を無視した行爲とは考えられず、当局としては前議会の空気が賛成の樣であったので、受託会社側の事業計画も相当進行しておりましたし、それで自治法に基き、議会が成立しない時という事によって契約の段に至ったものであり、寧ろ善意に解釈すれば時宜を得た適切な行爲であると見るべきものであると、思うのであります。處が本亊業の趣旨は戰後日本に於ける健全娯楽の振興策とか色々云われておりますが、この事業の收益による色々の施設、諸施設即ち公共施設の計画が容易に完遂するものであって事業の実現に営々駒を進めておったのであります。それで本事業施設を移入して受託会社によってこれを進めるという事は現在の那覇市に於ては到底この市民の要望する、この施設に巨額の財源を急にあげるには相当困難を来たしているので、幾分なりともこの事業によって、そういう社会が要求する色々の施設、即ち社会福祉事業へ幾分なりとも貢献したいという爲になされたものであって、この事業計画によって如何なる利益があるか、或は如何なる損失があるかが今議会の一番難点としている處であって、仮に益の方から先に見ると、本事業計画書の概要にも現われておりまする通り、年間最少二百数十万円の利益を挙げ、これによって色々の施設に充てたいというような考えのようであります。この数字の算定は一応は危険だとも云われておりますが、仮に一応危険だと云う樣な考え方でございます場合、受託会社側としてもこの競輪事業の経営に於ては、或る意味に於ては経験者であり、或は專門家であるので、受託会社から見て当然危険であると見た場合には四千万円という巨額の金を投じてそこに事業を持って来る筈はなく、この点或る程度信用して差支えないのではないかと考えられるものであります。この意味に於て先程述べた處の最低の收入の数字を基礎にしてこれによって、市の社会施設をしたいし、税外收入の増加を図って、これらの諸施設を要求しそして希望している市民、即ちその恩恵に預かろうと予期している市民を思えば、現在とって来ているこの手段も或はこの欲しい財源を求めようとする考え方は我々は当然あるべきじゃないかと考えるのであります。仮にこの事業を悪の面から除いて悪という事を全然考えないでその收入源は即ち競輪事業は絶賛に値いするものではないかと考えます。市財政或は市民に市が税をなるべく安くして諸施設をなそうとするその趣旨は又当然悪という面も一応考えないでした場合は、寧ろ賞賛に値いすべきではないかと考えるのであります。そういう面からした場合は寧ろこれは事業として当然あるべきものではないかと考えるのであって、又企業が那覇市にあることによって幾分なりとも市民に仕事を与えて救うことも出来、そして選手は現地から養成するということになれば尚更失業対策の一面もあるのではないかと考えるのであります。色々得点を述べて見たが、それは害悪の面で見ると本会議で総務財政委員会からの色々の報告もある通り、この競輪事業を経営されるのは、要は將来起るであろう事を予想してのものであって、害悪丈を取上げて見た場合、勿論これは反対しなければいけないのであります。

然し公聽会の席上に於てもあらゆる代表として来られた方々がその立場立場に於てはその団体の趣旨によっては当然反対しなければいけない、団体の性格上当り前の事である。これで將来市が事業の執行に当っては条例なり、規則なりによって競技が色々進められる筈だから、この害悪という面はその規定や条項に基いて或る程度防止出来るものであると考えるものであって当地には嚴然として置かれた取締官庁やそして予防警察という立場から法規によって当然これが予防されるものだと考えるものであります。あとの悪の問題は大きく取上げられた場合には寧ろこの沖縄に於ては無警察状態であるかの樣な感もするが、これは先程述べた取締り或いは予防警察の立場からして或る程度未然に防止できるものではないかと考えるものであります。よって悪を除去して益を助長すれば本事業計画は当然妥当であり、そしてこの收益によって市民の税を軽減して諸施設社会施設や福祉事業を十分なし得るならば当然賛成すべきものではないかと思うのであります。よって本員は本事業に賛成し益々市民の福祉増進を図って頂きたい。こう願うものであります。

○嘉数ツル君

私は女性の大多数の方々がこの競輪に対して反対意見を述べられておりますので、私はこれに賛成致しません

○照屋正徳君

思うこと侭にならぬ世の中でございます　これに先立つものは金であり、又人間の生活というものは環境によって支配されるものでございます「勝てば官軍、負ければ賊軍」と言われております　社會面から考えました場合には最も憂慮致すものでございますが　だが然し、那覇市の財政を見た場合、苦しい裏付けのない財政の現在でございます　私賛成も止むを得ない　先ず賛成するに当りまして私は業者の前途を祝します

そうして市当局や業者の方々に望みますことは競輪亊業につきましてはかくの如く賛否両論の議論が沸騰しているということでございます　現在將来におきまして全市民の注視の的であるということを寸時もお忘れなく市当局は厳格に競輪会社を監督し、尚又競輪会社に於かれましては常に良心に訴えまして亊業を経営なされましてかくの如く機会ある毎に想定し、反省して頂きたいと思います　地域面からの賛成でごございますが、公園の競輪場をきっかけに必ずや綜合グラウンド、その他スポーツセンターにその附近が変っていくといふことを私は信じます。これ南地域の発展でございます。現在那覇市民は那覇市と南を軍桟橋によって遮断されております。これによりまして南地域はのど口を締められたと同様その地域の解放なき限り南地域の発展はありません。衰えはしても決して発展はないのであります。那覇市と南の中を取持つ競輪場の設置を機会に私は公園が元通りに復活してスポーツセンターが復活すれば東より南に人々を誘引し、從って付近は活溌になるのでございます　そうして壺川とペリーに橋を架けることによってその線が結ばれペリー壺川が結ばれて南地域は発展するのでございます。私はこれを信じて競輪場設置に賛成するものでございます。

（拍手）

○赤嶺慎英君

私は總務財政委員会の委員であります。そこでもう一回專決処分の議案を朗読さして頂きます。私の承認を與える理由であります。

（議案第三十八号朗読）

こう認められておりますので今迄の論議は省略致しまして、總務財政委員会として付託された本議案について、研究してこれに承認を與えるかどうかの問題を審議して来た積りであります。それで本員が競輪亊業をさせるという風に意を決しましたのは法的に市町村自治法第百十四條第一項の規定に基く專決處分については議会が承認を與えようが與えまいが成立する、強行する競輪亊業であります。その後においてこれを承認しなくてもやられる然し市長は議会から承認を與えなければやらないと明言されております。そこにおいて本員は法的に強行すれば出来る問題を無理にこれをやるなという根據を未だに見出し得なかったのであります。そこで折角百十四条に拠って專決処分されたものをこの際やって貰わなくちゃしょうがないだらうというのが私の承認を與えた動機であります。なぜ承認を與えたかということになりますとだぶりますので、おきますが、渡口委員が先程財政論を述べられましたが那覇の市民一人当り　市町村長会の調査でありますが―四百三十五円その他に二百円を起える處がほとんどありません。皆百円台で市町村の住民の負担で行われております。それで那覇市の財政がそういう現状で進められているが果してこういう風に黙っているかどうかという處に私は財政論で渡口議員と同様にやっていかなくちゃならぬという理由であります。それから奥武山の移転の問題であります。あの奥武山と競輪亊業を結びつけて今回審議された訳であります。若しこれが否決になった場合には何時迄もあの奥武山はあの侭うずくであらうということを私は先に申し添えなかったのでありますがどうしても奥武山問題と結びつけて考えるべきでありその儲けによって市の財政を潤す又照屋議員がおっしゃった處の国場川によって隔てられた南北那覇市をつなぐ道にしたいというのが私黙って承認を与えた理由であります。それから善悪論になりまするが、日本の都市においても六十三の競輪場が施設されているそうして善悪が双方出ているということは今まで述べられた處でありますがその善悪論如何なる立場に立って論じられているであらうか。若し競輪亊業をやっておらないならば日本のあの都市の復興はできたであらうかなからうかということは誰もこれを証明する人はおらんのではないかと思うのであります。競輪亊業によって復興した街が恩典に預った處を見ないで悪いということばかりを指摘されているのではないかという風に本員は政治感覚を持つものであります。更に付け加えておきます。私も日本に歸えらなければならぬという一人でありまするが我々が日本に歸っても現在のような経済生活ができるかということも冷靜に考えなければならぬと思うのであります。その極端な例は大島の指導者全体が羨ましがり、又大島が羨ましがっております。日本に復帰させたあの大島の指導者達は一体現在新聞に報道されているような大島の状態であるならば如何なる責任を大島の郡民にとるかということももう一回我々は考えなければならぬ、と申しますのは理論は確かにそうでありまするが、常にそういうことが起るであらうということに立っての判断というよりも寧ろ若しこの競輪亊業をやらない場合は那覇市民の負担もふえるだらうということも私は考えまして市の予算には水道亊業からの百二十万円の利益も入れておりますが、この水道亊業はその料金をもっと安くしなければならぬでありましょうそれを安くした場合においては一体誰がその財政の負担をするかということも考えなければならぬでありましょう。具体的に幾らの負担能力があるか市民の本当の力を申上げますると自信はありませんので申上げませんが結局本員の言わんとするところは日本の都市の復興は善悪は論じられているが、その競輪亊業の爲に沖縄より早く復旧したということを誰も否定出来ませんのでそこも考えて本員は競輪亊業も折角專決処分をやったものをこれをぶちこわす根據を持たないという論拠に立って本員はこれを承認した次第であります。

（拍手）

○比嘉朝四郎君

もう論議は盡されました。賛否両論になっております。これを以て・・・・

○高良一君

ちょっと採決の前に沖縄青年連合会から決議文が来ております。その前　私二十日会のメンバーで忘れたのがありますので、それをちょっと付加えておきます。昭和バス社長久保田栖全、沖縄運輸社長宮城善兵それから大東製糖社長竹野寛才それからバス協会を何故公聴会によばなかったかということを非常に不満にされまして実はバス協会にも相談した訳でありますが、バス協会はお見えにならなかったということをいったのであります　バス協会としてもこれを理解しているということをいっております。それから沖縄青年連合会会長、瑞慶覧長仁氏より那覇市議会總務財政委員会委員長高良一に対する決議文を送達して来ておりますので御報告申上げます。この声明文は一、二、三、四、五、六、七項の声明書をつけて決議文を本議会に出しておりますので、これを議長さんこの聲明文を書記に朗読さして貰います・・・この声明書は省畧しまして決議文が来たということを申し上げます。

○議長（泉正重君）

どういう決議文ですか。内容をいって下さい。

○高良一君

決議文を今受取りましたが、十一月十七日沖縄青年連合会第三十三回總会において競輪問題に対し、別紙の通り決議されましたので送達致します。本問題に対する全三万五千の会員の意見、全住民の眞意を十分に認識され然るべく処置を講じて頂くよう要請致します。然るべくというものは声明書にあります。プリントが謄寫写が非常によみ難いのでありますが結局は反対ということになっております

（笑声）

○議長（泉正重君）

十四番議員（比嘉朝四郎）の討論打切りの動議に対して全部賛成でありましたのでお諮り致します。討論を打切りまして表決に入りたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。よって左様に決し採決致します　三十八号議案を採決いたします。先ず順序と致しまして總務財政委員会の要望亊項一、契約保証金として初年度において二百万円前納すること。二、契約第七項中「建設費その他を償却し」を削除すること。三、年間二百萬円以上の收益がない場合は契約を解除すること。いう要望意見に御賛成下さいますか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御賛成の方挙手願います。

（擧手多数）

○議長（泉正重君）

擧手者多数であります依ってこれは承認致しました。市長提出議案第三十八号議案を今先の要望意見を付して原案通り承認することに御賛成の方挙擧手願います　擧手十九名　擧手者多数でありますよって議案第三十八号は總務財政委員会審査報告通り要望意見を付し原案承認することに致しました。中食のため休憩致し二時半会議を再開致します。

（午后一時三十六分休憩）

――― ― ―――

（午后二時四十一分再開）

○議長（泉正重君）

では午前に引続いて会議を再開致します。日程第三、第四　第五、第六、第七、まで市長提出議案第三十九号、第四十號、第四十一號、第四十二号　第四十三号、第四十三号迄三、四、五、六、七、この五件を一括上程致しまして先程の總財政委員長の御報告に対する御貭疑がありましたら伺います。

○宮里敏慶君

あの市有地を賃貸することについてですが、この賃貸借の契約書がございましたら、ちょっと読んでもらいたいと思います。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え申上げます。公園の土地の賃貸契約書の案でありますが、これから作りますが、市の条例、市有財産の取得管理及び処分条例、これの第十四条に該当しますので、第十四条によって契約しようと思っております。第十四条「財産は五年を越えない期間賃貸することが出来る　但し特別の亊情があるものは五年毎に更新して貸付けることが出来る」この条例によって契約します。

○宮里敏慶君

いやその案がございましたら、お示し願いたいのです。

○財政部長（長嶺良松君）

その案をこれから作るのであります。

○宮里敏慶君

この前の受託者が亊業の説明をするという席上で競輪亊業は儲かる会社であるから百万円に対する利子は無利子にできないか、ということを質問致しましたら無利子で良いということを言われておりましたんですがこの原案年四歩となっておりますのを無利子といふことに交渉なされたことがあるか。これは宮良永昌氏が無利子で良いということを言っております。

○議長（泉正重君）

四分以内ですから零でも宜しい四分以内です宮良永昌氏も無利子で宜しいからといっておりますから。

（「進行」「貭問なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

貭問ありませんか。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では貭問を打切りまして日程第三、第四、第五、第六、第七以上の五件について討論をお願い致します。御意見を拜聴致します

（「意見なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

別に御意見ない様でありますので討論を省略致し御意見通り日程第三、第四、五、六、七は日程第二、市長提出議案第三十八号に總べて、連かる問題でございますので特に御意見もなからうと思いますが總務財政委員長の報告は議案三九号自転車競技場設置について　議案四十号、市有地を賃貸することについて。議案四十一号、那覇市自転車競技亊業特別会計設置について　議案四十二号、市債を起すことについて。議案四十三号、一九五六年度那覇市自転車競技亊業特別会計歳入歳出予算案以上五件は總務財政委員会においても承認したという報告がございます。就きましては、お諮り致します。總務財政委員会の御承認通り、以上五つの市長提出議案について原案通り可決致して異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って市長提出議案第三九号　第四十号、第四一号、第四二号及第四三号は、夫々原案通り可決致します。

○議長（泉正重君）

日程第八奥武山公園立退者からの移転費恵与方の陳情についてを議題と致します。御手元に配付されております委員会の審査報告書を御覧願います。この報告書によりますと總務財政委員会はこれを採択と決定した。採択致しまして当局の方では結局市長提出議案第四十三号予算において処置されておりますので委員会の決定通り採択致して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

次、日程第九を議題と致し市税問題に関する諸調査研究について税制審議特別委員会における審査及経過の報告をお願いしたいと思います。

○税制審議特別委員会委員長（仲井真元楷君）

只今議題となりました市税問題の諸調査研究について税制審議特別委員会における審査の経過につき、御報告申上げます。

本月十七日に委員会を開催、全員出席の下に主管課長及び係職員の出席を求め審査を致したのでありますが、当日は初回の委員会であり、先づ調査研究に関する基本方針即ち委員会の在り方としてどういった面に審査を進めて行くべきかを検討致したのであります。

　處でその前に、市町村税法が公布實施されましたが、その改正の要点と申しますか、新税法の概念を一応頭に入れんことには、處理が六ヶ敷いので税務課長から改正税法のアウトラインを聽取致し、然る後、今問題となっている固定資産税の賦課に関して活溌な貭疑が行なわれたのであります。貭疑亊項中の主なるものを申し上げますと

　一、固定資産税の調定額と本年度豫算額とはどういう開きがあるか。

　二、税務課長としては勿論、固定資産評價員の決定した評價額によって税を賦課するのであるが、評價員の決定した評價の算定基準については議会の承認を得たものであるか。議会との関係はどうなっているか。

　三、固定資産税の賦課の経緯について、具体的詳細に説明して貰いたい。

　四、首里、小禄地域については抜取調査の上、その均衡を取り賦課したとのことであるが、その抜取調査の箇所は何處何處か。尚調査員は誰かを示めして貰いたい。

　五、固定資産税の賦課後異議申立の件数及び更正減にした額を旧那覇、首里、小禄の各地域別に示して貰いたい。

以上が主なる貭疑亊項となっているのでありますが、主管課長からの説明によって了承致したのであります。

　引続き、本委員会の調査基本方針につき、検討致しました處、次ぎの三つの意見が出たのであります。

　一、課税客体把握の基礎は飽く迄も市民所得にある。從って、市税問題の解決は、市民所得の数字的基礎資料を調査検討すべきであり、これが委員会としての先決問題だと考える。こういった資料を持つことによって、各税目別に検討がなされるべきである

　二、諸税の賦課が適正を缺いでいることは、賦課後色々是正している当局の措置によっても明らかである。固定資産税の場合、市村境界の土地について、その評價に相当の開きがある。例えば那覇市、豊見城村境界の土地において、豊見城村の評價基礎は坪当八円であり、那覇市の場合は坪当り一〇〇円となっており、實に不合理である。それで本委員会に小委員会を設けて固定資産税の評價額につきもっと掘下げて調査すべきである

　三、本特別委員会設置の趣旨が固定資産税の賦課につき、市民間に不満の声があり、その據って来た原因が税法自体の不備缺陷にあるか、評價に適正を缺いているのであるか、そういった問題について研究調査し、これが是正策を講ずるということにあるので先づ固定資産税に関する問題を先に検討すべきである。

以上三つの意見を要約致しますと

　一、諸税賦課の基礎となるべき、市民所得に関する調査資料について先に検討すべきである。

　二、本委員会を幾つかの小委員会に分けて調査して行く。

　三、先づ最初に当面の固定資産税に関する調査を先にやるべきである。

こういうことになるのでありますが、以上三つの意見を繞って委員間に活発なる論議が展開されオブザーバーとして出席された議長の要望等を斟酌致し、関係資料が揃わないことには調査研究の進め様がないということで本委員会は、主管課から

一、人口動態に関する資料

二、市民所得に関する調査資料

三、固定資産税の評價額決定基準に関する資料（抜取調査箇所をも含む）

四、税制に関する諸法規類

　以上の諸調査資料を提出して貰い、次回委員会においてこの資料を基礎にして審査検討することに意見の一致を見た訳であります。

　以上が本特別委員会の審査経過でありますが、各位の御意見等を拜聽致しまして、審査の萬全を期したいと左様に考えている次第であります

　以上甚だ簡單でありますが報告と致します。

○議長（泉正重君）

只今の税制審議特別委員長の御報告に対して、御貭問なり或いは何か御意見なりございましたら御開陳願います。同委員会は議員各位半数を占める委員会でありますが当局からの資料を得て活溌に調査し、研究を進めるとのことでありますから只今の處は本当の序の口における御報告に過ぎなかったと思いますが何か御意見ございませんか。

（「異議なし」「意見なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

じゃ中間報告を拜聽するという程度にとどめることに致します。本日の日程は第一から第九に至る日程全部を終了致しました。依って今期議会はこれをもって閉会致します。長い間愼重審議御苦労樣でした。閉会に際して市長から御挨拶があります。

――― ― ―――

○市長（当間重剛君）

今回の議会は總選擧後最初の議会でありましてその間正副議長の選擧ならびに各種委員会委員の選任がスムースに行われましたことを心からお喜申上げます。なお御審議を頂きました競輪亊業については色々な角度からの御検討により尚今期については二回も延期になりまして愼重御審議を頂きまして、本日全会一致で御承認を得られなかったことは全く市理亊者の不注意から出たことでありまして誠に恐縮致している次第であります。議論の中心となりましたところは即ち競輪そのものの本貭的な問題と、競輪というものが未知数であり市町村財政つまり那覇市の財政に寄与することがあるかないかというようなところが基本でありますが問題の焦点がとかく本貭的な問題に行ったことは私としましては或る程度不満がない訳でもないのでありますと申しますのは成程競輪亊業そのものが或る程度の人間の持つ射倖心と申しますか、これをかり立てて行くような仕組になっている形をもっている從ってここには賭博性といったことはありますが然し賭博でないことははっきり申上げておきます。賭博は刑法によって明らかに禁止されております。そしてこれは偶然の故をもって決する處にある訳でありますが競輪が本当に分ればこの偶然性は少いのであります。競輪の中に賭博があるといふことは分ります。即ち穴を狙うということは賭博であるかも知れませんが競輪場で車券を買う人が何人いるか分りませんが仮りに二千人、三千人おるとしましてもその穴を狙うということは極めて僅かな人の賭亊的なものでありまして、大多数のものが科学的な車券の買い方をし投票するならば即ち極端にいえば百円持って行って二十五円で遊んで七十五円持って帰るということになる訳であります。然し乍らそこに八百長の問題或いは偶然を狙う一つの穴を狙うという賭亊がないとはいえません。そこに競輪の一つのスリルと申しますか楽しさと申しますか、それが加えられておりますがそれがすべてではないと私は現在の競輪から見ておるのであります。水に飛込んだら浮く、溺れるのは水の深さ、浅さにもよりましょうし、又泳ぎのできるのとできないのもおりましょう然し乍ら物理的にいえばあわてて騒がずにおれば人間は海の中にとびこんだら浮くものだという知識があれば決して溺れることはないと同じくこの車券を買う人がそれ程の愼重さがあり競輪を楽しむということを考えます場合にはその賭亊というものは消えるものだと私は信じております。成程賭亊國を亡ぼすか知れません。然しそれは昔であります。我々は進化しております。つまり先進國で賭博がそれ程問題にならないということはそれに夢中にならない競輪場における車券の買い方も穴を狙うということがなければそうした社会悪は出て来ないのであります。そこで公聴会あたりでも例に出されておりましたがサンデー毎日の昭和二十五年即ち競輪が始められてまだ九十回か百回行われたときのことでありまして、過去六、七年によりましてこれは洗練された競輪に現在なりつつあります。それが即ち全國の六十三の競輪場が未だにこれを当局は熱望して持続したいという熱意のある実際の証拠であります。そういった意味から勿論私はこれに対してそれ程の社会悪を予想しておりません。然し競輪を始めた六、七年以前と違いまして競輪の運営方法も非常に改善されております。八百長が絶対できないとはいえないか知れませんが、少く共八百長をやらない選手を現在は養成しつつあります。即ちスポーツマンとしての競輪選手でなくちゃならないというのが現在のルールになっております。そういった意味で今後の競輪には十分注意を払いましてその本貭的に考えられる處の弊害の面を飽く迄もこれを芟除するという丈の努力を払いたいと思います。更に財政面でありますが、財政面は会社の見方と我々の見方とは多少趣きを異にしております。その点は莫大なる財源を期待することは、それ程私は期待しておりませんが、然し経営の宜しきを得ればより良き結果を生むことができるのではないかと斯様に考えている次第であります。どうか私は皆さん方のこの二十二日間における色々の心配を所謂杞憂に終らすように努力を払うことをここにお誓い申上げます本当に長い間愼重に御審議下さいまして感謝に堪えません有難うございました。

――― ― ―――

（午后三時十三分閉会）
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  	安座間喜松
 

 
  	首里支所長
  	与儀清三
  	区画整理課長
  	金城弘円
 

 
  	小禄支所長
  	赤嶺一男
  	建築課長
  	宮平粂男
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
  	水道課長
  	東江誠忠
 

 
  	戸籍課長
  	饒平名知謙
  	泊港務所長
  	山里永達
 




一　事務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆次郎
  	書記
  	湧川朝興
 

 
  	書記
  	新垣繁
  	書記
  	翁長武栄
 








一、会議録署名人

一九五六年二月二八日

二番議員　　　　上間長和

一九五六年三月二日

十六番議員　　　真栄田義晃

一九五六年三月二日

那覇市議会議長　泉正重
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